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　クロウヴスナー帝国歴四百三十四年、翠緑の月の七日。

　社交シーズンのため、両親であるレドウ辺境伯夫妻に連れられて帝都のタウンハウスに逗留していた兄妹は、庭で仲良く遊んでいた。

「にーたまはしょーらい、なにになるの？」

　言葉の意味がわかっていないだろう妹の、無邪気な問いに兄はにこやかに答える。

「僕は辺境伯を務めながら、二代目怪盗紳士になるんだよ。ナイアはお嫁さんかな？」

　兄の問いに、妹はぷうと頬を膨らませた。

「ずるーい！　ナイアがかいとーしんしになるの！　おくにのために、とーたまやにーたまのおてつだいするの！」

「そうか。ナイア、頑張ろうね」

　……それはナイアが四歳、兄八歳。【正義の味方怪盗紳士、人身売買を行っていた豪商宅に現る！】という見出しが新聞を飾った日の、次の日のことだった。

















一、内務省上奏室にて












　クロウヴスナー帝国歴四百五十二年、白秋の月の十二日。

　内務省上奏室の朝は、机が埋まるほどの荷物が配達されることから始まる。

「今日も、どっさりですねー」

　レドウ辺境伯領民で二十二歳。帝都に出てきた新米公務官ナイア・アインホルンは、積みあげられた荷物の量の多さに思わず声を上げた。

　届けられたのは帝国民からの陳情書だ。国中から送られてきた民の声が、皇帝陛下に申し上げるに相応しい内容かを精査するのがこの部署の役目……のはずである。

「これも『国民皆識字』を達成した成果ですねえ」

　室長補佐のアレク・ハルトマンがのんびりと言ったので、ナイアははしゃいで同意した。

「そうですね！」

　彼はナイアの憧れの男性である。……と言っても、気がついたらアレクを目で追っている、とか。笑いかけてもらえたら一日中幸せ、といった程度であるが。

　彼もナイアを気にかけてくれているらしく、しょっちゅう話しかけてくれる。

　……単に上司が新人を構ってくれているだけだ。自分はあまり人との会話に慣れていないから勘違いしてはいけないと、ナイアは自分を戒める。

　家族や使用人領民以外と、初めて親しく話す男性だから『好み』と刷り込まれてしまったのかもしれない。

　補佐はナイアより八歳上の三十歳。年齢的には既婚者が多い年齢だが。

『補佐は独身だし、婚約者はおろか恋人もいない。若いアインホルンさんからは冴えないように見えるかもしれないけれど、有能だし頼りになる。お買い得だよ？』

　先輩の一人に言われたこともあって、補佐が独り身なのは確認済みだ。自分と補佐、どちらかが異動になるのが決まったら告白してみようかな、などと考えている。

　ただ別の先輩からは。

『アインホルンもな、くるくる動き回って元気だけど。おしゃれすればもっと可愛くなると思うぞ？　そうだ、俺の嫁さんに服を選んでもらうように頼んでやろう。バーンと美人になって、補佐をデートに誘ってこい』

　とも言われてしまい、落ち込んだ。

　自分の見た目は砂色のもしゃもしゃの髪、そして分厚いメガネ。美人とそうでない人、世界がそれだけで構成されていたら、『そうでない人』に分類される。

　デート云々はともかく、補佐にも地味な女性と思われているかもしれない。

　上奏室で働くため、身分を偽り。知り合いにバレないよう、高等学院時代から冴えない容姿をしてきたが、こんなときは堪える。

　……それでも。辺境伯である父にとりなして貰えば、結婚まで進む可能性は十二分にあると考えたこともあった。けれど、先輩の言葉を聞いてしまったら、かえって父におねだりなんて、できない。そんなことをしたら『私はナイアセット・アインホルン・レドウ辺境伯令嬢でなければ価値がないのだ』と、自分のことを卑下してしまうだろう。

「さて、始めましょうか」

　補佐の声に従い、ナイアは物思いから戻ってきた。

　先輩達が箱から陳情書の束をどさりと持ちあげる。

　上奏室は二人一組で精査を行う。

　隔月で組み替えが行われているが、ナイアは入省してからの半年、ずっと補佐に組んでもらっている。

　二ヶ月目は気づかなかったが、次の組み替えが行われた四ヶ月目。

『あの。私はずっと補佐と組んでいて良いのでしょうか』

　嬉しいけれど。先輩がただって補佐と組みたいはず。

　勇気を奮って口に出してみたら、先輩がたはなんとも微妙な表情になり、互いに目を見かわすばかり。

『それはですね』

　補佐が重々しく告げた内容によると、残念ながらナイアはまだ入ったばかりで適切な判断ができない……というのが、理由のようだ。

『アインホルンさんは取捨選択の基準が身につくまで、私とパートナーを組んでいただきます』

『わかりました！』

　堂々と補佐の隣にいられる理由があって嬉しく思う気持ちがほとんど。悔しいと思ったのは、ほんの少し。

　補佐のことが気になって仕方ない半年目の今、『組み替えをしたい』なんて、もう自分からは言い出さない。

　先輩がたが個々の机に戻ったあと、彼女も一件目を取り上げた。途端、声をあげてしまう。

「うわ！」

「アインホルンさん、気をつけましょう。この時期の葉は枯れきっているからすぐに粉々になってしまう」

　紙は貴重品なので、陛下に物言いたい民は道具に彫ったり葉に書き連ねたり、布に刺繍などして寄せてくる。

「……はい！」

　叱責ではなく注意してくれる補佐。

　闇雲に叱るのではなく、理由も教えてくれて優しいなあ、とほっこりする。

　自分も先輩になったら、こんな風に後輩を指導してあげられるといい。

　アドバイスをもらったので、彼女は用心しいしい枯葉をそっと手のひらに置いた。

　補佐は、ナイアに読み上げさせて内容を検討したのち、上奏する陳情について内容を保存可能な紙面に書きうつす。そのためナイアが発する言葉を一言も聞き逃すまいと身構える。

　彼の、紫水晶がけぶったような眼差しが自分を見つめてくる。ナイアは毎日のことながら、きゅんとしてしまう。

　早く一人前になりたいと思いつつ、この時間ができるだけ長くあってほしいと、ナイアは密かに願っている。

　頬が熱くなったのを誤魔化すように、ナイアは伊達メガネのブリッジをくいとあげ、書き込まれた文字を読み上げた。

「え……と。『隣の犬が五匹、子犬を産みました』」

　ガックリである。いや、別に事件があればいいと思っているわけではないのだが。

　補佐があっさりと判断した。

「おめでたいけれど、次」

　二件目として取り上げたのは、欠けた土器。

　禍々しい赤い液体で書かれているので、事件性が高い。

「え……と」

　緊張して読み下すうち、ナイアの口がかくりと開く。

「アインホルンさん、どうしました？」

　促されて、萎んだ声で読み上げた。

「……『うちのお父さんが、お母さんに喧嘩して負けました』……」

「インクはなんです？」

　珍しく補佐から質問された。慌ててナイアはすん、と匂いを嗅ぐ。

「ええと。……トマーテ、ですね」

　食用の赤い実である。酸味があるが生食でサラダに加えたり、煮込みにすると旨味が増すため、市場にもよく出回っている。

「よかった、血液ではなかったんですね」

　補佐はほっとしたようだが。ナイアはギョッとする。

「もし、血で書かれていたら西部のルシア村に、代官を通じて様子を見に行かせるところです」

　それは大変、大事件だ。ナイアはふっと思い浮かんだ疑問を口にした。

「……あの、なぜ住所も申し上げてないのに、この陳情書がルシア地方からのものと判じられたのですか？」

　国土が描かれた地図を見れば、西部に確かに村があった。

「トマーテは西部でよく栽培されています。そして、釉薬ゆうやくの色からみて西部の中でもルシア村で焼かれた土器で間違いないでしょう」

「……なるほど……」

　陳情書の素材にもそれだけのヒントを見出すとは、補佐はなんと素晴らしいのだろう。自分はまだまだだ。彼女は尊敬というには、いささか熱のこもった表情で補佐を見つめてしまう。

「私ももっと産地や気候など、勉強しておきます！」

　仕事が終わったあとは図書館に行って、郷土史や産業資料などをもっと読み込もうと決めた。

　気負っている部下に、上司はにこ、と微笑みかけてくれる。

「いい心がけですね。私達の仕事は災禍の芽をいかに早く見つけ、いかに早く処理するか、ですから。ただ、今回の件は問題ないでしょう」

「わかりました」

「では」

　補佐は次を促してくる。ナイアは夢から醒めたように、慌てて次の陳情書を手に取った。

「はい！」

　……実は民からの陳情書の大部分は大したことは書かれていない。

　けれど、百に一つ、あるいは千に一つ。国の大事を見落とさないようこの部署は存在する。のだと、信じたい。

　そうでなければ、自分の学生時代からの努力が無になってしまう。彼女は、上奏室に入るために学院時代から偽りの姿で過ごしてきたのだから。

「アインホルンさん、どうしました？」

　補佐に声をかけられて、ハッと気がつく。少し、過去に浸ってしまったらしい。

「なんでもないです！　次行きますねっ」

　慌てて次の木材を取り上げると、補佐と一緒に歓声を上げてしまった。

「素晴らしい……」

　美しい紋様が精密に彫られている。なんの陳情だろうと底辺を見たら、『ご用命はシルの木彫り店へ』と彫ってある。ようは宣伝だった。

「……これは廃棄、それとも燃料部ですか？」

　陳情書は返却はしないと皇民には公示済みだ。一か所に全国から集まってくるのと、反対に一か所から全国に返送するのでは、手間と費用が桁違いなので。

　しかし、公務官なので私物化も許されない。

　室長への上奏に及ばずと判断された陳情物は燃料部へ回すことになっていた。

「うーん、もったいないですねえ」

　補佐が考え込む。

　ナイアは、補佐から解決策が出るまで、見つめていられるこの時間が好きだ。

　長く見つめていられますようにとの願い虚しく、補佐は呆気なくぽん、と手を叩いた。

「産業部に持って行きましょう」

　だれがどんな職業についているのかを記録している部署へ、寄贈することにしたらしい。

「お！『怪盗紳士、参上！』だって！」

　先輩の一人がはしゃいだ声を出したので、ナイアは思わずぎくりとする。彼女にとってそれは、あまりに耳慣れている単語だった。

　皆も注目し、補佐も訊ねる。

「盗まれたモノはなんです？」

　先輩がなんと答えるのか、ナイアは耳をそばだてる。

「パン屋です。住所はええと……、南区の第二通り、四街区の」

　そこまでいうと、皆がああ、と声を出した。その住所には、美味しくて有名な店がある。

「あそこの店主さんはよく慈善をされてますからねえ。愉快犯かな」

　補佐は首を傾げる。

　そうかもしれないと先輩が同意するのを、ナイアは息を止めて聞きいった。

「怪盗紳士というのは嘘かもしれませんが、盗まれたのは本当かもしれない。市中見回りの警ら隊に連絡しておきましょう」

　補佐の言葉に、皆が頷く。

「でも『怪盗紳士』、久しぶりに聞きましたよね！」

「今年は初めてかなー。最近はそんなにないよな」

「昔のほうが多かったですよね。実は俺、ごっこ遊びをして警ら隊に叱られましたよ」

　先輩がたははしゃぎながらも、見回りをして事情聴取をするよう、警ら隊への引き継ぎ書を作成している。

「……あの。『怪盗紳士』って？」

　ナイアは用心深く感情を抑えながら、初めて聞いたていを装い、質問してみた。

「ああ。アインホルンはその頃まだ子供か」

　納得したような先輩が話してくれたことによると、十五年ほど前まで帝国を騒がせた盗賊だという。……正しくは十三年前までだと、ナイアは心の中で訂正しておく。

　先輩の一人が彼女と補佐のそばにやってくる。肉薄してきた、と思ったら補佐の声がとんだ。

「シュンケルさん、距離が近いですよ」

　さすが補佐。淑女に対してのマナーもバッチリだと感動する。名前を呼ばれた先輩はバツの悪そうな顔になる。シュンケルは距離を作った上で、誰にでも聞こえそうな大きな声でヒソヒソと話してくれた。

「ここだけの話、『義賊』ってことで国民に人気だったんだよ」

　後ろ暗い商人から金品を盗んでは貧しい民に分け与える。あるいは悪徳貴族や商人、役人の悪事を記した手紙をばら撒いたりしていたのだという。

「そうなんですね」

　とてもよく知っていたけれども、おくびにも出さず感心した表情を装う。

「それが、ぱったりと盗まなくなったんだ」

「死んだのかな。いや、わが国が平和になったから外国で活動しているのかもしれない」

「最近のやつが、昔のやつと同一人物の可能性ってあると思うか？」

　言い合う先輩を尻目に、ナイアは興味を失ったふりをして、次の陳情書を手に取る。……彼女は『怪盗紳士』が活動を辞めた理由を、誰よりもよくわかっていた。

　――昼過ぎにようやく精査し終わると、補佐が何十枚かの上奏書を盆に入れて、よっこいせとばかりに立ち上がった。

「さって帰るかー！」

　先輩がたも立ち上がって掃除をすると、一斉に部屋を出た。ナイアもあとをついていく。

　補佐が全員退室したのを確認すると、上奏部の出入りのドアに鍵をかけた。

「では私は室長にお渡ししてきます。皆さんお疲れ様でした」

　これで上奏部の仕事は終わり。あとは三々五々解散となる。

「今日はどこにいく？」

「南区に気になるところがあってさー」

「あ、俺も。行ってみるか！」

　先輩がたは楽しそうに午後の予定をあれこれ話しながら遠ざかっていく。

「では、アインホルンさん、また明日」

　会釈しあって、廊下を右左に分かれる。

　数歩歩いてからナイアは、振り返る。どんどん小さくなっていく補佐の背中をしばらく眺めていたが、服のおとしの中で自分が握りしめているモノを思い出して、踵を返した。今日ばかりは補佐への気持ちを引きずっているわけにはいかない。これから確かめておきたいことがあるのだ。

「まずは食べないと。動けないものね」

　とりあえず食堂に向かい、手早く腹ごしらえを済ませた。

　食べ終えた後、退出すべく食堂を後にする。ペンダントの形の通行証を見せて、衛兵に城門を抜ける許可をもらう。

　帝宮を出てしばらくは普通に歩く。区画を一つ通り過ぎると、ナイアは急に曲がって小径に入った。建物の陰に身を潜めると、あたりをキョロキョロ見渡す。

「誰もいないわよね……」

　服のポケットから、執務中にこっそり持ち出した粘土板を取り出した。

　……先ほどまでは、少しでも先輩がたに近づくために図書館に篭る気満々だったが、予定が吹っ飛んでしまうようなモノを手に入れてしまった。

　陳情書が入ってる箱の中から、【可及的速やかに連絡されたし】の頭文字を組み合わせた文様が彫りこまれている、この粘土板を見つけた時の衝撃は言い表せない。

「お母様が怪盗紳士を始めた、まもなくの頃だったって聞いたことがあるわ」

　横暴な領主に苦しんでいる一人の少女に、母は『この文様を壜に入れて川に流したら、怪盗紳士が必ず助けにくる』と告げたという。

　少女は母の言いつけを守り、困っているときに一度だけ使った。その後、密かに虐げられている人々に文様が伝えられていく。知っている者はほとんど皆無。ただ、本当に困っていると、協力者達の手によって、必ず怪盗紳士の元に届く。

「でも今は、誰も使うひとがいないはずなのに」

　母が引退したのちは、協力者達も地に潜り、普通の生活を営んでいるはず。

　誰が、どうしてこれを。ナイアはごくりと喉を鳴らすと、もう一度読み直す。

『じいさんが帰ってこない』

　粘土板に老人の名前のほかに、店の名前と商いの種類も記載されている。老人は、個人が書類に捺印するための印章を作っているらしい。

「普通の人はお店に行って作ってもらうのよね」

　名前の代わりにぽんと押しては、約束の代わりにぽん。印章がこれだけ発達しているのは、世界でも帝国だけかもしれない。

「多分、我が国が世界でも珍しく庶民でも姓を持っているからよね……」

　己の名前の次に母の姓、次に父の姓が正式である。必然的に署名は長くなってしまう傾向にある。けれど、公的に届けでた印章があれば、長ったらしい署名をせずに済む。

　自分である証となる印章。

　それが、どんな意匠かを押印した書式、いわゆる印影を貴族は帝立文書院に届け出、庶民は公立文書院に届けるのが決まりだ。

　もちろん署名と同じ効力を発するので、悪用されないようにしなければならない。

　十六歳を迎え、成人になると初めて個人の印章を登録できる。しかし、いったん登録してしまうと、同じ意匠の届けがあったなどの理由がなければ変更の申請は却下される。欠けたりしても意匠が変わってしまうほどの修繕は不可。すり減っていくが、大事に一生使っていく。

　……そんなわけで経年劣化を念頭に入れ、図面に描き出した意匠と寸分違わぬように印章を作る技術は大変に難しい。けれど行方不明になった老人は、公立文書院御用達の技量を有しているのだという。

　ナイアはもう一度まわりを見渡し、自分のいる所を確認した。

「ええと。お店の場所は北区の五番街通り、六区画ね」

　ナイアはフードを深くかぶり直すと、問題の店へと向かう。

　――聴取の結果は、彼女を満足させるものだった。

『七日前から貴族様に呼ばれたじいさんが、帰ってこない』

　家族は涙ながらにナイアへ訴えてきた。

　老耄ろうもうで帰ることができないのではと聞くと、そんなことはない！　と家族全員に否定された。

『じいさんは腹が減ったら帰ってくる！』

「……ということは、どこかで足止めされている？」

　大抵の貴族であればお抱えの印章師がいるはず。自家の意匠を偽造されては一大事なので、印章師を囲い込んでしまうのだ。

『その、貴族様とは？』

　途端、貝のように口をぴたりと閉ざした家族を宥めすかしてなんとか教えてもらった名前は。

「レオンハルト・クロウヴスナー大公閣下……！」

　背中がゾクゾクしてくる。犯罪の匂いがするどころではない、大物が釣れてしまった。

　閣下は皇后陛下の実弟であり、先代皇帝陛下の弟君を父にもつ。現皇帝陛下とは従兄弟であらせられる。帝都の領主である大公閣下は、そのまま都政長官に任命されている。長官は都政官を部下にもち、帝都の安全と隆盛を担っている。

「でも大公閣下って、確か『放蕩者』って噂で……」

　社交界を避けているナイアは見たことがないが、今年三十歳になったばかりの銀髪に黒っぽい瞳の美丈夫だとか。

　彼は、夜な夜な美女の褥しとねを渡り歩いているという。

　男達とは賭け事に興じ、女性を取り合いになって刃傷沙汰を起こしたこともあるとか。そんな人物、蟄居に追い込めばいいのではないかとナイアは思うのだが、そうもいかないらしい。

「しかも」

　じいさんの息子がうっかり漏らしたのが。

「『仮王の御璽ぎょじについて意匠を知ってるか』と大公閣下から問い合わせがあったんですって……？」

　ナイアの顔が引き締まる。

　件くだんの御璽は、古の皇帝陛下が当時のレドウ辺境伯に下賜されたものだ。

『もし余が亡国の皇帝となるならば、余を討て。そして、古いにしえに結ばれた余との約定により、国に仇なした余を斃たおしたのだと、国と民に告げよ。次の皇帝を立てるまで、お前が仮王となりて国を救え』という命令とともに、陛下はレドウ家に代々の皇帝をも見張るように言い渡した。

　我が家は言いつけ通り、今代に至るまで皇帝陛下を監視し、そして国を守り続けている。

「幸い、使ったことは一度もないとお父様から聞いていたけれど」

　皇帝家がレドウ家を信頼しているなによりの徴しるし。だからこそ我が家は『皇帝家の盾であり剣』そして『帝国の正義』として、他の貴族とは一線を画しているのだ。

「なぜ、大公閣下が御璽に興味を持たれるの？」

　過去、他の貴族が狙って戦争を仕掛けてきたこともある御物ではある、が。

　大公家は、まだ帝位継承権は所持していらっしゃっただろうか。

「……多分、ない」

　大公閣下の父君は前皇帝陛下の皇弟殿下だったので資格はある。けれど今の皇帝陛下には皇子殿下がお二人もいらっしゃる。継承権をお持ちだとしても、大公閣下の順位は三番目以下だろう。

「まさか、大公閣下は我が家の御璽を偽造して皇帝家を乗っとるつもり……とか？」

　だとしたら国を揺るがす大事件だ。明日、いやすぐにでも室長補佐に申告しなければと奮い立つ。

　無くさないようにと大事に握りしめる。踵を返して我が家に向かいかけたが、ナイアは立ち止まった。

「……これは陛下への訴えではないわ、怪盗紳士に助けを求めているのよ。だったら、私が行かなくちゃ」

　彼女の顔は決意に満ちていた。






　その夜。帝宮を守るように貴族の邸宅が林立する一角にある大公家に、滑るように影が近づいていく。

　使用人が通る裏口にも衛兵は立っていたが、あっけないほど簡単に侵入できてしまった。

　室内に入ったナイア――もちろん彼女だった――は誰にも誰何されることなく、主の部屋があるフロアへと移動していく。大公閣下その人が使っておられると思わしき書斎に入った影は、慣れた手つきで書斎机を探っていく。

　老人の行方が気がかりだったが、大公閣下が『仮王の御璽』を偽造させるのならば、もしかしたら印影の写しを持っているのかもしれない。

　厳重な警戒体制が敷かれている帝立文書院からどうやって強奪したのか。入手経路に疑問が残るが、もしここに印章の写しがあれば大公閣下が重大な罪を犯そうとしている、確たる証拠になる。

　鍵のかかった引き出しもナイア――にかかれば、あっけなく開く。

　そっと、中を検める。

「ここにはない……」

　書棚の前に移動した。ナイアの実家のように、どこかに隠し扉がないか探る。他の場所も探してみたが、特に怪しそうなものはない。もしかしたら別の部屋に隠してあるのかもしれない。しかし、今日はここまでだ。

「そうだ」

　ふと思いついて、執務机の上に置いてあった紙に、屈みこむ。とある文言を書きつけると、目立つ所に置き直した。

「これで大公閣下は自分が注視されているのを悟って悪事をやめるでしょ」

　心の中でつぶやく。

　国を揺るがす大事件に首を突っ込みたいわけではない。いや、関わってしまったら、我が家も巻き添えになる。ナイアとしては大公閣下が「やめよう」と思いとどまってくれれば大満足なのだ。

「長居はよくない」

　そろそろ退室しようと机から顔を上げた瞬間、ナイアの背筋がぞわりとした。

　刹那、白刃が彼女を襲う。咄嗟に体を動かしたが避けきれず、身につけていたマントが裂け、腕に痛みを感じた。

「いい反応だ。だが、避けなければ傷を負うことはなかった」

　低く艶のある声だったが、微かに後悔が滲んでいると思ったのは、一瞬。

　ナイアは忍ばせていた短剣を構え、向き直る。

　彼女の動きで風が起きたようで、机の上からナイアが先ほど書いた紙が襲撃者の足元にはらりと落ちていく。

　廊下に灯された角灯の光のなか、長身の男が優雅にかがみこんで紙を拾う。

　きらりと、こぼれた髪が光を受けて反射する。銀髪のようだと思った瞬間、ナイアの目は大きく見開かれた。

　まさか？　大公閣下その人だろうか。室内は閣下が使用されるに相応しい重厚な装飾だから、部屋の主がいても不思議ではない。だが。

　今晩はご不在のはずなのに、どうして？　と頭の中で驚きと疑問がぐるぐると巡る。

　どっどど。心臓の音がうるさい。ナイアは、紙に書かれた内容を確認した彼がどう反応するのか、息を詰めて凝視する。

「『貴殿の館にお邪魔いたしました、怪盗紳士』……十三年前まで国を騒がせていた賊だな」

「……!?」

　ナイアは驚きから目を大きく見開く。なぜ、遊びほうけていると噂されているこの人が母の活動停止の時期を正確に知っている？

「義賊気取りの二代目を気取るなら、我が館はおかど違いだぞ？」

　男は文面を読むと、おどけた声で彼女を揶揄う。

「は……！」

　母を愚弄するな！　と、反射的に叫びそうになったが、すんでで押し留める。正体不明にするため長い髪をまとめて服の中におさめ、顔を隠すためマスクをしていた。それなのに、声を出して女性だとバレるわけにはいかない。

「っ、」

　目の前の男を睨みつけたナイアの瞳に、チカリと灯りが入り込んでくる。

　大公閣下らしき男が、立っている位置をずらしたのだ。

「灰翠色？　それが本当の瞳の色か」

「く……！」

　まずい。

　咄嗟にナイアは男性に背を向けると、執務机を乗り越えた。

　窓の鎧戸を押し広げるとテラスに向かって走り、樹木に向かってロープを投げつける。枝にくるりと巻きついたのを確認するや、躊躇なく空中に身を投げた。

　振り子の要領で大きく飛距離をかせぐと、大公家と外の境界線である鉄柵の上に着地した。体勢をととのえるまもなかったが、軽やかに地面へ飛び降りる。

　彼女は一心不乱に貴族街を抜け、市街地に入ると追跡をまこうと、狭い路地を使う。

　大公家からかなり距離を稼いだあと、ようやく後ろを振り返った。なぜか大公家はナイアを追わせなかったようで、彼女の周辺はひっそりしている。

「……たすかった……、のかな？」

　彼女は息を整えると、建物と建物の細い隙間に入り込む。隙間から出てきたとき、ナイアは別の衣装を纏っていた。

　用心しいしい我が家へと辿り着く。護衛達をやり過ごし、そっと隠しておいたロープを伝って自室に入る。

　ようやくほう……と安心のため息をついたあと、悔しそうにつぶやいた。

「まさか大公閣下があんなに気配を断つことや剣が得意だなんて」

　彼女は襲撃者を大公閣下本人と判断した。

　人に命じることに慣れた人間の佇まい。衛兵達ならば、主人の部屋であんなに堂々としていられないだろう。

「今日、この時間なら大公閣下は舞踏会にいらっしゃるだろうから、警備もそれほどではないと思っていたのに」

　まだ人々が寝静まる時間ではない。そんな時間に危険を犯して侵入したのは、大公閣下は今晩確実に、某侯爵家主催の夜会に参加されると裏をとっていたからだ。

　心臓がまだバクバクしているが、ナイアはマントや兄の昔の服を脱ぎ捨てた。胸部に巻いていた布を取り去ると、膨らみがまろび出る。

「痛っ」

　腕に僅かな痛みが走る。蝋燭をつけてみれば、皮一枚ほど切られていた。言われた言葉を反芻する。

「……もしかして。傷を負わせるつもりはなかったってこと……？」

　言葉通りだとすると、脅しだけだったのかもしれない。自分になまじ剣の心得があったことで、ナイアが男性の意図を壊したのだ。

　ナイトガウン姿になると、ナイアは呼び鈴で侍女を呼び出し、ミルクティと砂糖がわりにブランディを持ってくるよう言いつけた。

「垂らさなくていいわ、壜びんごと持ってきてもらえるかしら」

　侍女が茶器を載せたワゴンを置いて退室すると、ナイアは酒の入った小瓶を持ち上げて口に含み、傷に吹きかける。胸に巻いていた布を噛み裂くと、腕に巻いた。

　ずきんずきんとうずく傷と、失敗に終わった悔しさが、今回の『初仕事』で彼女の得た物だった。






　翌朝。ナイアはベッドの中で目を覚ました。

　彼女が覚醒したのがわかっているかのように、ドアがノックされる。昨晩の侍女が入ってきて、朝食をベッドの上に運んでくれる。

　食べ終わったナイアに簡単に湯を使わせると、着替えを手伝ってくれた。……侍女はナイアの腕に巻かれている布を見てもなにも言わず、ただ新しい布を持ってくると巻き直してくれた。

　密やかに問われる。

「お医者様をお呼びいたしますか」

「大丈夫よ、ありがとう。それより誰にも言わないで」

「かしこまりました」

　侍女が出してくれた公務官の制服に着替えると、タウンハウスの出入り口まで見送ってくれた執事に挨拶をする。

「行ってまいります」

　……辺境伯のタウンハウスでは、自領から働きに出ている公務官達を受け入れて下宿させてくれている、という設定である。

　貴族が才能ある庶民のパトロンをすることはままあるし、自領出身の公務官に便宜を図ることは役人を味方につけるための常套じょうとう手段である。

　ただ、馬車を使うのは遠慮している。家紋入りなどもってのほかだし、無紋でも辺境伯の館から出発したとなれば、注目を集めてしまう。

　ナイアは昨日とは逆に、城門でペンダントを見せて敷地内に足を踏み入れた。

　一言で『帝宮』と言ってしまっているが、広大で多機能にわたる。

　皇帝陛下の住まう内宮は、陛下のご家族が住まわれる後宮を背にもち、第一城壁の中でさらに囲われている。

　内宮の正面には、公務官達が集って政務に励んでいる外宮がある。外宮には各政庁があり、中にはもちろんナイアの勤務先である上奏室もあった。

「おはようございます！」

　元気なフリをするため、笑顔を貼り付ける。朗らかに挨拶をしながら入室する。

「はい、おはようございます」

　補佐が席に座って微笑んでくれた。上司の変わらぬ笑顔にほっとしながら、ナイアは席についた。彼の横顔を見つめながら考える。

　裏どりは取れなかったけれど、補佐に報告しようか。……考えるそばから、どこまで伝えればいいのだろうと悩んでしまう。報告すべき物を持って帰ってしまったこと。印章屋まで調べに行ってしまったこと。なぜ、と問われたら『気が逸ってしまった、勇み足だった』としか言えない。叱責されるのは仕方ない、懲罰だって自分がしたことだから責任を取らなければ。けれど、もし『この文様はなんだろう』と興味を持たれてしまったら、どうしよう。

「おはよーございまーす」

　先輩がたも現れた。同時に配達人が机に荷物を置いていく。今日も箱いっぱいの『声』が寄せられていた。

　粘土板について黙ったまま、いつも通りの日常を続けたい気持ちと。昨日の出来事を相談したい気持ちがせめぎ合う。

　結果。……兄に相談することに決めた。怪盗紳士に助けを求める文様が刻まれていた以上、レドウ家の者が対処すべきだ。ナイアは自分に言い聞かせる。

「始めましょう」

　補佐の一声で皆、一斉に読み始める。ナイアも粘土板のことを振り払って最初の一枚目を読んだ。

「え……と。『うちの山羊が柵を破って暴走しました。一頭たりません』」

　補佐は柵が破れた状況が書いてあるかないか、ナイアに質問してきた。獰猛な肉食獣がいない地域であること、ほかに山羊泥棒を告げる手紙がないかを確認したのち。

「一大事ですが、次」

　ナイアは空色に染められた鶏が綺麗だった、などの陳情を読み上げては補佐に『次』と言われるのを繰り返した。

　――よっこいせ、と立ち上がった補佐が終わりを告げると、先輩がたはまた我先にと出ていく。ナイアも後に続いて出ようとすると、補佐に呼び止められた。

「アインホルンさん、少しお時間をいただけますか」

「私、ですか」

　ドギマギする。まさか、補佐から声をかけてもらえるとは！

　上奏室の扉の前で向かい合う二人を見て、先輩がたがニヤニヤする。

「ようやくですか？」

「補佐、しっかりー。アインホルンも頑張れよー」

　なぜか補佐を揶揄いだす先輩がた。意味がわからない。

「あ、あの」

「外野、煩いですよ。アインホルンさんも気にしなくてよろしい」

　補佐はしっし、と先輩がたを追い払う仕草をした。

「わかりましたよ、邪魔はしませんて」

「アインホルン！　明日は遅刻してもいいからなー」

　先輩がたは賑やかに喋りながら遠ざかる。

　ある程度距離が生まれると、補佐が低い声で話しかけてきた。

「室長が、あなたのことをお呼びです」

　補佐は先輩がたとは違う方向に歩き始めた。慌ててついていく。

　ナイアは室長とお会いしたことがない。もしかすると、ナイアが燃料部や産業部にお使いに出されるときに限って、おみえになっているのかもしれないが。

　入った当初は『挨拶しなければ』と気負っていたので、補佐や先輩がたに室長がいつ来られるのか聞いてまわった。しかし、誰も知らないという。

『もし辺境伯令嬢である自分をご存知の方だったら、内緒にしてもらわなければ』とヤキモキしていたのに。……最近は身分がバレる心配がなさそうなので、忘れていた。

　ナイアはにわかに緊張しだしたが、補佐が優しく声をかけてくれた。

「大丈夫ですよ、私も同席しますから」

「はい！」

　嬉しい。補佐と一緒にいられるなら、どんな理由だって嬉しい。

　しかし気になる。

「……なんで私、呼ばれたんでしょう？」

　勤務態度は悪くないはず。自分から職務を指定した場合、三年は異動できないと聞いているが、急遽どこかの部署に回されてしまうのだろうか。

　いやだ。もっと補佐と働きたい。不安のあまりこわばってしまったナイアに、補佐がのんびり答える。

「そうですねぇ、理由は室長から聞いたほうがいいでしょう」

　それもそうだ。ナイアは大人しく補佐のあとをついていく。

「こちらですよ」

　補佐がドアを開けてくれて、ナイアに先に入るよう促す。

　ナイアは恐る恐る入ってみる。しかし、上級貴族が使っていると思われる執務室には、誰もいない。

　すると。

「そうして立っていると、昨晩の小鼠と背丈がよく似ている」

　背後から話しかけられた。昨日、大公閣下の書斎で襲撃してきた男の声だった。

　びくん！

　ナイアが固まる。振り向いて相手を確かめたいのに、強烈な威圧感で動けない。

「……いや。怪盗紳士だったか」

「なんのことでしょう？」

　ナイアはようやくそれだけ言葉を絞り出す。

　く、と男が喉を鳴らした。

「あなたは私の執務室に熱烈なメッセージを置いてくれたではないか」

　昨日自分が書いたメモについて言及されて、とうとう彼女は振り向いた。

　ナイアの目の前には、あまり櫛が入っていない灰色の髪、けぶった紫水晶の瞳、補佐の服をきた男が立っている。だが。いつもとあまりに違う雰囲気にナイアは混乱した。

「……あなたは、誰……？　アレク・ハルトマン室長補佐……ではない、ですよ……ね？」

　彼女の唇から無意識に言葉が溢れる。

　ナイア、なにを言っているの。補佐とは全く別人なのに、わかりきった質問をするなんて、と彼女は自身を嗜める。しかし。

　背中で対峙していた時は、昨晩の男だと思っていた。状況からして、大公閣下その人だろうと。だが、実際に顔を見ると、慣れ親しんだ補佐の姿にしか見えない。

「では、私は誰かな」

　穏やかな声で問いかえされたが、ナイアは混乱していたので震え声しか出せない。

「……私は、あなたを存じ上げません」

「おや。君は私をとてもよく知っているはずだ。先ほどまで上奏室で額を突き合わせるような距離で仕事をしていたではないか」

　ごくん。ナイアの喉が勝手に鳴る。

「ほ、さ……？　きゃ！」

　なにか動くものが目の端に映ったが、衝撃で反応が遅れた。伸びてきた手に、カツラとメガネを奪われてしまう。

「ほう。アインホルンの瞳は灰翠色だったか。……髪はストロベリーブロンド。貴族年鑑に記載してある、レドウ辺境伯令嬢と同じ色合いだな」

　知られた。

「……おっしゃる意味が」

　わからない、と抗弁しようとするも遮られる。

「あなたの身分を証明するものとして、公務官試験の時に提出してもらった印影の証明書を、私のほうで預かっている」

　紙挟みから一枚の羊皮紙を取り出してみせた。

「ここには【ナイアセット・アインホルン・レドウ、略してナイア・アインホルンの印影と証明する】と記載してある」

「それは……！」









　――入省する数ヶ月前のクロウヴスナー帝国歴四百五十一年、桃紅の月の朔日。公務官試験日。

　ナイアは、かつて兄に言われたように、父方の苗字を伏せて母方の苗字と愛称から『ナイア・アインホルン』と名乗ることにした。

「問題は印章よね」

　帝国では十六歳で成人になると、初めて個人の印章を作ることが許される。それを届け出ることによって成人とみなされるのだ。貴族の社交界デビューも、庶民の成人の祭りもその後の催しとなる。

「印章は、もちろん『ナイアセット・アインホルン・レドウ』で作ってもらい、父の領に届けてあるし……」

　公務官試験では、領からの印影の写しおよび持参の印章をもって本人と判断する。……ナイアは領の文書館員に、証明書に略称を書いてくれるよう頼んだ。

　規定の箇所には「この印影はナイア・アインホルンの印章である」と記入してある。

　だが書面の装飾部分は、実は非常に小さな文字で文言が記載されているのだ。遠くから見れば模様、よく読めば【ナイアセット・アインホルン・レドウ、略してナイア・アインホルンの印影と証明する】と記載してあるのが確認できる。

　完全に偽称しているわけではない、と心のなかで言い訳しながら公務省人事課へ提出した――






「筆跡を咄嗟に誤魔化していたようだが、普段から訓練していなければ、なかなか別の筆跡にすることは難しい」

　ナイアは補佐の言葉にはっとする。

「特に私は毎日あなたの字を見ているのだ、部下の癖ぐらいわかっている」

　怪我をしている腕を掴まれて、びくりと体が跳ねる。

「昨日の賊と同じ所を怪我しているな……こんな傷を負わせるつもりではなかったのに」

　後半の言葉は聞き取りにくかった。

「え？」

　聞き返したが、答えてくれない。

「あなたが大公の屋敷に入った理由を私、レオンハルト・アレクサンダー・ハルトマン・クロウヴスナーが直々に教えてやろう」

　ナイアは目を見開いた。

　皇族しか名乗れない苗字と。アレク。ハルトマン。どうして大公閣下のフルネームの中に、今まで知っていると信じ込んでいた人の名前が含まれているんだろう。

　――それは大公閣下が補佐だから――誰かが頭の中で囁く。

　ナイアは思わず懇願してしまう。

「待って」

　この人は嘘を言っている。だって自分が朝からずっと一緒に働いていたのは補佐だ。

　そして、室長が待つという部屋まで案内してもらった。

　自分が背中を向けていた一瞬で、二人が入れ替わったのではないか？　自分には見えない所に隠し扉があるに違いない。きっとそうだと、ナイアは自分に必死に言い聞かせる。

　だって、目の前の人はナイアが知っている補佐と全く違う。

　自分の好きな補佐は三十歳には見えない、若々しい……というよりは頼りなさげな人だ。支えてあげたい、もしゃもしゃの髪を梳らせてほしいと密かに思っている人。

　部下になにか頼みごとをするときも命令ではなく、お願いという形をとってくれる。有能であることをわかっていても、世話を焼きたくなるようなタイプだった。

　引き換え、目の前の人物は紫の双眸に物騒な光を湛え、獰猛な笑みを浮かべている。それに人を傅かせ命令することに慣れている匂いが、ぷんぷんする。

　大公閣下が補佐と同じ年齢とは聞いていたけれど。

　かの方について、父が『奔放に見えて、老練さと老獪さをあわせもつ方だ。好んで敵にはなりたくないものだ。……まあ、皇帝家に刃を向けるならば喜んで相対して差し上げるが』とも、評していたではないか。いまの目の前の人物は、まさに父が評した大公閣下にふさわしい。

　でははぜ、大公閣下は補佐として、私達と仕事をしていた？　……答えは明らかだ。

　……危険因子になりえるかもしれないレドウ辺境伯家の娘、すなわちナイアを見張るため。ひいては皇帝家に弓を引く心づもりがあるのかを探るため。そして馬鹿な自分はまんまと、大公閣下に我が家を取りつぶす口実を与えてしまった。

　最初から『アレク・ハルトマン』などという人物はいなかったのだ、とようやく思い至る。

　ナイアを彼女たらしめていた、宝石のようだった瞳は、今や灰翠色のガラス玉をはめ込んでいるようにしか見えない。

　そんな彼女に、大公は静かに告げる。

「同好の士ということで。特別にあなたには、私をレオンと呼ぶのを許そう」

　まさか上司が自分と同じように身分を隠しているなど、思いもよらなかった。

　ナイアはす、と背中に力を入れる。

「……これまでの無礼をお詫び申し上げます、大公閣下」

　ナイアは腰をかがめて制服の裾をつまんで淑女の礼をした。……声が震えてしまうのは、どうしようもない。

　補佐は……、レオンは言葉を続けた。

「あなたは【可及的速やかに連絡されたし】を意味する文様が刻まれている、粘土板を持ち出した」

　大公閣下に文様のことまで知られていた！　心臓がドキンドキンと激しく波打つ。

「なぜか。この文様は、怪盗紳士に助けを求める意味を持つからだ。文様を読み解いたあなたは、重大な事件が起こっているのだと信じ込んだ」

　ナイアはいまさらに上司に嵌められたことを悟った。

「あそこの店ごと、私のお抱えなのだよ」

「……訪ねてきた人間が問い詰めるようだったら、閣下のお名前を出すように指示されておられたのですね」

　カラクリは、種明かしされれば簡単なことだった。粘土板について先輩や補佐に相談すればよかったのだ。先走った功名心から、ナイアは自ら罠へ飛び込んだ。

「まんまと炙り出されました。さすがのご慧眼です」

　ナイアは社交用の微笑みを浮かべてみせる。

　……罪を犯したのは自分なのに、ナイアは上司に裏切られた気持ちだった。怒りからなのか、それとも惨めな気持ちからか。瞼の裏から、熱い涙が盛り上がってくるのを感じる。

　泣かない。こんなことで、この人に涙なんて見せない。それがナイアに残っていた、矜持のかけらだった。

「これは、ナイアセット嬢が上奏室の職員に相応しいかの最終選考だった」

　思いもよらない言葉に、ナイアは目を瞠みはった。

「おかしいと思わなかったか？　上奏室の職員だけ昼に仕事が終わるのを」

「……思っていました」

「他の室員達は、午後になると陳情書が出された地域に赴き、民の声を拾っていたのだよ」

　言われてみると、たまに遅刻したり、休んだりする先輩もいた。

　そうならそうと教えてくれればと、ナイアは恨めしくなった。

　大公閣下は……、補佐はナイアの気持ちを彼女の顔色から読み解いたようだ。

「民にあからさまに室員達が調べていることを悟らせたくない。だから、あなたにも時期が来るまで教えなかった」

　……確かに。民に聴取するということは、うやむやだった事件の輪郭を明確にしてしまう。

　秘しておきたい被害者もいるだろうし、動き回ったことで加害者を刺激することにもなりかねない。情報を取り扱うのに、慎重の上に慎重を重ねる必要があるのだ。

「はい」

　納得して頷く。すると、レオンは親しげに笑いかけてきた。

「だが、あなたはクサることなく毎日出勤してきて、私や他の者達から判断基準を学ぼうとしていた」

　ナイアは頷いた。

　本当は愚痴っていたし、なんだったら上奏室を教えてくれた兄に、文句を言いたかった。けれど、休もうと考えたことはない。

　補佐が誇らしげな表情を浮かべたので、ナイアはやや眩しげに目を伏せる。

「室員達から『市井で聞き取り調査を行っているナイアセット嬢の姿も何度も見かけた』と、嬉しそうに報告を貰っている」

　頃合いだろうと試験をしたのだとレオンは言う。

「粘土板を補佐（私）に見せればよし」

　上司の言葉にナイアは顔を歪めた。では、自分は不合格だったのだ。ここまで明かされたら、次の機会はないのだろう。

　上奏室を馘くびになってしまうんだろうか。いや、ナイアはやり過ぎた。大義名分があったとしても大公家へ押し入るなど、情状酌量の余地は全くない。よくて一生牢獄入りだろうと覚悟した。自分のことはいい、それだけのことをしでかしたのだから。せめて、家族や領に累が及ばなければと願ってしまう。

「店に事情聴取に行けば合格」

　ナイアは思わず身を竦ませた。心臓をギリギリと締め上げられているようだ。

「てっきり今日の朝、私に報告してくると思っていたのに、まさか早晩忍び込んでくるとは。とんでもない令嬢だな」

　くくく、とレオンは喉を鳴らした。

　自分の拙さに後悔していると、腰をぐいと抱き寄せられた。彼の逞しい身体や身につけている高雅な香りにドギマギしてしまう。

「っ、なにを……！」

　驚いて見上げると、真上から見下ろされる。

「あなたは。仮にも帝位簒奪を狙っている男の家にあっけなく侵入できたことを、疑問に感じなかったか？」

　指摘されて固まった。

　確かにそうだ。準皇族で悪巧みをしているにしては、あっけなさすぎた。自分は得意げになり、そんなことに気づきもしなかった。

　それに、彼は今。なんと言った？

「……私が、大公家の邸宅に忍びこむことも想定済みだったのですか？」

　レオンがニヤリと笑う。

「ああ。よもやと思っていたが、普段のあなたを見ていれば予想はついた」

　ナイアは真っ赤になった。

　剣馬が得意なヤンチャ令嬢は封印していたつもりだったのに、どこでバレていたのだろう。……それに。どうして大公閣下いやレオンは、ナイアが怪盗紳士を求める文様を知っていることに気づいたのだろうか。

　真剣に考え出したナイアに、レオンは真摯な目で問うた。

「昨晩、あなたが言いかけたこと。母君が実は『怪盗紳士』だったということかな？」

　今度こそナイアは驚愕する。あの一言だけでそこまで思い至ったというのか。

　レオンはさらに驚くべきことを告げた。

「知っていたよ、昔からね」

　ナイアは警戒心も新たに問い詰める。

「……なぜ大公閣下がご存じなのでしょう。それは我が家秘中の秘」

　ナイアは高位貴族へのマナーや礼儀などへったくれもなく、レオンを睨みつける。

「母君が暗躍しておられた当時、『怪盗紳士』の噂を聞かない日はなかった」

　心躍り、気持ちが沸き立ったよとレオンは話す。

「皇帝家や国家に害をなす虫退治をしてくれる『紳士』に興味を覚えた。薄汚い輩も『紳士』の正体を暴こうと躍起になっていてね、虫どもに近づくのにいいきっかけになった」

　彼の代名詞たる、放蕩大公の由来はそんな所から始まったのか。ナイアの感慨をよそにレオンが続ける。

「『怪盗紳士』が強力な後ろ盾に守られていることは、予想していた」

　どんな執拗な捜査からも、跡形もなく逃げおおせていたからだと。

「『紳士』の正義は皇帝家に与するものだったから、『皇帝家の盾であり剣』が関与しているのだろうと陛下と話し合っていた」

　ナイアの母が、父との結婚前に辺境伯の諜報機関を率いていたことも突き止めていたという。

　完敗だ。ナイアは打ちひしがれた。

「伯は皇帝家や私に勘付かれていることを知っていたのだろう。ある日、『怪盗紳士』は死亡したと内々に伝えてきた」

　……母は大事故に巻き込まれて『怪盗紳士』としての人生を終えた。しかし現在は、辺境伯夫人としてもナイア達兄妹の母としても、領と家族を照らしてくれている。

「あなたの母君は完璧だった。だが、昨晩でわかる通りナイアセット嬢に『怪盗紳士』は無理だ」

　レオンの言う通りだ。

　兄がいずれ父の跡を継ぎ、辺境伯となって国と領を守れるのが羨ましかった。自分に何が出来るだろうと考えた末、母の跡を継ごうと考えたのに。でも、自分はその器ではなかった。ナイアは唇を噛みしめる。

「ナイアセット嬢、力をこめるな。美しい唇に傷が残る」

　いたわるような声に思わず顔を上げる。

　よほど不安そうな顔をしていたのだろうか、優しげな微笑みを向けられた。

「ナイアセット嬢。私のために『怪盗紳士』になろうとするのはやめてくれるね？」

　……どうして、大公閣下のために？　ナイアはぼんやりと考える。

　無意識にレオンを見つめていると、艶やかな表情になったのでどきりとした。

「それにしても簡単に男に抱きしめられるなど、まだまだ脇が甘い」

　ハッと気がつく。

　ずっと大公閣下に囲い込まれたままだ。慌てて離れようとするも、がっちりと抱えられていて逃げられない。

　補佐は優男だと思っていたのに、こんなに筋力があるとは。……それに、放蕩者と噂されていた大公閣下がこんなに切れ者だと思っていなかった。

　完全にナイアの油断である。

「まあいい」

　なにを思ったか、レオンはパッと彼女を放した。

　刹那、ナイアが飛び退る勢いで距離をとる。彼女の振る舞いにレオンはくく、と喉を鳴らす。

「君への処罰はおってレドウ家に通達する。それまでは通常通り、振る舞うように」

「……？」

　ナイアはレオンの指示の意図がわからない。内心首を傾げる思いでいたら再度指示がくだされる。

「下がっていい」

「かしこまりました」

　ここで「自分一人を処分してほしい、父や兄に累を及ぼさないでほしい」と願っても無駄なのだろう。

　ナイアは黙って頭を下げたまま、レオンの横をすり抜けてドアを開けた。

「……失礼いたします」

　衝撃の事実の連続だったナイアには「私以外の男に、隙を見せるなよ」とのレオンの囁きは聞こえていなかった。

　――どうやって家まで辿り着いたか覚えていない。

　浮かない表情のナイアを家人が心配してくれたが、食事も取らずに寝室に引き篭もった。

　補佐。大公。レオン。母。『怪盗紳士』力不足。先はある？　もう八方手立てなしなのだろうか。頭の中がぐるぐるして、思考がまとまらない。

　寝つけないまま夜が明けていく。






【レドウ辺境伯令嬢ナイアセット殿、レオンハルト大公閣下のパートナーとして舞踏会に列席されたし】

　レドウ家のタウンハウスに、そんな内容の手紙が届いたのは翌日で、ナイアは休日だった。

　タウンハウスに到着した兄から、大公閣下の家紋が煌びやかに象嵌ぞうがんされた書簡を収める通信箱を、手渡される。

　ナイアは死刑宣告と受けとめた。

　震える手で、すでに封が解かれていた通信箱から優美な紙を取り出す。中身をざっと読む。もう一度読み直し、三度目でようやく頭に意味が入ってきた。

　彼女の表情の変化を見守っていた兄が楽しそうにからかう。

「げ！　という顔をあからさまにしてるね」

　普段は大好きな兄だが、今日は憎らしい。じとんと嫌な目でねめつける。

「……お兄様。大公閣下が上奏室の室長だということをご存知の上で、私に勧めましたね？」

「ああ」

　彼女が上奏室を目指したのは、実に八年前に遡る。

　ナイアは高等学院の入学式に向かう日の前日のことを思い出した。









　クロウヴスナー帝国歴四百四十四年、黄蘭の月の二十三日。

　高等学院は色々な科を備えている。領主科の実習を行う畑や森林に湖水。騎士養成コースのために広大な演習場を内包していることもあって、帝都から離れた地方に小都市一つ分ほどの大きさがあった。

　貴族子女のほかに裕福な商人の子弟および優秀な庶民も通える。けれど、出身地はそれぞれ。帝国内に散らばっている領から通うことはとてもできないので、学生は全員寮生活を送るのだ。

　辺境伯領から学院までの旅程を兄のフィンが付き添ってくれている。

　あと、六日ほどで学院がある都市に到着する、途中の宿。特別室に落ち着いてから、兄がナイアの部屋を訪れた。

「ナイアは将来の展望についてどう思っているの？　まさかまだ、怪盗紳士になりたいなどと思っている？」

「もちろんですわ！」

　兄に揶揄いぎみに訊ねられたが、十四歳のナイアは晴れやかに笑って見せる。

　なぜ、そんなことを問うのだろう。父と兄、そして自分にとって怪盗紳士はなによりも大事なものだ。

　……母が元気な頃、怪盗紳士であったというのはごく最近知った。

　ナイアは小さいうちから領どころか国の英雄に憧れていたが、大怪我をして自領にこもっている母の代わりに自分が二代目を継ぎたいと強く思うようになった。

「捕まらないために、早く走れるようになりました。また、どんな館の壁も登れるよう鍛錬しております。民あっての国ですもの、民が笑っていられる国になれるよう微力ながら尽くします！」

　ナイアが熱い想いを語ったら、兄は曖昧な笑みを口元に張り付かせた。

「そうだね。だが怪盗紳士になるには、覚悟が必要だよ」

「覚悟」

　とはなんだろう。動揺しているのを見透かしたように兄がにっこりと笑う。

「公務官になれば、堂々と民のために働くこともできるよ」

　……まただ。最近、『怪盗紳士』になりたいというと、家族は思いとどまらせようとすることが多くなった。

　どうしてだろう。お母様が命がけで行ってらした、正義の行動なのに。

「ですが」

　ナイアが反論しかけるが、兄に遮られた。

「どちらにせよ、民のために働くにはナイアの中に善悪の基準を作っておく必要がある」

　兄の言葉にナイアは反発した。

「もちろん、ありますわ！」

　領に住む者達はナイアの味方だ。可愛がってもらっている自覚がある。自分が悪いことをしていれば叱ってくれている。

「本当に？　独りよがりではないと言い切れる？」

　兄がじっと見つめてくるので、ナイアは居た堪れなくなった。

「……それは……」

「今までは、お前を叱ってくれる者達に囲まれていた」

　これからは独りだ。自分だけで判断できるかい？　と兄に問われ、ナイアは口ごもった。

　俯いた妹に、フィンは諭す。

「まずは学院を出たら働いてみるといい。内務省にいい部署がある。上奏室というのだけどね」

　兄曰く、『民の声を聞く』という崇高な職務を行っている部署だと。

　ナイアが目を輝かせる。

「お兄様、素晴らしいです！　私、ぜひ入りたいですわ！」

　答えたら、兄は真剣な表情でコツを伝授してくれた。一本目の指を立てる。

「ではね。まずは在学中は目立たないようにする」

「え？」

「小鳥のように愛らしい声は仕方ないとして。ナイアの綺麗な髪や瞳の色、それに体型もわからないようにしないとね」

　どういうことだろう？　兄の言っている意味が測りかねた。

「考えてごらん、見目麗しいだけではなく、頭もいい。性質に至っては、幸せな気持ちにさせてくれる天使みたいな同級生がいたら、男は勉学がおろそかになってしまうよ！」

「お兄様ったら」

　兄の大袈裟な言い方に笑ってしまう。だが兄はとても真剣な表情だ。

「真面目な話。お前の可憐さに血迷った不届き者達は、父上だけでなく僕も闇に葬る気満々だからね？」

　……家族を犯罪者にするのはいやなので、見た目をなんとかしようと決めた。

「わかりました」

　兄は大満足の表情で二本目の指を立てた。

「卒業後は本名ではなく、偽名で就職する。もちろん、変装も続けること」

「……なぜ、偽りを名乗らなければならないのですか？」

　困惑した声で兄に問う。

「貴族名鑑にお前の名前は記載されている。調べられたら高位貴族だとバレてしまうだろう？」

　高貴な身分と知られただけで、口を噤む者も外向けの顔しか見せない者も出てくる。辺境伯令嬢と公務官を別人と思わせる必要がある、と説明されて納得しかけたが。

「…………名を偽るという事は。国に対して罪を犯すこと、ですよね？」

　恐ろしさからナイアの唇がおののく。しかし、兄はニコニコ顔のままだ。

「略称、だよ」

「え？」

「お前の名はナイアセット・レドウ辺境伯令嬢だ」

　名前、母の姓、父の姓が正しいが、長くなるため、正式な場でも片親の姓のみ名乗ることが多い。

「はい」

「それをナイア・アインホルンと称すると、どうだい？」

　ナイアは目をまんまるくした。

「別人のようです」

「ね？」

　兄の美しい笑顔に流されそうになったが、ナイアは抗弁を試みる。

「でも、犯罪です……」

「問題ない」

　兄の自信たっぷりな言葉に、ナイアはようやく頷いたのである。






　……もしかしたら。兄は高等学院でレオンと親しかったのかもしれないと、いまさらに気づいた。

　彼女自身はレオンと一年もかぶらなかったが、貴族の子息は皇族に合わせて入学の時期をずらすのだ。もちろん、将来の側近候補になるためである。

「なぜ、そんなことをなさったのですか！」

　兄のおかげで補佐と知り合えた。けれど、自分が見ていた『彼』は偽りだった。……知りたくなかった。

　詰め寄った妹に対し、兄は笑みを崩さない。

「ナイアはずっと母上の跡を継ぎたいと言っていたろう？　志を同じくする閣下と働くのも、アリではないかなと思ってね」

「志を同じくとは？」

「上奏室だよ。あそこなら居ながらにして国中の情報を集められる。偏っているかもしれないが、帝国民達の声を聞くにはまずまずだろう」

　ナイアはううむと考え込む。

　……胡散臭いほどの兄の笑顔を見ていると、それだけではない気がするのだが。

「私は閣下の単なる部下に過ぎません。なのに、どうして閣下からこんな書状が来るのですか？」

　手紙をひらひらさせる。

「それはね」

　なにか言いかけた兄を遮り、直訴する。

「私なんかが神々しい閣下のお隣にいたら、全独身貴族女性から恨まれます！」

　ハッと青ざめる。

「……まさか、これが閣下からの罰？」

　手紙を親の仇とばかりに凝視した。

「いやいや、ナイア。ちょっと待って？」

　なぜか兄が慌てた様子になったが、ナイアはブツブツ言い出した。

「貴族らしからぬ私を、他の令嬢から糾弾させるため……」

　迂闊うかつな言動は許されない。フィンは妹の斜め上っぷりにため息をつく。

「……我が妹ながら、恋愛については相変わらずの鈍感っぷりだね。だけど、閣下がそんな意図をおもちだったら、レドウ家は全力で阻害するよ。僕はね、お前の真の姿をお披露目する、いい機会だと思う」

「え？」

　兄曰く。舞踏会には高等学院時代の同級生も多いはず。彼らは未だにナイアを『家柄だけの、冴えない令嬢』と思っていることだろう。

「彼らからすると、お前は蛹から蝶になったんだと思うだろう」

「……別に……私は……」

　ダンスが嫌いとは言わないが、ドレスを着たり、好奇心丸出しの視線をぶつけられたり、当て擦りをされるのは面倒くさい。もちろん、それは令嬢の戦いだから受けてたつ。

　兄はきっぱりと断言した。

「さて。いつものお前なら逃げ切ってしまうが、今回は絶対にドレスを作らせてもらうからね」

　否も応もいうまもなく、兄は控えていた執事に指図する。

　にっこり微笑んだ執事がドアを開けた途端、外で待機していたらしいドレスメーカーとそのアシスタントらしい女性達が、山ほどの布地やスタイルブックに採寸道具などを持って部屋に雪崩れこんできた。

　目を白黒させている間に衝立の陰であちこち採寸され、ドレスのデザインを見せられる。

「ようやく、我が領の自慢の華を世間に知らしめることができるよ」

　兄の妻で、ナイアにとって義理のお姉様も参加されての、ドレスメーカーとのデザイン会議、さらには宝飾品や小物などを決めなければならず、打ち合わせはその後、数時間にも及んだ。

「つ、疲れた……！」

　ようやく解放されたナイアは、よろよろとベッドに身を投げ出した。

「明日、出仕したくない……」

　こんなことを思うのは、補佐への恋慕を自覚して以来、初めてだった。しかし、大公閣下の指示は「通常通り振る舞え」

　翌朝、ナイアはどんよりした気持ちで上奏室の扉を開けた。

「おはようございます」

「おはようございます」

　ビクビクしながら挨拶してみれば、補佐はいつも通りだった。ほっとした反面、寂しいとも感じてしまう。

　いつも通り陳情書をとりわけ、検分が始まる前に。

「皆さんに報告です。アインホルンさんが『合格』されました」

　補佐が皆に報告してくれる。

　先輩がたが祝福してくれた。

「おめでとう！」

　たちまち元気になる。

『合格した』ので、先輩がたから『クサい』案件とそうでない案件の確認方法なども教授してもらえた。

　陳情書が寄せられた場所の統計も取られており、ここ十年間の記録を見せてもらった。

　概ね人口でのばらつきはなく、天候不順などで増える傾向があるとのこと。かねて考えていた、秘密裏に調査員を送ることを提案してみたら、拍手喝采付きで褒められた。

「すごいな、アインホルン！」

　熊のように大きな先輩に頭をぐりぐりと撫でられて、目が回る。

「シュンケルさん」

　氷のような補佐の声に、室内がひやっとなった。青ざめた先輩が謝りながら離れていく。

　そんな一幕があったが、今までで一番早く時間が過ぎていく勤務日だった。

　……家に帰れば義姉からマナー講習、兄とダンスの再履修。

　併せて貴族名鑑を引っ張り出してきた執事から、貴族の当主や子女の名前及び領の産出物などを暗記させられる。

　侍女達による、体磨きも始まった。

　ナイアが目を回しながら日々を過ごしているうちに、舞踏会用のドレスと合わせる装飾具が出来上がってきた。

　紫の生地に一面に銀糸で刺繍を入れた見事なドレス。宝飾品もダイヤと紫水晶がセットされた、素晴らしいもの。流石にナイアも目を輝かせた。

















二、舞踏会にて












　翌月、クロウヴスナー帝国歴四百五十二年、玄冬の二十日。

　舞踏会当日になり、一番鶏が鳴く前から叩き起こされ、髪と肌の手入れを入念にされる。

　複雑な形に髪を結い上げられ、ドレスと宝飾品を身につけたナイアは、どこから見ても貴族の令嬢だった。

　大公閣下がお迎えにいらっしゃったと侍女長が知らせにきた。

　彼女に手を取られて、しずしずと部屋を出る。玄関ホールへと続く階段に差し掛かると、こちらを見上げていたレオンと目が合う。

　彼は黒い上着にナイアの髪と同じ色合いのバラ、そしてベストを身につけていた。首元のタイを飾っているのは彼女の瞳と同じ灰翠色の宝石で、袖のカフスボタンも同じ宝石だった。

　不意に、互いの色を身につけていることに気がつき、ナイアは狼狽うろたえる。

　レオンはそんな彼女に微笑み、手を伸ばした。

「美しい」

「え……？」

　ナイアは信じられない。あるいは緊張のあまり、聞き間違えたのだろうか。

「我が愛しのナイアセット嬢」

「いとし。愛しい？　それって、どういうことですか……？」

　無意識に言葉が出た。

　レオンがじっと自分を見つめて口を開く。

　心臓がうるさくて、彼がなにを言っているのか、聞こえない。

「あなたのひと時を私にいただけますか」

「は……、い……」

　彼の麗しい笑みに、まるで催眠術にかかってしまったようになり、ナイアはフラフラと近寄り手を預けてしまった。

　は、と気がつけば使用人に見送られて馬車に乗り込んでいる。

「あ！」

　慌てるも、後の祭り。馬車のドアは無情にもレオンの侍従により閉められ、ゆるゆると出発した。

　レオンはまた、ナイアをじっと見つめている。目を逸らしたが、視線は感じる。じりじりと肌が焼け焦げている気がする。

「……あまり、見ないでください……」

　緊張が頂点に達して、ナイアは横を向いたまま懇願した。無礼だと気がついたけれど、彼を正視するなんて、とてもできない。

「怒ったのか？」

　話しかけられて、ナイアはギギギ、と顔を元の位置に戻した。

　するとレオンが身を乗り出していた。しかも、もう少しで触れてしまうという所まで近づいてきているではないか！

「ひゃああっ」

　変な声を出しながら、ぶんぶん！　と、セットしてもらった髪が壊れる勢いで頭を横に振ってしまう。

「よかった」

　にっこりと微笑みかけられる。

「ならば、私の顔を見つめてくれるね？」

　色気をたっぷり浴びせられて、ナイアはもはや昇天寸前だった。

「ナイアセット嬢……」

　とても近い位置にレオンの顔がある。だめだ、限界だ。ナイアは悲鳴じみた声で質問した。

「あっ、あの！　補佐の時と今の大公閣下はお髪ぐしが違いますよねっ？」

　補佐は灰色のもしゃもしゃ、レオンは銀髪のサラサラ。

「ああ。上奏室に詰めている時は髪に油を塗って粉を振っているんだ」

　額に落ちてきた髪をうるさそうにかきあげる。その動作の男っぽさと艶かしさにナイアはドギマギしてしまう。

　――ようやくのことで舞踏会場に到着し、レオンに手を添えてもらいながら馬車を降りる。

　しずしずと会場の階段を上れば、登場係が二人の名前を高々と呼ばわる。

「レオンハルト・クロウヴスナー大公閣下ならびに、ナイアセット・レドウ辺境伯令嬢！」

　ざわっと、会場内の視線が一斉に二人に集まる。

　同伴者の位が同格ではない場合、高位の人間に合わせて呼び出しされることを思い出した。

　集まっている貴族の面々からして、自分たちが最後の参列客であるらしい。

　注視される中、どんどん会場の奥へと進んでいく。ヒソヒソと囁かれる雰囲気は決して好意的なものではなかった。

　覚悟していた『田舎者』とか、『大公閣下と釣り合わない』と言う言葉は不思議と聞こえてこないが、『傷物』という言葉が耳に入ってくる。

「ナイアセット嬢」

　歩きながら囁かれる名称が耳慣れない。補佐と部下として出会った身としては、通称で呼んでほしい。彼女はレオンに懇願した。

「どうか、ナイアと」

「では、ナイア。あなたが腕に怪我をしたことが漏れているようだ……『傷物令嬢』と」

　レオンが自分だけに聞こえる声で囁いてきたので、彼女は大きく目を見開いた。

　貴族家に勤める人間は、家内に起こった出来事を秘匿できる口の堅さが求められる。しかし、それを破った人間がタウンハウスにいるということだ。

　レオンにつけられたのは、かすり傷。それを下世話にも『傷物』と、悪意で広めた人間がいる。

　ナイアは素早く頭を巡らせる。

　自分が怪我していることを知っているのは、着替えを手伝ってくれた侍女のみ。しかし、信頼の厚い彼女が漏洩したとは思いたくない。

「帰ったら調査させますわ」

　ナイアが呟く。

　レオンは彼女を安心させるためだろうか、彼女の手を預かっている己の腕に力を込めた。

「安心せよ。この舞踏会が終わる頃には、そんな些細な噂は、皆気にしなくなっている」

　囁かれた。

　レオンの言葉についてナイアは、自分がどれだけ高位の貴族令嬢らしき振る舞いをできるかにかかっていると解釈した。これは失敗できない。彼女は決意を新たにする。

　ふと。

「……この舞踏会で恥をかくのが、閣下から私に与えられた罰だと思っておりました」

　傷物扱いされている自分を助けてくれるレオンを、意外に感じる。

　ボソボソと呟いたナイアにレオンは苦笑した。

「『罰』とは、なかなか社交界に出てこないあなたをこの舞踏会に引っ張り出すための口実だ」

　……本当に兄の言った通り、他意はなかったらしい。ナイアは安心しつつ、別の疑問が湧いてきた。罰でなければ、どうして自分をパートナーに選んだのだろう？

「それにしても心外だな、私が惚れた女を窮地に晒す男だと思われていたとは」

　なにか聞き捨てならないことを言われた。

　訝しげに大公閣下を見上げれば、彼も自分を見つめている。

「あなたも、私を愛してくれていると思っていたが」

　ナイアは目をまん丸くした。

「それは」

　どうしてそう思ったのか。いつ、自分が補佐を好きであるとバレていたのか。

　問い返そうにも、レオンは会場のど真ん中でようやく立ち止まり、自分へ向かって優雅に会釈しているところだった。

「踊っていただけますか」

「っ、喜んで」

　と、返事をするしかない。

　管弦楽団員がそれぞれの楽器を構えた。

　互いに会釈し、向き合う。レオンの手がナイアの背に添えられる。

　彼女は触れられた所から、火がついて体に燃え広がっていくような感覚に見舞われていた。

　震えながら右手を彼の肩に添え、左手を差し出されたレオンの手に預ける。

　たくましい！　背が高い！　手が大きい！　素敵！　大人！　……色々なことを一度に意識してしまったナイアは、ぽぽぽ、と頬が熱くなっていくのを自覚する。

　そんなナイアを、いかにも可愛らしいと見つめてくるレオンが、あろうことか掠れた声で囁いてきた。

「耳も首筋も真っ赤だ。あなたは、なんて初心なんだろうね」

　レオンの鼻先が項にちょんと触れて、飛び上がりそうになる。瞬間、逃げ出そうと体がこわばったが、背中に添えられた彼の手に力がこもる。

「逃がさないよ」
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　獰猛な笑みを向けられる。ナイアは狩られる動物の気持ちが初めてわかった。

　――二人の準備が整ったのを見計らったかのように音楽が始まり、レオンは一歩を踏み出した。

「ナイア」

　レオンは唇をほとんど動かさず、ナイアにだけ聞こえるような声で話しかけてきた。

　息が首にかかってるんですけれど！　貴族的でいながら艶かしいお声に、耳が悲鳴をあげていますが！　ナイアは心の中でおおいに叫ぶ。

「話がある」

　がっかりした。誤魔化すためにぶっきらぼうな声で呟いてしまう。

「……だから私を舞踏会に連れ出したんですね」

　結婚前の男女が二人きりになることは許されない。しかし、ダンスならば人目につきながら、密談ができる。

　上奏室がらみの、仕事の話だろうとナイアはレオンを見つめた。

「ナイア。私の嫁におなり」

「………………はい？」

　聞き間違えかと思った。自分より高貴な方の言葉を聞き返してはならない。のに、間抜けな声が出てしまう。

　ナイアがなにか言う前に、レオンが切なげに話す。

「あなたを堕とすはずだったのに。私があなたを愛してしまったんだ」

「嘘ですよね」

　ナイアがきっぱりと断言すると、レオンは目をしばたいた。

「……なぜ、そう思う？」

「だって」

　視線だけ下に向けると、ナイアは一度も意思表示してもらったことがない、とボソボソと説明した。

「…………そうきたか」

　はあ、と踊りながらレオンはため息をついた。

「あなたの兄が『大変ですよ？』と言っていた意味がよくわかったよ……」

　しばらく曲に任せて踊っていると、レオンが再び話しかけてきた。

「知っているよ、辺境伯家が自由恋愛の家系なんだということは」

「はい」

　国境を守るレドウ領。

　領主たる者は武力や采配の能力だけではなく、優れた外交力も必要である。そして後衛とでも言うべき伴侶には、胆力が求められる。

　夫は戦にでて、二度と帰らぬかもしれない。そんな時、妻は女といえど国の防衛線である自領を守り抜くのだ。

　領主と領地への深い愛。そして国に忠誠を誓う人間でなければ、レドウ家の伴侶は務まらない。

　そのため皇帝家は辺境伯について、特別に婚姻の自由を与えている。

　レドウ家は長子相続ではない。優秀な者が家を継ぐので、男児だけではなく女児にもその権利は与えられている。

「あなたが生まれた瞬間、辺境伯を取り込もうと縁談が殺到したことだろう」

「おそらくは」

　レオンの言葉に、ナイアもそうだろうなと答える。

　三カ国の国境沿いにあるレドウ領は防衛の要であり、交易の重大な拠点でもあり、文化の交流地点でもある。辺境伯家と縁を結んでおけば、帝国内での地位を盤石のものにできる。

「あなたの父君は、有象無象どもをはねつけられる実力の持ち主だ」

　ナイアはこれにも同意する。

「けれど伯といえど簡単に断れないのが、私や他国の王族からの申し込みだ」

　皇族から？　思いもよらなかったナイアが目をしばたくと、レオンが視線を当ててきた。

「皇后陛下より先に、側妃殿下が皇子殿下をお産みになられた経緯は知っているか」

「はい」

　レオンの姉君である皇后陛下は十六で嫁がれたが、十年ほどお子に恵まれなかった。

　ご夫妻の仲は睦まじかったため、陛下は他に側妃も迎えていらっしゃらなかった。当然皇子も皇女も存在しておられなかった。

　ナイアとしては、お子を授からなかったら親戚から養子を取ればいいのではないかと考えてしまうのだが、世間的には異端なのだろう。

　皇帝陛下について、ご成婚から皇子殿下がお生まれになられるまで、帝民はさぞヤキモキしただろうとは想像できる。

「皇統には、私の伯母君である妹殿下、そして私の父上がいた。しかし、国としては直系が望ましい。側妃をという声が高まった」

　……それで侯爵家の令嬢が側妃として入宮したのだと、ナイアは皇統記で学んだ覚えがある。

「側妃殿下にはほどなく第一皇子が誕生した、が」

　その翌年に皇后陛下が第二皇子をお産みになられたのだったな、とナイアは思い出した。

　曲が終わる。一旦二人は立ち止まり、次の曲が始まるのを待つ。……密かに周囲がざわついていたが、ナイアはレオンの話の続きが知りたかったので、気にしない。二曲目が始まった。

「問題が生じた」

　すでに成人しておられた皇弟殿下か、血筋正しい皇后陛下から生まれた第二皇子。あるいは侯爵家を実家にもつ第一皇子。

「以来、宮中では誰を皇太子にするかで揉めている」

　ナイアは目を見開いた後、微かな声で問うた。

「今もなのですか」

「そうだ。だが、第二皇子は当年十二歳となられ、公爵令嬢と婚約された。近々発表される」

　とんでもない内部事情を洩らされた。及び腰になり、無意識にレオンから離れようとしてしまう。しかし、逃がさないとばかりにレオンの手に力が入る。

「でしたら、問題は解決したのでは？」

「対抗できる勢力として、あなたの名前が出ている」

　まさかの、後継問題が自分に飛び火してきた。

「…………私が、皇帝家のどなたかと？」

「あなたを第一皇子の陣営が取り込もうとしている」

「まさか」

　想定外で理解が追いつかない。

「あなたが皇子より十歳近く年上であることは問題にはならない」

　大ありである。

「おぼろげには想像はつくのですけれども」

　侯爵家としては娘を側妃に差し出したのに、次代の皇継まで奪われてはたまらない、ということなのだろう。

　しかし、ナイアが子供を産める年齢と、第一皇子が子供を作れるようになる年齢が重なることはあるのだろうか？　自分が懐妊せずとも第一皇子は側妃殿下をお迎えになればいい。だが、それこそ今代の二の舞であるし、第一我が家が収まらない。そもそも、男性は何歳から子供を作れるのかすら、ナイアは知らない。

　レオンはナイアをじっと見つめた。

「悪いが、あなたには自由恋愛は認めてあげられない」

「それで大公閣下に嫁げ、と？」

「あなたにはレオンと呼んでほしい」

　熱っぽくささやかれたのにナイアは気づかず、真面目な表情で話す。

「第一皇子との縁組については、父なら断ってくれると思います」

　派閥など気にしない、子供の幸せを願う父ならと確信している。

「あなたはどうなのだ」

　聞かれると同時に、レオンの腕の中から少し離された場所でくるりと回転させられた。なので無意識だった。

「……それは。自分としても、九歳年下の少年よりは八歳歳上の男性のほうが好もしいです」

　彼女の答えに、レオンの顔が綻ぶ。

「ならば、私の嫁で良いのだな」

　ナイアは慌てて反論する。

「ですが。私は、閣下の伴侶としては望ましくないかと」

　レオンがギラリと双眸に危険な光を宿す。

「そのようなことを、誰かがあなたに言ったのか？」

「自分でそう思っています」

　結婚したくないわけではないし、高位の貴族令嬢として振る舞うすべを幼少の頃から叩き込まれているので、おそらく大公家に嫁いで公妃となることは出来なくはない、が。自分には、嫌味と腹の探り合いをして社交の舵をとろうとする貴婦人の生き方は向いていない。ニコニコし続けて顔が筋肉痛になりそうだ。

　そう告げれば、レオンは破顔した。

「あなたが令嬢がたの嫌がらせに心折れさえしないでいてくれれば、問題ない。卑劣な手を使われたら、私がきっちり報復してやろう」

　レオンの唇は笑みの形なのに、目が笑っていない。会場は熱気で暑いくらいなのに、まるで背中を冷たい手で撫でられた心地である。

　外堀を埋められつつある、と感じながらナイアは言ってみた。

「……令嬢必修項目の詩とか刺繍とか楽器は苦手ですし」

「刺繍は侍女がしてくれるよ？　詩や楽器なら私が得意だから、あなたは聴いてくれれば良い」

「庶民のように振る舞うことを許容してくれる貴族の男性がいるわけありませんし」

「ここにいる」

「……なんとなく。父の手下てかである、我が領の騎士ならば誰か貰ってくれるかもしれない、とは考えているんですけど……」

　ナイアは自分の考えに夢中で、レオンの不満そうな表情に気づいていなかった。

「やらない」

　ぎゅ、とレオンの手に力がこもる。

「え？」

　ギラついた焔ほのおのような双眸そうぼうで見つめられている。

「あなたが別の男を想っていたとしても、もうどこにもやれないんだよ、私は」

　唇スレスレに囁かれる。

「……あの、守秘義務のことでしたら、どうあっても秘密は守り抜きます」

　自分は『皇帝家の盾であり剣』の一族なのだ。

「違う、心と魂の話だ」

　ナイアは心の中でレオンの言葉を繰り返す。

「誰か愛している男がいるのか？」

　うわごとのように質問されて、思い浮かんだのは一緒に仕事をしている、アレク・ハルトマンの顔だった。

　………………彼はレオンハルト・クロウヴスナー大公閣下でもある。そして今、自分の目の前にいらっしゃる。

　結婚できればいいと、なんとなく願っていた人は補佐で。ということは、今、踊っている方と結婚したい、ということになるのだろうか？

　ナイアは無意識にダンスのステップを踏みながら考える。

　補佐が大公閣下そのひとであると知るまで、漠然とアレク・ハルトマンに嫁げればいいと考えていた。けれど、その人は大公閣下である。嬉しいより、畏れ多いが先に来る。自分の気持ちはまだ、その程度なのだ。いきなり大公閣下に求婚されても、すぐ『承りました』と返事ができない。

　兄は諸手をあげて歓迎してくれそうだが、父はどう考えるだろう。自由恋愛の家だからこそ、大公家と組むということについて慎重にならざるを得ない。自分が大公閣下との婚姻を承諾してしまうことで国の状況が一変してしまうかもしれない、と対極のことを考えてしまう。

　ナイアが考え込んでいると、レオンが殺気立つ。

「いるのか!?」

　再度詰められて、ナイアは白状した。

「……あの。補佐とお食事に行きたいな……とか考えていまして……」

　我ながら、消え入るような声になってしまう。だが、ナイアの言葉を聞いたら、レオンの雰囲気が柔らかくなった。

「ほかには？」

　優しく促されたので、考えたすえに思いつく。

「もっと仕事以外でお話ししたいな、とかですね……」

　なんの気無しにナイアがつぶやく。

「……それは、そうだね」

　相槌にレオンを見れば、彼の頬がうっすらと染まっている。それを見てナイアは秘していた願望を口にしてしまったことに気がついた。遅まきながら、真っ赤になる。

「ねえ、ナイア」

　耳元で囁かれて、びくりとなる。しかし、とんでもないことに気がついた。

　自分の胸とレオンの胸、自分の腰と彼の腰が、触れ合うくらい近い！　しかも、時折掠めている！　……領の騎士達や、学院の授業でもっと肉薄して戦ったこともあるのに、円舞曲とはこんなにもいかがわしい踊りだったのか。いまさらに恥ずかしくてたまらない。

　けれど目の前の男性ときたら、ナイアの体をもっと引き寄せようとしてくるのだ。

「体が離れてしまっているよ。もっと私に体を密着させなさい」

「そんなこと、おっしゃらないで……」

　ナイアは困ってしまう。羞恥心から離れたい。逃げたいのに、大公閣下には自分を引き止めて欲しいと願っている。ありていに言えばもっとピッタリとくっつきた……ではなく、密着した……だと、とてもはしたない。つまりは、そういうことをしてみたいとは思っている、けれどそれを言葉や態度で出すのはとても無理だ。

　レオンがうっとりするような声音で囁きかけてくる。

「あなたの言う通りだな……私達はもっと知り合う必要がある」

　食べられてしまう。もしくは、底なし沼に堕とされてしまう。そんな予感がして、ナイアは逃げを打とうとする。

「あの、婚約については父や兄に」

　相談しましてから。という言葉はレオンによって遮られた。

「このダンスが終わるまでに決めよ」

　……と、いうことは。ナイアは素早く考えを巡らせる。

『病弱』と噂されていた辺境伯令嬢が久しぶりに社交界へ出てきた。

　二十二歳と薹とうが立った年頃とはいえ、未婚だ。他の貴族からすれば、ナイアの政治的な利用価値は十分にある。

　おそらく舞踏会の終わった直後から、我が家に結婚の申し込みが殺到するのだろう。

「大公閣下は」

「レオンだ」

「……レオン様は、皇帝家に忠実と考えてよろしいのですか」

　ナイアは男の双眸を射抜く勢いで見つめる。

　レオンが国や皇帝家に弓ひくのならば、レドウ家はこの男に剣を向ける。無論、ナイアもだ。……チクン、とどこか痛んだことを無視して、問いただした。

　レオンが答える。

「この前は室長と会わせると偽って、あなたを連れ出した。そこで補佐の正体を大公だと教えた訳だが。私は本当に上奏室長の補佐にすぎない」

「……と、おっしゃいますと？」

「室長は陛下だ」

　ナイアの目がまんまるくなった。

　では上奏は全て陛下に届いていたのか。そしてレオン……補佐が選んだ意見は、どれもナイアが陛下に届けたいと切望していたものばかりだった。

　帝位継承争いの渦中にいるはずの大公閣下が。他ならぬこの人が、補佐が皇帝家の味方だと言うならば、自分は。

　ナイアの考えがまとまらないうちに。

「曲が終わる」

　レオンが呟くなり、ジャン！　先ほどとはうって変わった華やかな音で曲が終わった。

　……そういえば先ほども曲が終わってなかっただろうか。話に夢中のあまり、レオンと二曲続けて踊ったらしい。ナイアはあることに気づき、固まった。

「と、いうことは……！」

　ダンスを二曲続けて踊るのは、夫婦者か婚約者同士のみ。

　レオンはナイアにしかわからない悪い笑みを浮かべた。それから真摯な表情に改めると、うっとりするような優雅な所作でナイアの前に跪く。周囲が一層ざわついた。注視されていると理解（わか）っていながらも、レオンは落ち着き払い、上着の胸元からバラを外した。情熱的な仕草で彼女に捧げる。

「我が愛しのナイアセット・レドウ嬢。私の妻となってほしい」

　きゃーっと、はしたない声がどこかで飛んだ。無論、ナイアも心の中で悲鳴をあげた一人である。

　途端、シー！　と嗜める声がして、ナイアもなんとか真面目な顔を取り繕う。

　好奇心と期待で膨らんだ会場内は静まり返った。

　どくどくと心臓の音がうるさい。

　この人は、レオン様は。……私の、大好きな上司で。できれば、父に『この人がいい』と相談したかった人で。でもその人は、大公閣下の仮の姿で。

　断ったら、どうなるのだろう。自分は別の殿方から求婚されるだろう。大公閣下にも縁談が持ち込まれる。それは、補佐が誰かの夫になるのと、同義語で。……嫌だ。

　ナイアはこくり、と唾液を飲み込んだ。それからふ、と息を吐き背筋を伸ばす。内心ビクビクしながらも表層的には完璧な笑みを湛え、男の手からバラを受け取った。

「愛おしいレオンハルト・クロウヴスナー大公閣下。わたくしの心も身も、あなた様のものでございます」

　ナイアが告げると、どっと会場全体が沸いた。

　ダンスを二曲踊ったあと、男が女の髪の色のバラを捧げるのがプロポーズ。女が受け取れば承諾だ。

　……なし崩しに結婚に持ち込まれたとか。してやられた！　という言葉が脳内をぐるぐるしている。どことなく、納得がいかない。しかしそんな思いを顔にだすことなく、ナイアはレオンと共に人々からの祝福の言葉をにこやかに受け続けた。

　――舞踏会が終わり、来た時と同じように大公家の馬車で我が家までレオンに送ってもらう。

「さて。これから忙しくなる」

　レオンは帰りの馬車の中で楽しそうに告げた。

「…………なんでございましょう？」

　ナイアは久しぶりの社交界と、衝撃の連続でぐったりしている。

「勿論、私達の婚約式や結婚式だ。……その前に、第一皇子側がどんな動きをしてくるか」

　その言葉に、ナイアはシャキッと背筋を伸ばした。

　いまさら文句を言ったところで始まらない。それよりも第一皇子の実家である侯爵家が国や皇帝家に仇なそうとするのならば、ナイアには戦う一択しかあり得ない。

　事後承諾になってしまうが、父や兄達もわかってくれるはずだ。

「直接攻撃もあり得る。くれぐれも注意してほしい」

「わかりました」

　勇んで答えれば、レオンも笑って頷く。そして、彼の表情が変わった。

「ナイア」

　自分を見つめているレオンの瞳は蕩けそうに甘い。それだけではなく、熱を孕んでいるようである。空気に耐えきれなくなった彼女はレオンに呼びかけた。

「……レオン様？」

「美しい」

　聞き慣れない言葉をもう一度かけられた。家族しか言ってくれない言葉だ。いたたまれなくて、もじもじしてしまう。

「キラキラと目を輝かせて頬を紅潮させて、私の色を纏ってくれている。男冥利に尽きるな」

　レオンはナイアの手を大切な宝物のように持ち上げると、甲にそっと唇を落とした。

「我が愛しの姫君」

『大公閣下』としてのレオンの完璧な貴公子ぶりに、彼女はつい、もう一人の大好きな人を思い浮かべる。

　補佐なら、舞踏会ではなく図書館へ誘ってくれそうだな、とか。ダンスをしようとエスコートしてくれるのではなく『少し、市井の方々の意見を聞いて回りましょうか』と連れ出してくれる気がする。ああ、噴水のそばのベンチに座る時はハンカチを広げてくれそうだな。

　ふふ、と微笑んでしまったら、レオンに見つかってしまった。顔を寄せてきて、後れ毛にキスしてくる。

「ひゃっ」

　我ながら、もう少し色っぽい悲鳴は出せないだろうか。

　反省しつつ、彼を避けようとする。レオンがそうはさせじと詰めてきたので、二人の間に距離がなくなった。

「さきほどから一人で楽しんでいるようだね？　妬けるな」

　ご冗談を、と軽く交わそうと思ったが、嫉妬の焔をゆらめかせているレオンの双眸に見入ってしまう。

「誰のことを考えていたのか、当てるまでもないが。あなたのそばに一日中つきまとっている、あの忌々しい補佐のことだろう？」

　冗談とも本気ともつかない表情だ。

　まさか、自分自身にヤキモチを妬いていらっしゃる？　そんな馬鹿な。ナイアはレオンの顔をじっと見つめる。

　すると彼は、苦笑いを浮かべた。

「あなたがもう一人の私を想っていたとしても、嫉妬してしまう男なんだよ、私は」

　この方は、ここぞという時に本音を見せてくる。なんと、ときめかせる術を心得ていらっしゃるのか……！

　きゅううん、とどこかが甘く切なくなった。

　真っ赤になってもじもじしていると、レオンはナイアの隣に席を移してきた。驚いた彼女の頭を、さりげなく自分の肩にもたせかける。ナイアが体をこわばらせると、優しく囁いてくれた。

「疲れたろう？　私に体を預けておいで」

　おずおずとナイアがレオンの肩に頭を預ける。すると、幾度も幾度も天辺にそ、と口付けが落ちてきた。真っ赤な顔を見られたくなくて、ナイアは扇で顔を隠す。

　……レオンの作り出す甘やかな雰囲気に酔っているうちに、レドウ家のタウンハウスに到着した。彼にエスコートしてもらいながら馬車をおりる。

　ふわふわの気持ちのまま玄関への階段を上りきる。離れがたくなったナイアは、レオンに声をかけた。

「あの、お茶でも飲んで行かれますか」

　レオンは苦笑した。

「遠慮しておこう。これ以上あなたのそばにいると、ベッドの中までお供したくなるからな」

「え……あの、」

　ナイアがうろたえると、レオンが屈んできた。額に温かく濡れた花びらのような感覚があった。

「おやすみ、私の愛おしい人」

　彼の乗った馬車が去っていくのを、じっと見送る。見えなくなり、車輪の音も聞こえなくなってからようやく家に入った。

　酒を飲んでもいないのに、我ながら千鳥足である。

　……が。文句を言いたい気分がおさまったわけではない。

「おかえり、ナイア」

　声のした方向に目を向ければ、ワクワクして待っていたらしい兄がいた。表情からして、舞踏会でのプロポーズをすでに耳にしているのだろう。

　ナイアは開口一番なじった。

「お兄様、なんで私と大公閣下が結婚することになりましたの!?」

　わけがわからない。

　いきなり怒鳴られた兄は災難だとも思うが、誰かきちんと説明してほしい。

「不満かい？　閣下は当代きっての貴公子なのに」

　逆に不思議そうに聞かれた。う、と詰まる。不満じゃないのが問題なのだと気づいてしまった。ナイアはなんとか言葉を紡ぎ出す。

「……全く思いもしておりませんでした。まさか政治権力に与せずの辺境伯家の娘が、大公家と縁づくなど」

　予想外も予想外だった。

「そう？　誰しも一度は考える組み合わせだけどね。年頃も離れすぎているわけではないし」

　兄は自分とレオンの縁組を歓迎しているようだが。

「お父様はどうお考えなのでしょう」

　大公家も辺境伯家も、どこの貴族からも距離を置いて、中立を保っている。

　しかし。

「……周囲の貴族は、辺境伯家がより強大になったと、脅威に思うのではないでしょうか？」

　打倒辺境伯と、他の貴族が一致したらどうなるのだろう。とはいえ、我が家の敗北を懸念しているのではない。稀代の戦上手と謳われる父と戦略家と評判の兄を敵に回したら十中八九、負けるのは貴族連合のほうだ。

　けれど内憂にかまけているあいだに好機と思われて他国に攻撃を仕掛けられたら、それはそれで鬱陶しい。勝てはするだろうが、国の中と外。同時に挟撃されると、流石の辺境伯でも苦しい。……わがレドウ家を敵に回す度胸のある国があるとしても、の話だが。いずれにせよ、国の平らかを願う我が家が火元になるのは避けたい。

「でもナイア。貴族令嬢が結婚しないではいられないだろう？」

　兄から諭される。

「……それは、そうかもしれませんが」

「閣下とナイアは半年も一緒に働いてきたのだろう？　好きにはなれなかった？」

　心配そうに見つめられてしまった。

「ええと……」

　言葉に詰まる。まさか、そうくるとは思わなかった。

　俯いてしまったナイアを、兄は家族用の小さな応接室に誘導してくれた。

　ソファに座らせてくれてから、下から彼女の顔を覗き込んでくる。

「父上や母上、もちろん私もナイアに幸せになってほしいと思っている。お前の意に沿わない結婚など、させないよ。なのに、どうしてそんなに浮かない顔をしているの？　……もしかして、閣下のことを嫌いだった？」

　嫌いではない。それどころかレオンに見つめられるとドキドキして、嬉しくて幸せで舞い上がってしまう。

「どうなの？」

　追い詰められる。

　レオンに口説かれるのは嫌じゃなかった。と言うことは。

「…………お慕いしているかなーなんて少しは……思っております……」

　我ながら消えいるような声である。ついでに耳や頬が熱を持っている気がする。

「なら、我が家は大歓迎だよ！」

　兄がほっとしたような声を出した。

「え？　お父様も、と言うことですか？」

　今日の今日で、遠い辺境伯領にいる父に伝わるとは、流石に思えない。と、いうことは。

「まさか」

　少なくとも、舞踏会へエスコートすると言う手紙が届けられたと同時期に、レオンから父へ申し込みがあったのではあるまいか？　訊ねようとしたのに、食い気味の兄が遮った。

「その、まさかだよナイア！　閣下から『必ず娶るから、目立たないようにさせてほしい』と在学中にお願いされてたんだ！」

「…………はい？」

　兄の言葉は予想外過ぎた。

　考えていたよりもずっと前から、罠が張り巡らされていたとは。

「在学中？」

　ナイアは首をかしげる。

「ああ。私と閣下が学院で一年ほどご一緒しているのは知っていたかな？」

　ナイアは頷く。

　兄は学生時代に、レオンとフィンの間で交わされた『密約』について聞かせてくれた。

「あれは閣下が最上級生、僕が新入生として入学したときだ」
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　クロウヴスナー帝国歴四百四十年、翠緑の六日。

「『弟』よ、細剣（レイピア）で試合しよう」

　フィンは、最上級生で『世話役』のレオンから手合わせに誘われた。

「はい、お願いします」

　フィンはにっこりと笑って承諾した。ゆったりとした足取りで、剣を置いてある場所に向かい、刃先をつぶしてある模擬剣を取り出して構える。

　……この時フィンは十四歳。レオンとは四歳の差があり、体格差は一目瞭然であるのに、気負いなど一切感じられない。黙っていれば線が細く病気がちに見られそうな美少年であるが、中身は豪胆な性格なのだ。

「はじめ！」

　審判役を買って出た学生の声を受けて、二人の剣が交差し、互いの息がかかるほどに肉薄した時。

「フィン。お前の妹を私にくれないか」

　レオンがフィンに囁いた。刹那、フィンの全身から殺気が迸る。

「殺しますよ」

　言い終わると彼はレイピアを渾身の力で薙ぎ払った。細剣なのに、ごうっという剣風が起こり、レオンの髪が一房空中に舞う。

「閣下。『下衆の極み幼女趣味の変態くされ外道』と言う二つ名を冠する前に、あなたを始末して差し上げるのが、臣として忠誠の証しと心得る」

　言葉を発すると同時に、猛攻を仕掛けてきた。

　……刃を潰してあるのに、少しずつレオンの頬や腕に切り傷が増えていくのを見て、ギャラリーはゾッとした。

「やれやれ。『弟』よ、『世話役』に花をもたせようとは思わないか？」

　レオンがわざとらしくため息をついて、それでも余裕の表情で避けてみせる。

「閣下こそ。レドウ辺境伯が長子、フィングロウ相手にいつまで涼しい顔をするおつもりですか！」

　低い声でつぶやいたフィンが膝を折った。低い姿勢をとるためかがみ込んだのだ、と皆が認識した刹那。

　ギィン！　剣と剣のぶつかりあいで火花が散る。そのまま数合撃ち合う。

「閣下。なぜ僕の妹を願われますか。ことと次第によっては、息の根を止めるだけでは済まさない。地獄まできっちりお送りして差し上げます」

　打ち合うまにフィンが問いかけてくる。

「弁解しておくが、私に幼女趣味はない。今現在、国内で私の身分と政情的に釣り合う令嬢がお前の妹君だっただけだ」

　今度はレオンの剣がフィンの腕先を掠った。こちらも模擬剣だというのに、フィンの服が裂けてうっすらと血が滲み出す。

「お前の妹君が誕生した途端、諸侯及びわが国に駐在している外交官から結婚の申込が殺到したろう」

　その通りだったので、少年の口から歯軋りが漏れた。

「おまえは妹君が大好きなんだね」

「それのどこが悪いのですか！」

　フィンはくるりと体を回転させると、背中越しに回し蹴りを繰り出した。正確にレオンの剣を握っている手の甲にかかとを打ち込む。落としはしなかったものの、レオンがわずかに眉をしかめる。

「悪くはない。私だって姉上や義兄上をお慕いしているし」

　パッと、レイピアの持ち手を変えたレオンは、攻めてきたフィンの右目を正確に狙った。ギャラリーが悲鳴をあげる。

　間一髪よけたフィンはそのまま後ろに宙返りした。着地するや、低く沈んだまま突進し、レオンの腹部に剣先を突き出す。

「あの子を一生面倒見る心づもりはできております！」

　ギャリギャリギャリ。迎えうったレオンの剣がフィンの剣と競り合って、耳障りな音をさせながら火花を散らす。

「外国からの申し入れはどうする？　しかも、陛下と同等の権威を持つ人間からだ、辺境伯では断りきれまい」

　揺らいだ瞬間、レオンの攻撃によって剣を落とされる。拾う暇はなく、今度はフィンがレオンの猛攻をダンスのようにステップを踏みながら躱かわしていく。

　フィンは巧みに踵で剣を蹴り上げ、柄を握る。三度、二人は互いの息がわかるほどに肉薄した。

「……私は義兄上の御代をお守りしたいんだ。それはレドウ家も同じだろう？　私と組むのは悪くない算段だと思うけれど」

「同感ですが、父も僕も皇帝家の盾であり剣です。大公家に与するつもりはありません」

　そっけないフィンに、レオンは戦法を変えてきた。

「妹君に群がる虫について、追い払うコツを伝授してやろう」

　フィンが渾身の力でレオンの剣を跳ね除ける。

「虫よけにはおおいに関心があります」

　ガツ！　と互いの柄がぶつかる。力では、体格でフィンが押し負ける。

「代わりに妹君と私との婚約を許せ」

　レオンが持ちかける。

　フィンは足の甲をレオンの脇腹に叩き込もうとしたが、すんでで避けられる。

「不当な取引は致しません」

「成人になるまで妹君に会わないと約束しよう。加えて婚約後も、妹君が私を好きになるまでは手を出さない」

　レオンの言葉や眼差しから真摯な色を見てとったのだろうか、フィンがふむと言う表情になってから、ニヤリと笑った。

「ならば妹次第、ですっ！」

　振りかぶったフィンの剣をレオンの剣が下から迎え撃ち、ガッキと激しい音と両者の剣は根本から折れた。

「りょ、両者！　そこまでーッ！」

　ギャラリーと一緒に息をつめていた審判が我にかえって、ようやく終わりを告げた。

「やれやれ。『弟』に『若い茎は、先に延びた茎を敬う』という格言を教えてやらねばな」

　レオンはわざとらしく肩を竦める。『世話役』ぶった態度でレモネードが入っていた容器からジョッキに注いでやり、フィンに渡そうとする。

「『辺境伯令息は与み難し』と思われたら、余計な敵が増えるぞ」

　今度はフィンにしか聞こえない声で囁く。

「そうですね、やり過ぎたかな。妹のことになると、どうも歯止めがきかなくて」

　フィンは可愛らしく微笑んでジョッキに手を伸ばすと、やはり小さな声で返事をした。

「一年ほどおとなしくしていれば、皆忘れますよ」

「……十四歳とは思えないほどの深謀遠慮ぶりだね」

「閣下の十四歳の時ほどではないです」

　――後刻。

　公共物（模擬剣）を破壊した罪により、二人は揃って練武場の罰掃除を受けていた。

　すっかり殺気を消し去ったフィンは床を掃き清めながら、レオンに言う。

「閣下。妹との婚約が成った際には、僕のことをぜひ『義兄上』とお呼びください！」

「その問題があったかぁ」

　うんざりとした声音とは裏腹に、レオンは楽しそうな表情だ。

「ねえ義兄上」

　早速呼びかけられたフィンは嫌そうな顔をした。

「……うわ……閣下に言われると、すっごく嫌ですね……」

「失礼だな、強要したくせに」

　軽くいなすと、レオンは真剣な表情になった。

「フィン、妹君についてだけど。高等学院に入った時からは徹底的に地味に仕立て上げてほしい」

　ところがフィンはブンブンと首を激しく横に振る。

「無理ですよ。妹はすごく可愛いし、僕の婚約式に参列するんだからって、あの『妻激愛中息子の僕大好き妹を最高に可愛がっている』の父が何枚もドレスを作っちゃったくらいなんです！　彼女はまだ十歳だし、これからもっと美しくなります。隠しておくのはもったいないし、僕だってドレスを沢山作ってやりたいんです！」

　レオンはじとんとフィンをみた。

「フィン。私のライバルを増やしてどうするの？　レドウ家いやナイアにとって、私以上の婿はいないだろう？」

　フィンは改めて貴族名鑑のページを頭の中で操って、深く同意した。

「……今時点では」

「妹君が適齢期になってもそうだよ。それはそうと、他からの縁談を断りやすくするためには、目立たないようにさせるのが一番なんだ」

　ただでさえ辺境伯の令嬢ということで注目を浴びているのだ、このうえ美少女や才媛という評判まで獲得してしまえば、周囲が放ってはおかないだろう。

　レオンの説明にフィンは真剣な表情になった。

「閣下のご要望はわかりました。けれど、妹の婚約は我が家、いえ我が領の一大事です。父に諮ってみなければ、回答はいたしかねます」

『狩をする獅子は気配を殺して、ウサギに忍び寄る』って言うだろう？　私は高等学院を卒業したら、身分を偽って上奏室を統括する。そこに妹君を就職させるように仕向けてほしい」

　フィンはそれにも頷き。最後にきがかりそうな視線を若き大公閣下に向けた。

「閣下、くれぐれも」

「手を出さないと誓う。……妹君が成人になるまではね」

「なにかおっしゃいましたか」

「いや？」






　◇■◇ ◇■◇






　――兄の告白に、ナイアは呆然とした。『まるで許嫁ではないか！』と憤慨していたのが、まさか本当に大公閣下の婚約者に内定していたようなものだったとは。

「ああ。全て閣下のご指示だ」

「……大公閣下は政情でのご判断から、私を指名されたのですね？」

　声が震えるのを感じる。どうしてだか悲しかった。

「十八歳の男が十歳の幼女に恋してたら、お命を頂戴していたよ！」

　兄がいっそ朗らかに宣言する。

「閣下は『必ずナイアを私に惚れさせてみせる。そうしたら、彼女にとって自由恋愛な結婚になるだろう？』と言ってらした。その通りになったようだね」

　兄の質問には答えず、ポツリとこぼした。

「レオン様が私を求められたのは、私を好きだから、ではなく。我が家を取り込めるから、ですよね？」

　沈んでしまった自分に対して、フィンは宣言してくれた。

「ナイア、お聞き。お前を泣かせることは、父上も僕も絶対にしない」

　妹が瞳を潤ませたのに、兄は力強く頷いた。

「確かに一番の組み合わせだけど。お前が閣下を愛していないなら嫁ぐ必要はない。……でも」

　フィンは首を傾げてみせた。

「ナイアは閣下をお慕いしているようだから、嫁ぐのは嫌ではないんだろう？　それに僕らレドウ家は、お前を不幸にしたら閣下を生かしてはおかない。今の時点で、なにか問題はあるかな？」

　兄の笑顔が眩しいくらいなのに黒く感じるのはなぜだろう。ナイアは考えないことにした。

「……ない、ですけれども」

　フィンはナイアを覗き込むと、彼女の額にキスを落とした。

「では可愛い妹よ、お前の美しさを損ねないように、早くお休み」

「……はい、お兄様。おやすみなさいませ……？」

　なにかが納得いかないまま、彼女は自分の部屋へ向かう。待ち構えていた侍女に髪を解いてもらい、ドレスを脱がしてもらう。湯を使わせてもらい、肌の手入れが終わると侍女は「おやすみなさいませ」と挨拶して部屋を出て行った。

　しかし、ナイアの困惑の夜は長くなりそうだった。

　天蓋を見ながら、まんじりともしない。

「レオン様は『私を惚れさせる』と、お兄様に宣言していらした……」

　自分は彼の予告通りまんまとレオンの術中に嵌って、補佐のことを好きになってしまった。

　けれど、肝心のレオンハルト・クロウヴスナー閣下の気持ちはどうなのだろう。

「こういう状態を、確か『片思い』って言うのよね？」

　図書館にあった恋愛小説には「初恋は実らない」「片思いは切ないもの」と書いてあった気がする。

「私……、プロポーズしてくださった方に片想いしたまま……実らない想いに切なくならなければいけないの？」

　ただ、これからは、二人きりで出かけようと言ってくれた。

「もっと知り合おう」とも。

「でもそれって、私だけがレオン様のことをたくさん知って、ますます好きになるだけじゃないの？」

　そんなの苦しい。

「レオン様は私のこと、好きじゃないのかな……。どうしたら好きになってくださるのかしら」

　ほろり、とこぼれた涙の雫がピローカバーに吸い込まれていく。

















三、歓楽街にて












　翌日出仕してみたら、やはりどこもかしこも大公閣下とレドウ辺境伯令嬢の電撃婚約の話題で持ちきりだった。

　曰く。お二人は令嬢が生まれた時からの許嫁であられ、頃はよしと発表された。

　曰く。大公閣下と令嬢の兄君は同窓だった縁からお二人は婚約された。反対勢力に邪魔されぬよう、お二方は水面下で逢瀬を繰り返しておられた。

　曰く。病弱な令嬢を、大公閣下は献身的に見舞いに行かれ、健康になったのを待って婚約発表された。

　……ナイアとしては『好きにして』である。

　何食わぬ顔をしている補佐をチラリと見れば、目が合うとにっこり微笑まれたのみ。

　これは黙ってろ案件ですね、わかりました。ナイアは言葉をごっくんと呑み込んだ。

　しかし、それで収まらなかったのが、どこであろう二人の職場である上奏室だった。

　先輩がたが興奮の面持ちで室内に入ってきた。

「聞いたか！」

「おおよ！　大公閣下と辺境伯令嬢がご婚約だって？　冗談じゃないぜ！」

　冗談ではなく、本気なのだが。ナイアは身を縮ませながら陳情書をチェックしていく。

　昨日の今日だからか、自分達の婚約に言及している内容がほとんどだ。ざっとみると半分ほどは、おめでたいと祝ってくれており、気持ちが華やぐ。

　次の二割弱は。

『病弱な辺境伯令嬢が果たして健全な結婚生活を送れるのでしょうか？　献身的に看護ができる侍女に心あたりがあります』

『辺境にお住まいでいらっしゃった令嬢が、帝都一番と謳われる大公家を切り盛りできると思えません。よろしければ某家で敏腕執事と評判の私が、全て請け負います』

『刺繍についてお悩みがあれば、わが洋装店へご下命ください』

　批判しつつ、ちゃっかり売り込んでくる内容であった。

　もちろん、とナイアは心のなかで返事をする。

　本当のナイアは健康優良児。しかも実家は国内有数の資産と発言力を持つ高位貴族である。準皇族である大公家と格差はあるけれども、公爵家にレオンに見合う手頃な令嬢がいない。それにレドウ家は侯爵位に準じているというのが国内外の認識なので、貴賤結婚というほどではない。

「私だって辺境伯の内政を取り仕切れるよう、教育は受けているし」

　家々の事情によりそれなりの苦労はあるだろうが、彼女にしてみれば大きなお世話である。

「……大公家のメイドに刺繍が得意な人がいなければ、頼めるのはいいかもしれないわね……」

　詩が詠めなくたって詩人に代わりに作ってもらえるし、下手な楽器演奏をするくらいなら楽団を雇えるのだ。ナイアは、他の陳情書を読み始めた。

『大公閣下と結婚するのは私だったのに』という内容が、二割強。紙に書いているものが多い。

　レオンに憧れていた貴族や富裕層の令嬢が書いてよこしたのだ。上奏室に届けたのは家名がバレないことと、大公閣下まで届けという思いなのだろう。

　さすがに落ち込んできたので、『私と婚約してよかったのでしょうか？』という意味を込めたつもりの視線を投げれば、上司はうっすらと微笑みを浮かべている。その表情からは、どう考えているかは読み取れない。

「『ナイアじゃないと婚約しなかったよ！』……なんて想ってくれてるといいのに」

　こっそり、誰にも聞こえないように独りごちる。

　……残りの一割弱が、政治的バランスについての懸念だった。

「これこれ、この陳情書！『もしやこの婚約は。辺境伯家を巻き込んでの、武装蜂起を大公閣下はお考えなのでは？』そうだよ、俺もそれを心配してるんだよぉぉ」

　先輩がたの会話に代表されるように、帝国民達の認識では辺境伯が『正義』で、大公閣下が悪者扱い。ナイアは申し訳ないような、さりとて我が家が簡単に取り込まれるものかという反発めいた気持ちもあり、微妙な顔になってしまう。

「ああ。閣下は評判が良いとは言い難いからな。『皇帝家の盾であり剣』を取り込んで、印象を払拭するおつもりかもしれん」

　そうなんですか？　と目線で訊ねたナイアにそんなことあるわけないだろう、と真顔のレオン。

「もしやっ！　病弱で純粋な令嬢を、大公閣下が溢れんばかりのフェロモンで陥落されたのかっ」

「……なきにしもあらずですね……」

　ボソっと呟いた上司の声は聞き取りづらかった。

「なにかおっしゃいました？」

　盛り上がっている先輩がたを尻目に、こっそりと補佐に訊いてみれば、「なんでもない」と首を横に振られてしまう。

「確か大公閣下って『飛ぶ鳥も妊娠させる』って噂があるくらい、艶めいておられるそうだからなー」

「……納得」

　小さく呟いてみせたら。

「そんなことありませんよ」

　補佐に、これまた小さな声で、しかし大急ぎで反論された。

「老若男女構わず虜にしてしまう、魔性の男！」

　確かにそうかも！　補佐を見つめると、目を逸らされた。

「そんなことは……あるかもですが」

　自覚しているんですね！　じとんと睨んでやる。

「他の人に言い寄られても迷惑なだけです。私だって堕としたいのは好きな人だけですよ」

　小声で言いながらナイアをじっと見つめてくるので、もじもじしてしまう。

「そ……んな言動されると、勘違いしてしまうんですケド……」

「勘違いではないんですけれどね」

「え？」

「早く気づいてください」

「はい？　なにについてですか？」

　質問すれば、なんだかとっても意味がたくさんあるような笑みを寄越された。

　先輩がたは、婚約者同士の密やかな会話に気づかない。仕事そっちのけで、大公閣下と辺境伯令嬢の婚約ニュースのことを飽きることなく語っている。

『補佐のご身分について、先輩がたはご存知ないんですか？』

　疑問を込めて、チラリとレオンを見た。パチンと片目をつぶられる。

　面白いからね、とか思っていらっしゃるんだわとナイアは半分呆れた気持ちである。

　悲痛な表情で先輩の一人が嘆く。

「帝国の勢力図が変わってしまう！」

「変わらないと思いますケド……」

　ボソリと言ったら、シュンケルに聞かれてしまった。がしっと肩を掴まれて揺すぶられる勢いで確認される。

「アインホルンもそう思うよな！」

「お、思ってません……」

「だよなっ？」

　ナイアの反論など聞かない先輩を、レオンがむんずと引き剥がす。そのまま先輩は組み相手のソルゲに、ずるずると引きずられて机に戻された。先輩は机に突っ伏し、頭を掻きむしる。

「由々しき事態だ……これこそ陛下に上奏しないと、大変なことになる！」

　――という大騒ぎのうちに時間は過ぎ。

「さ、今日もお疲れ様でした」

　レオンがいえば、三々五々先輩がたが立ち上がった。だが。

「……補佐。今日の提出ですが、俺もご一緒させていただけませんか」

　シュンケルが、思い詰めた顔でレオンに訴えた。

「なにか、直訴したいことがあったのですか」

　静かに問うレオンに先輩はきっぱり言う。

「はい。俺はどうしても、大公閣下と辺境伯令嬢の婚約は納得できないのです」

　ナイアは困惑する。万人に受け入れられる婚姻というのは、庶民でも少ないのではないだろうか。

「腹黒いと言いましょうか……、なにか国家に暗雲をもたらすものにしか思えんのです」

　政略結婚ですから互いに腹に一物抱えておりますよ、とナイアは心の中で思う。

　むしろ、レオン様が国や皇帝家に仇なすならば禍根を断つ、暗雲を吹き飛ばすつもりでお受けしたのですが。……補佐、ではなくて大公閣下はどうされるのですか？　ナイアはレオンの反応を窺う。

　レオンはやはり静かに告げる。

「私が室長に提出します。それでは信用できませんか」

　言葉とは裏腹に、瞳には反論を許さぬような強さがあった。流石に温厚な補佐も怒っておられるのだわ……とナイアは感じた。

　しばらく、一歩も引かぬていの先輩と補佐は見えない火花を散らしていた。

　数秒後。シュンケルは黙って頭を下げると、踵を返して立ち去った。

　ナイアはそっと気配を消して先輩の後をつける。レオンから『後を追うように』との指示書きを渡されていたのだ。マントに付いているフードを深く被り、顔を見られないようにする。

　先輩はフラフラと、しかしまっすぐに城門を出ていく。足が向くままだろう、近くの居酒屋へ入っていった。ナイアは一瞬、立ち止まる。

「補佐の指示は『先輩が家に帰るまで』だったけど……」

　意を決して店に入っていく。遠目で確認するとシュンケルは誰に絡むでもなく一人で静かに飲んでいる。

　気づかれないよう、背中合わせに座った。

　すると、自分と同じくフードを深く被った男が先輩の隣にさりげなく座る。途端、ナイアは緊張した。

　服の隠しから鏡の玩具を取り出す。帝都で流行っている、三枚の鏡を蝶番で繋げたものだ。これを三角形の形に立て、中央になにか物を置く。すると鏡の中に無限に不思議な光景が映し出されるという、他愛ないものだ。ナイアは二人に気取られぬよう、玩具を左右に動かしたりグラスなどを鏡の前に置いたりして、熱中している様を装う。

　男は自分の酒瓶から先輩にエールを注いでやっていた。

　シュンケルは煽られたように、グイグイと飲んでいく。集中して聞き入れば、やはり自分達の婚約のことを愚痴っている。

　ナイアは暗澹たる気持ちになってきた。

　自分もレオンも、国や皇帝家が大事だ。だから安寧を願って婚約した。それが不穏分子扱いされると、さすがにへこむ。

　かといって、レオンから求婚された今となっては、もう他の誰にも嫁ぎたくないと思い始めてしまっている。

「……俺はさ、大公閣下も辺境伯閣下も信頼したいんだ」

　シュンケルが呟く。

「俺が望んでいるのは国と皇帝陛下ご一家の平安なんだ……」

　私も先輩と同じ気持ちです、とナイアは切なく思う。

「私はね、辺境伯令嬢との結婚を夢みていたのですよ。かの令嬢をまんまとかっさらわれてしまった」

　男が低い声で呟く。

　え？

　ナイアは背中を強張らせる。

　……フィンによると、自分が十歳の頃にはレオンから婚約の申し入れがあった。さすがにナイアの意思を確認するまでは、大公閣下以外の縁談は断っていただろう。とすると高等学院に入学した直後に起こった、大プロポーズ祭りのことだろうか。

　――庶民はともかく貴族の結婚は、多分に政治的な要素であったり領の運営にからんだものだ。しかし政略とはいえ幸せな結婚であるほうが都合がいい。そのため、親は目した相手と懇意になるよう、子供が幼い頃から引き合わせておく。

　しかし、子女が結婚適齢期になったとき、自家や婚家が変わらず栄えているかはわからない。結果、婚約が一旦白紙にもどされる場合がある。新聞に取り沙汰される、学院卒業時のダンスパーティでの婚約破棄などがその一つだ。

　閉鎖された空間での出来事なのに、なぜ大っぴらに喧伝されるのか。内々に済ませてしまうと婚約解消したことが認知されないため、次を探すのが大変になってしまうからだ。だからこそ、あえて相手を公の場で弾劾することで破棄の正当性をアピールし、次を探していることを周知する。……そんな背景もあり『レドウ家と婚約できれば、違約金など大したことはない』と思っている家からの申し込みが殺到した。

　しかし高等学院在学中のナイアは、今とは違う色の鬘を被ったうえに太った変装をしていた。おまけに、頭の出来は平均点ぎりぎり令嬢を装っていたので、申込は激減していった。

　――あのときの誰かだろうか。

　さりげなく体を横にずらした。鏡を三角形の形からコの字に拡げ、細心の注意を払いながら鏡に男の顔が映らないか工夫する。ようやく映すことが出来たが、頬が削げて度のきついメガネをかけている。陰鬱な表情をしており、頭髪は白髪まじりだ。

　ナイアは記憶の中の、全ての学生の顔と照らし合わせていったが、該当する学生を思い出せなかった。横顔に見覚えがあるような気がするが、同窓生の近親者だろうか。男は熱に浮かされたように喋り続ける。

「令嬢の頭の出来は、秀才と名高い兄の半分以下。おまけにあの冴えない見た目とくれば、結婚してやるだけで辺境伯閣下は私に感謝するはずです。男爵家の私には強大な後ろ盾ができ、出世も間違いない」

　それはあなたの有能さ次第です。ナイアは心の中で毒づく。

　家族から結婚を強要されたことはなかったし、ナイアが本当に望めば庶民であろうが音楽家だろうがきっと認めてくれる。

　何代か前の女辺境伯は吟遊詩人を伴侶にした。記録によると、夫となった男は蝶のように各地を渡り歩いた。けれど、隠密活動をしていたとは記録に残っていない。そして詩人は生涯にわたり陞爵しょうしゃくされず、自由民の身分のままだった。

　相手の出世まで、面倒は見ない。それが辺境伯家の自由恋愛である。

　どこの男爵家だろうか……頭の中の貴族名鑑をめくっていると、突然がちゃんと音がしたので思わずびくついてしまう。

　呼吸を整えてから何食わぬ顔で鏡を確認すれば、先輩はエールが入ったジョッキを倒してイビキをかいている。よかった、不審な男になにかされたわけではないらしい。

　男がつぶやいた。

「……私に降嫁しやすいよう、辺境伯家のランドリーメイドに命じて、傷物令嬢との噂を広めてやったのに。大公め……！」

　ナイアは目を見開いた。

　では、この男があの不名誉な噂を流したのか。

　レオンが求婚して、恥を雪そそいでくれなければどうなっていたか。ナイアは怒りを覚えながらも、疑問に思った。

　……この男は、我が家のランドリーメイドをいつから籠絡していたのだろうか。それに辺境伯領にいるはずの自分を、どうして罠にかけられたのだろう？　自分がタウンハウスにいるとわかっていなければ、仕掛けられないことだ。

　だとすると……。ナイアは使用人を把握できていなかったことを反省してから、今の自分にできることを考えてみた。まずはランドリーメイドがいつから我が家に勤めていたのかを調べよう。彼女と『男爵』につながる縁も探らなければ。ナイアが方針を決めている間に、男は先輩から得られる情報はないと見切りをつけたようだった。

「つまらない男だ。時間を無駄にした」

　言い捨てると、男は先輩の隠しから銭入れを盗んだ。す、となに食わぬ顔で席を立つ。

　どうしよう。男を追うべきか、先輩を家に送るべきか。

　……逡巡は短かった。ナイアは自分の手持ちから先輩の手にエール代を握らせると、男の後をつけることにした。

　男は歓楽街の中をスタスタと歩いていく。ナイアが後を尾つけていることに気づきもせず、するりと高級娼館に入っていった。

　ナイアは立ちつくす。

　娼館とは、女性が春を鬻ひさぐ館だと聞いている。鬻ぐとは売る、で。春とは、体を重ねるや睦み合う、という意味らしい。

　睦みあうとは、なんとなく想像できる。父や母が親愛をこもった眼差しを贈り合う様とか。幼い頃に転んだとき、お兄様が背負ってくれた、とか。レオン様がダンスをしたときに抱きしめてくれた、とか。彼女が言葉から想像できるのは、そんなことぐらいだ。

　ただ、学生の頃に悪所通いにハマっていた同級生が自慢げに語っていたことには、『裸で行う』らしい。思い出した途端、レオンと自分が裸で踊っている姿しか思い浮かばなくなってしまった。自分の耳や頬が熱を帯びるのがわかる。

「困った……」

　一つには高級娼館がどれだけお金がかかるのかわからないし、二つには自分は女だ。

　金は兄名義で辺境伯宅に取立てにこさせれば、大丈夫かもしれない。義姉には兄は無実だと謝っておこう。ふたつめの心配については、自分は頭から足元までマントで覆われているから、女であることも隠しおおせるかもしれない。

「……脱がなければ、バレないかしら」

　独り言ち、いざ入らんとしたら、がし！　と肩を掴まれた。

「そんなわけないだろう」

　振り向けばなぜかレオンがいて、自分に怒りの目を向けている。

　なぜ、彼がここにいるのか。疑問に思ったものの、自分を追って来てくれたのかと、ナイアは安心してしまった。

　彼女のほころんだ表情を見たレオンは、困ったような顔になり、ついで不機嫌になった。

「レオン様？」

　首を傾げると、レオンは今度はうっすらと目元を染めている。

　彼も酔っているのだろうか。偶然このあたりで飲んでいたのかもしれない。

「後は私が受け持つ。ナイアは帰りなさい」

　ぐい、と押しやられた方向には、いつの間にか辺境伯家の護衛が控えていた。

「嫌です」

　無意識に拒絶する言葉が出てしまう。

「ナイア」

　聞かない。説得なんてされたくない。

「私が帰った後、レオン様はあの店に入っていくのでしょう？」

　男が入っていった、娼館へ。

　否定して欲しかった。なのに。

「そうだ」

　平然と答えられてしまい、ナイアは言葉を失う。

　政略とはいえ自分と結婚を約束したばかりなのに、見知らぬ女性と裸でダンスをするつもりなのか。レオンの相手が自分以外だと思ってしまうと、途端にいかがわしく不潔に思えてくる。

　あるいは、こういうところに行く行為は、不貞とは別物なのかもしれない。

　だとしても。

　どろりと黒い気持ちが湧き起こる。世間で認められた行為であっても、許せない。

「危ないことはしないと約束する。護衛と帰りなさい」

「いやです！」

　はっきり拒絶してしまった。

「ナイア」

　上司の双眸が『警告』を発している。

　ナイアはフルフルと首を横に振った。

「補佐がそこで女の人と……、いやです」

　ナイアも純潔の乙女とはいえ、大人である。

「私だって、娼館がどんなところか知っています」

　大きな声を出したら、男に気づかれるかもしれない。ナイアは懸命に声を抑える。

「それは」

「娼婦と呼ばれる女性と、一つの部屋で裸でダンスをするのでしょう？」

　ナイアの言葉にレオンは目を白黒させた。

「……そんなことをする者もいるかもしれないが……。多少……、違うな」

「ずるいです」

　貴族なら結婚前の男女が付き添いなしで二人きりでいただけで、ふしだらと怒られてしまうのに。

　ナイアが必死に訴えているのに、レオンはそっぽを向いて口元を押さえている。手元から見える肌はますます赤い。

「なぜ、私という者がありながら、そんな所に行かれるのですか」

　ナイアは憎らしいのと悲しいのとで、涙が溢れそうになる。

「そんなところへレオン様が……補佐が入っていくなんて、絶対に嫌です！」

　キッとねめつければ、なぜか護衛が生暖かい目をして、自分とレオンを見ている。

　はあ……、とレオンはため息をつく。耳が赤くなったまま、彼は蕩けそうな目でナイアを見つめた。嬉しそうに呟く。

「仕方ないね」

　一変して『支配者』の顔に戻る。

「約束する。ナイアは穢れなき姿で帰すから、館の外で待っていろ」

　護衛に命じると、彼はナイアにマントをより深く被らせた。肩を抱かれる。

　ナイアを抱えたまま、レオンは娼館の中に入っていった。

「いらっしゃいませぇー」

　店の者が出迎える気配に、レオンは素早くナイアの頭を抱えた。

「目を伏せていなさい。あなたは一言も話してはいけない」

　耳元で囁かれる。瞬間、ゾワリとした感覚が背中を走ったが、コクンと頷くだけで精一杯だった。

　レオンは部屋の采配をとり仕切っているらしき人間に何事かを交渉している。ナイアが一生懸命に耳を澄ますと、会話が聞こえてきた。

「恋人が特殊な趣味でね。隣の喘ぎ声を聞かないと興奮しないタチなんだ」

　半分くらい意味がわからなかったが、ダシにされた事は理解できたので、内心憤慨したが、ぐっと抑えた。

　レオンの交渉相手が下品な笑い声を立てながら「そんなことは通常料金ではやっていない」と言っている。するとチャリンチャリンという音がした。どうやら、レオンが金貨を渡しているらしい。

　相手はへっへへ……と笑いながら、「仕方ねえな」とレオンの希望を了承したようだった。レオンは平然と言い放つ。

「今、入ったばかりの男の部屋の隣がいいな。奴は嗜虐趣味と見た」

　また、ナイアのわからない言葉を相手に話している。もしや、レオン様もここの常連なのだろうか。そう考えた途端、胸がチリチリと痛くなる。娼館の女性にょしょうがどれだけ素敵かわからない。けれど比べられたら、絶対に自分は負ける。

　お願いだから、自分以外の女性を見ないで欲しいと、ナイアは願う。

「旦那もスキだねぇ……。それを聴きながら自分の女を甚振いたぶるのかい」

　因業いんごうそうな声がひひひ、と笑いながらナイアの顔を覗き込もうとしてくる。

　どうしてマントをかぶっているのに女とわかるのか、不思議に思う。しかし床から自分の足元に視線を移してギョッとした。マントの裾からドレスの裾と靴が出ている！　しかも制服のままだ。私、こういういかがわしい店に入ってはいけないんでは……。公務官とばれたらどうしよう！　ここまで考えて、大公閣下の館に侵入した時と全く同じことを考えている自分に気づく。

　私って成長しないな……しゅんとしていると、ぐい、とレオンの胸に抱え込まれた。逞しさに、ドキドキしてしまう。何度かこの胸に抱きしめられたが、慣れない。

　男はそのまま二人をどこかの部屋に案内してくれた。

「ごゆっくり」

　へっへっへ……という声が遠くなってから、ナイアは改めて室内を観察した。

　異国風に飾りつけられた部屋で、扇情的な薄布が天井から何枚も垂れ下がっている。

　不思議な薫りの香が焚かれている。床全体がベッドのようになっていて、クッションがこんもり積もっていた。

「靴を脱いで上がるんだよ」

「くっ、靴を!?　……もが」

　声が裏返ってしまったのを慌てて手で塞ぐ。

　……心臓がドキドキしてうるさい。

　クロウヴスナー帝国の貴族は、湯を使う時と寝る時しか靴を脱がない。子供の頃に、自領の騎士や城勤めの者達に聞いて回った限りでは、おそらく市井の者達もそうだ。

　それに淑女たるもの、男性に素足を見せてはならないと習ってきたのだ。

　家族にですら幼少期しか見せたことのない足を、婚約者とはいえ結婚前の殿方に見せるなんて。ナイアはふしだらではしたないことをしていることに、ようやく気がついてしまった。

「どうした？」

　レオンが、固まってしまっているナイアのフードを下ろす。彼女をじっと見つめながら、ナイアの髪にキスをしながら囁いてくる。

「わ、私……。こんな意匠、初めて見ました」

　なぜだか自分の畏れや恥じらいを悟られたくない。いかにも興味津々といった風情で、きょろきょろとまわりを見渡す。

　すると、押し倒された。とっさのことで受け身が取れない。

「見たことがあってたまるか」

　目の前がレオンの顔でいっぱいになる。怒っているような困っているような不思議な表情の中で。

「……綺麗……」

　補佐の瞳がこんなに美しい紫とは思わなかった。レオンの双眸を見つめていたら、恐怖心が消えていく。この人が与えてくれるものはきっと怖くない。心臓は相変わらず煩くて苦しいくらいだが、なおも婚約者の瞳に見入りながら、ナイアはうっとりと呟く。

「紫水晶みたい……」

　レオンが苦笑しながら、ナイアの耳元で囁く。

「ナイア。私を口説くのは場所柄をわきまえてくれ」

「ほんとうのことを言ってるだけですから」

　頑固に言い張る。

「いい子だから、黙って」

　口を大きな手で塞がれた。

　抵抗するまもなく、もう片方の手がいやらしくナイアの体を弄りだす。ナイアは目を見開き、みじろぐ。

　どうしてこんなことをするのですか。そう、問うているのを見透かされたらしい。彼女のまんまるな瞳を見て、レオンが悪そうな顔になる。

「おかしなことだ。ここに来たからには私と体を重ねることを承知、いや期待していたはずではないか？」

　そんなことないです！　とばかりに、ナイアは首をふるふると横に振る。それでも、レオンの手のひらはピタリとナイアの唇に触れたまま離れない。

「素直に、感じておいで」

　レオンの大きな手に、服の上からとはいえ体をなぞられると、えも言われぬ感覚が湧いてきた。

　一瞬、身を委ねそうになり、ハッと気がつく。任務中！　そんなことをしている場合ではありませんっ。

「ンー」

　抗議のつもりで唸り声を出す。

　レオンは余裕綽々しゃくしゃくの表情だ。話しかけてくる合間にも、彼女を高める動きを止めない。

「バカなお嬢さん。男はこういった館へ、あなたのようなウブな娘を、いかに連れ込むかに腐心しているのだよ。『なにもしないから、安心しなさい』と言ってね」

　ナイアは目を見開く。

　レオンは相変わらず片手で彼女の口を封じながら、片方の手で服の上から膨らみをなぞっていた。彼女のドレスの裾をふくらはぎから膝の上、太ももまで徐々に捲り上げていく。

　咄嗟に禁的を蹴り上げようと足を跳ね上げるが、いつの間にか脚の間に男の体が入り込んできて、意図していた攻撃はできない。ならば、かかと落としでもと攻撃を変えたナイアだったが、レオンはいとも簡単に彼女の足首を掴んだ。

「足癖の悪いお嬢さん。私にこんな美味しいものを自ら差し出すなんて。狼に餌を与えていることに気がつかないのだね」

　ナイアに流し目をよこしながら、レオンは彼女のなめらかな肌に舌を這わせる。あまりに艶めいた仕草に、『食べられる』と本能的に感じてしまう。……なのに脚を取り返そうともしない自分。まるで『食べてほしい』とばかりに意思表示しているかのようだ。

「あなたは必死に私へ弁解するのだろう、『そんな気はなかった』と」

　彼女はこくこくと頷く。まさにそんなことを思っていた！

「だが、男からすればね。こういう館に入ることを承諾した、すなわち『そんなことをしても良い』と、同意を得たも等しいのだよ」

　そうだったんだ？　ナイアは初めて知る男と女の駆け引きに目を白黒させてしまう。

　レオンはうっとりと彼女の太ももに頬擦りし、口付けを与え、甘噛みをし、舌で舐める。知らない感覚に、都度ナイアは体をくねらせてしまう。

「……これに懲りて、私以外の男とはあそばないように。もちろん、あなたにほかの男を味わわせたりはしないが」

　貞操の危機だと、頭のどこかで叫んでいるのに。ナイアは雰囲気にレオンに酔っていきそうになる。

　彼女の顔がとろんとしかけて、鼻から甘い息が抜けていく。

「あなたの薫りは私を一匹の獰猛な獣にしてしまう。ああ、しっとりした肌だ。美味しいよ、私のお嬢さん」

「ん……っ」

　体の制御を手放してレオンに甘えようとした刹那、隣の音を拾った。

「放蕩大公め！」

　カッと、ナイアの目が理性を取り戻す。蕩けかけていた体に力が入る。レオンが残念……とつぶやいた気がするが、意識は隣に集中してしまう。

「まこと、邪魔な男よ」

　複数の声がする。先輩から銭入れを盗んだ『男爵』と、後はもう一人。誰？　ナイアは懸命に耳を澄ます。

　……レオンからは、絶え間なく口付けを与えられたり愛撫をほどこされていて、意識を持っていかれそうになる。

「レドウ家令嬢を我が孫にあてがおうと思っておったに、それも叶わぬ。こうなれば大公もろとも、辺境伯を地に引きずり下ろしてくれる……！」

　ナイアは自分の名前が出てきたので、反応してしまう。すると。

「私に集中しなさい」

　かり、と耳たぶを噛まれる。びくりと体が跳ねた拍子に、口からレオンの手が外れた。

　悲鳴じみた声で抗議を試みる。

「っ、それどころじゃ……」

　レオンの熱い、濡れた双眸にひたと注視された。じわじわと身裡みうちが熱っぽくなっていく。

「こっちが大事」

　耳たぶを湿ったものでなぶられる。

「ふあ……っ」

　なんだろう、ぞくぞくしてしまう。

「レ」

　レオンの名前を呼びそうになる。

「おしゃべりな口だな。私とあなたは秘密の逢引きをしているのだよ。『旦那様』と呼びなさい。それ以外はいけない」

　レオンが己の唇を人さし指で押さえながら、ナイアのそれに触れてくる。唇をなぞられるだけで、理性が流されそうになる。

　そうか。自分達が調査していると悟られてはならない。気持ちよさから頭が朦朧としていたが、ナイアはなんとか声を絞り出す。

「は……い、だん、なさま……」

　いっぱいいっぱいの彼女には、『自分で言わせておいてなんだが。潤んだ瞳で色っぽく囁かれると、すごくクるモノがあるな』という、レオンのつぶやきは聞こえなかった。

「そなた、辺境伯家に伝手があると申しておったな」

　尊大な声。どこかで聞き覚えがあったろうか。相当お年寄りだ。再び貴族名鑑を脳内に呼び出したところで今度は、指が唇をこじ開けてきた。

　耳たぶを喰まれたまま、囁かれる。

「うまくしゃぶれたら、ご褒美をあげよう」

　指がナイアの歯列を撫であげる。思わず開いた歯の隙間から、指が口腔内に侵入してきた。レオンの指は、驚きで縮こまっている彼女の舌を見つけてからかいだす。

「ん……」

　クチュり、クチュ、くちゅ。

　舌を指で愛撫されていくうち、口の中で溜まった唾液がいやらしい音を立てる。初めての刺激にナイアは夢中になった。

「『仮王の御璽』を手に入れよ」

　壁の向こうから独り言めいた声が命じるのを聞いて、ナイアはギョッとなった。

　彼女の反応を敏感に察知したレオンに動きを封じ込められる。

「むむ無理ですっ」

　男爵が必死に抵抗しているようだ。

　レオンが面白そうな表情をうかべながら、ナイアをチラリと見る。

　男爵が言っている通りです、とナイアは頷いて見せた。

　自領の館もそうだし、タウンハウスですら強盗風情では侵入できないだろう。なんせ『どこにでも忍び込める』怪盗紳士ははが、忍び込める隙間などを確認しては、徹底的に潰して回ったのだから。

　使用人達は武芸に秀でているし、結束も固い。また、父母の薫陶により『人は間違う』『見逃す』との意識を持っているので、見回りなどは必ず二人以上で行っている。

　少なくとも、ナイアに背後を取られても気づきもしない男爵ごときを、絶対に邸内に侵入させたりしない。

「しぃ……っ。興奮しているのはわかっているけれど、もう少し我慢だよ？」

　ペロリと首筋を舐められて、あろうことか胸の先端を優しくひっ掻かれる。

「ひぁんっ」

　細い悲鳴じみた声が勝手に口から飛び出し、足のつま先まで力が入る。

　レオンの指は、ナイアの膨らみにくるくると円を描きながら何度も先端を擦っていく。羽根で肌を撫でられているような刺激に耐えきれず、ナイアはレオンに体を委ねてしまう。

「……ちょうどよい。以前、『怪盗紳士』なる者がおったな」

　なぜ、老人からその言葉が出てくるのか。ナイアは思わず身を乗り出す。……のを、ぐいとレオンに引き寄せられる。あっけなく彼の腕の中に戻されたナイアは、顔を強引に仰向けにされる。

「薔薇のように赤く、果実のように瑞々しい唇だな。食べてしまおうか」

　うっすらと唇を開けてしまう。……この人に齧られたい吸われたいと、自分が待ち望んでいることをナイアは悟る。

「ああ！　おりましたね、そういえば」

『男爵』が手を叩いているところを聞けば、存在を知っていたらしい。

　嫌な予感を覚えながら、ナイアとレオンは耳をそばだてる。

「盗むのが無理なら、いっそ『辺境伯の所持している仮王の御璽は偽物だ。二十年前に怪盗紳士に盗まれたのだ』という噂を流せ」

　ナイアは体を強張らせた。そんなことはありえない。

　隣と隔てている壁に近寄ろうとして、体が動く。すると、レオンに首筋に強く吸いつかれた。つきん、と小さいけれど鋭い痛みが走る。その痕をレオンが官能を掻き立てるように舐めてきた。

「ウん……！」

　刺激に耐えかねて体をくねらせれば、木の実のように硬くなった胸の尖とがりを摘まれて、こねられた。

　初めての刺激に体がびくびくと跳ねる。脚の合間がジンジンしてきて、熱い。

「狙いは帝立文書院に納められている、御璽の印影だ」

「……なるほど。辺境伯は所持している御璽が本物であると証明するために、必ず保管されている印影を出してくる。そこを奪うわけですな」

　そんなこと、許さない！　そう言いたいのに、体が蕩けてしまって喋れない。

「印影が失われてしまえば、辺境伯がいかに主張しようと御璽の正当性は失われる」

「『怪盗紳士』は義賊。そんな人間に狙われたということは辺境伯もその程度の家とみなされます」

　辺境伯家はそんな家じゃない！　追従している男爵に抗議しかけるが、レオンから唇すれすれに口付けられる。

「お預けだよ」

　レオンは囁くと、そのままナイアの耳朶じだをねぶり、首をふたたび舐めていく。彼女はすぐに甘い感覚に囚われてしまう。

「……ン」

　ナイアの耳は男達の密談を拾おうとしているのに、レオンの唇と指が触れている所から快感が広がって、うまく頭が働かない。

「贋の御璽であることを隠蔽していた家の娘を、ありがたがって娶ろうとする大公の評判もこれ以上ないほどに堕ちよう」

「大公の姉である、皇后陛下の権威も汚れるというもの。必然的に側妃殿下の人気が高騰いたしましょう」

　男爵のおもねろうとする声が老人を特定させる言葉を吐いてしまったのだろう。老人がち、と舌打ちをする。

「ここをどこと思っておる。発する言葉に気をつけよ、アウロ男爵！」

　意趣返しだろう、老人ははっきりと男爵の名前を呼ばわった。一喝に、男爵が情けない声で応えた。

「は、はい……！」

　どこかで聞いたことがある。とても、聞き慣れた名前だ。でも、どこで。ナイアは朦朧としかける頭の中で一生懸命探り出そうとする。

「いけない人だ、私の支配におぼれておいで」

　するとレオンがちょっかいを出してきて、せっかくの記憶を霧散させてしまうのだ。

「あん……！」

　抗議しようとしたが、レオンには喘ぎ声にしか聞こえなかっただろう。自分にもそうとしか聞こえないのだから。そして。

「まあ、良い。どうせ隣の者達は周りを気にする余裕などないようだから、の」

　老人がナイア達の方に向き直ったようで急に声が大きくなった。反射的にナイアは手足を引っ込める。レオンが大丈夫だ、とばかりにちゅ、ちゅ、と大袈裟な音をして口付ける。そして、たっぷりとナイアの首を舐めた。同時に手が敏感になった胸を弄ぶ。

「あぁん……」

　声を出してはならないとわかっているのに、喘いでしまった。

「お盛んなようですな」

　隣の男達の関心がこちらに移ったとわかって、ナイアの背中に冷たい汗が流れる。なのにレオンときたら、一向に構わないかのように悠然と構えている。愛おしそうな顔をしながら、こんなことを囁いてきたのだ。

「可愛いお嬢さん。こんなに濡れて。そんなに私の『技』が気に入ったのだね」

　卑猥なことを言われて恥ずかしいのに、喜んでいる自分がいる、気がする。

「ちが」

「愛おしい人、その可憐な唇で私を否定しないでおくれ」

　舞台の俳優よろしく情感たっぷりに言われ、もはやナイアはあうあうと言葉にならない音を発するのみである。ナイアがとろんとしている間に隣室の密談が終わったのか、部屋から出ていく気配がする。

「ナイア、私達も行くぞ」

　とたん、怜悧な表情に戻ったレオンに声をかけられたが、動けない。

「……ナイア？」

　動かない自分を不審に思ったのだろう。レオンがもう一度、声をかけてきた。ゆっくりと彼のほうを向くと、なぜか彼が息を呑んだ気配がする。

「どぉしたのですか？」

　舌がもつれてうまく話せない。立ちあがろうとするのに腰砕けになってしまっている。

「れおン様ぁ……。わたし、おさけ、のんでないのに。からだ、あついの。ジンジン、する、の」

　一生懸命訴えているのに、なぜかレオンは答えてくれない。霞む目で頑張って彼を見れば、呆然と自分を見ているようだ。

　いやらしい姿を晒したことで、婚約者に嫌われたと思い込んでしまったナイアの瞳に、みるみるうちに涙が盛り上がってくる。

「こんな。わたしのこと、……きらい、ですか……？」

　聞いただけなのに、レオンの目が一瞬獣じみた気配を帯びた。

「愛していると言ってるだろう」

　怒ってるんだ。ナイアは悲しくなる。

「じゃあ、どぉしてなにもしてくれないの……？」

　このままじゃ収まらない。何をどうすればいいのかわからないが、レオンでなければダメだということだけはわかる。

　なおもレオンを見つめているうち、彼はふーと息を吐いた。それからマントで包まれ、大事そうに抱えあげられる。

　視界が暗くなり、心地よい揺れを感じ、ナイアはとても眠くなってきた。

「……つい……せきは……」

　頑張って声を出すと、とても優しい声が語りかけてくれる。

「手の者が追っている。安心して眠りなさい」

　しばらく運ばれていると、空気が冷たく変わった。火照った体に心地いい。任務が終わった安心感からナイアは目を閉じる。

「お嬢様！」

　密やかな怒り混じりの声が自分を呼ぶ。

「大事ない。このまま私が運ぶから、馬車を回せ」

　やがてガラガラと車輪が回る音と、ゴトゴトと振動することから、馬車に乗せられたようだと察する。自分は、おそらくは彼に抱きしめられたままだ。

「……我慢するしかない夜だな、ナイア」

　熱い息が吹きかけられたな。そう思ったのが、この日ナイアが憶えている最後の記憶だった。

















四、辺境伯タウンハウスにて












　翌朝、目覚めると自室のベッドの中だった。目の前に銀髪で紫瞳の男性がいる。

「起きたか」

「……レオン……様……？」

　なぜ、レオンが自室にいるのだろう。

「大事ないか」

　心配そうに聞かれた。問題ないと答えようとして、口を噤む。昨日のことが蘇ってきた。とても淫らなことをしてしまったような？　ナイアの頬がみるみるうちに熱をもつ。

「昨日の男に心当たりがあるか？」

　質問してくる上司で婚約者の目元も、密かに紅い。

　じっと見ているとまずい気がして、ナイアは慌てて目を逸らす。

「えっと」

　しどろもどろになりながら、『男爵』が傷物との噂を流したこと、そしてランドリーメイドが関与していることを告げた。

「泳がせますか？」

　レオンに訊ねているのはフィン。兄の存在に、ナイアは初めて気がついた。

「お兄様？　いつのまにいらしたのですか」

　つい質問してしまったら、複雑な表情になった兄はボソっと呟く。

「ずっといたよ……」

「気づきませんでした」

「妹よ、それは閣下に夢中と言っているのと同義だが」

　笑みに殺気を滲ませているフィンの言葉に、ナイアは掛布の中に隠れ、レオンはわざとらしい咳をした。

「……ランドリーメイドだが。ナイアが傷の手当てをした布を見て、通じていた男爵に報告したに違いない」

「どうして実家の領にいるはずの私だと……あ」

　あることに気がついて、ナイアは顔を顰めた。

『下級官吏』として徹底するために、外出着などは給金で買えるものを着るようにしていた。だが、タウンハウスで過ごすときの室内着は、辺境伯領から持ち込んだ物。つまりは辺境伯家の令嬢が着るような衣服のままだった。レドウ家は華美な物を好む家風ではないとはいえ、庶民が着る服とは品質が違いすぎる。

「申し訳ありません。レオン様、お兄様。私の失態です」

　彼女が思いついた推論を話して聞かせると男二人は、むしろ感心した表情になった。

「よく気がついたな」

「迂闊でした」

　この家の高位の女性は辺境伯令息夫人である義姉、それからナイアだ。最高位である母は大怪我をして以降、滅多に帝都には来ない。

　ランドリーメイドは服や生地についてのプロなので、扱っている服から性別は勿論、身分やどれくらいの年齢の人物が身につけているものか、推し量れる。

　兄妹が述べたように、二人の油断だった。

「……後は、ランドリーメイドがいつから辺境伯家に勤めていたか、だな」

　レオンの言葉を受けたフィンはそっと扉の外に控えていた執事になにごとかを命じた。執事はすぐに貴族名鑑と、台帳のようなものを持ってきた。

　タウンハウスで雇っている、最下層の使用人まで網羅している帳面である。推薦状の他、本人申告の出自に加えて辺境伯直属の諜報部隊による裏書付きだ。

　極秘情報であるから検分できるのは辺境伯一家だけであるため、継嗣であるフィンが受け取って、女について記載した頁を繰る。

　そこでランドリーメイドの出自が知れた。裏書によれば、アウロ男爵の父親違いの妹。皮肉なことに、兄妹の母は先代男爵邸でランドリーメイドをしていたときに現男爵を孕まされた。

「先代男爵には継嗣がおらず、現男爵だけ引き取られたようです」

　台帳を見ながらフィンが説明する。

「アウロね……」

　兄が真顔になる。すぐにナイアが気づく。

「お兄様、なにか？」

「ああ、男爵の名前に覚えがあってね」

　再びフィンは執事になにかをとってこさせた。レオンが問う。

「フィン、それはなんだ？」

「僕の日記帳です」

　色褪せた表紙からして、数年以上前の物のようだ。フィンは数ページ、操ったあとに呟いた。

「ああ、そうだ。あのときの『彼』だ。ナイア、覚えてるだろう？　高等学院の入学式の『彼』だよ」

　兄に言われて思い出した。

「……ああ！」

「ナイア。なんの話だ？」

　レオンに訊ねられて、ナイアは説明した。

「高等学院へ入学した時の話になるのですが。辺境伯令嬢が公務官として働く時の心得をお兄様に教えていただいたのです」

　ただ入学式前日に教わったため、目立ってはならないと考えはじめたナイアは、急遽予定されていた首席入学者の答辞を辞退してしまった。ナイアの代わりに挨拶したのが次席のアウロだったらしい。

　フィンは続けた。

「気になってね。学院長に問い合わせた所、大失敗したそうです」

「……私のせいですね……」

　心構えの出来ていない所にいきなり挨拶するように言われたのだ、当然かもしれない。失敗するかも知れないと想定せず、知らない同級生に押しつけてしまった。

「原因は？　誰かに妨害されでもしたのか？」

　レオンが確認すれば、フィンが日記帳に目をはしらせた。

「彼は自分で原稿を書くと宣言したのです」

「私の草稿ではダメだったのですね。いまさらに申し訳ないです」

　しかし、男二人は冷めた表情だった。

「ナイア、同情は無用だよ」

「ですが」

「フィンのいう通りだ。気の毒ではあるが、愚かな男だ」

「虚栄心が邪魔したんでしょうけれど。ナイアの草稿は完璧でした。野心があるなら、そのまま読むべきでした」

　男爵は入学試験の時が成績の頂点だったらしい。学年最高位の辺境伯令嬢がトップであったと聞かされていたから他の貴族子女は甘んじていた。しかし、最下級貴族が実質のトップになったと知るや、中級貴族達のプライドが爆発したようだった。

　ナイアが思い出す。

「……そういえば。私たちの代は『歴代のなかでも平均が高い』と先生方がおっしゃっていましたわ」

　だからこそ、ナイアが楽々と平均より下を狙えたのだ。そうでなければ、さすがに未来の仕事のためとはいえ、矜持が傷ついただろう。

「……で？　その男爵とやらは、『せめて辺境伯令嬢よりは上位に立とう』と思ったのかな」

　レオンが皮肉げにいう。ナイアはハッとした。

「……そういえば。やたら成績を当てこすってくる同級生がいました。確かアウロさんでした」

　高等学院はトップから最後まで順位が張り出される。かの男爵は中の上くらいの成績だったから、指標にするにはちょうどよかった。

「「それだ」な」

　兄と婚約者の言葉が被った。

「男爵は親近感が高じて、ナイアに執着した、と」

「はあ」

　意味が飲み込めず、キョトンとした顔になる。けれど婚約者が殺気を迸らせれば、兄は壁にかかっていた剣を抜き放ち、研ぎ具合を検分している。

　ナイアはアウロと親しく話した事はないと、二人に説明した。

「たいした関わりはありませんでしたよ？」

　ナイアは二人に、せいぜい相手が自慢したことに自分が『そうなんですね』『すごいですね』とあいづちを打つ程度だったと説明する。

「「それだ」よ！」

　またしても婚約者と兄の言葉が被った。

「貴族は自慢と当てこすりと嫌味で会話が成り立つ。自分より上級貴族であるナイアに同意してもらったのだから、舞い上がるのもわかる。……忌々しいが」

　レオンが眉を顰めれば、フィンも困ったような笑みで妹を見る。

「ナイア。お前は男爵を堕としてしまったんだよ」

　彼女は眉を下げた。モノを上から下に落とすという意味ではなさそうだ。

「妹よ、女性慣れしていない男を恋に突き落とすのに、媚薬はいらないんだ……」

　兄が呻くように呟くかたわらで、なぜかレオンも眉間に縦皺を寄せている。

『ただ、相手の話を聞いてあげるだけで好かれてしまうのだ』と教えられ、ナイアはますます困惑した。

　彼女は皆目わからない、という表情で疑問を口にする。

「そうだとしたら、司祭さまはとても人気があるのではないのですか？」

　兄が頭を抱えたのち口を開きかけたら、なぜかレオンが割り込んできた。

「フィン。私がおいおい『教育』していくから」

　兄はレオンにむっとした視線を投げる。

「非っっ常に不本意ですが。肉親である僕より、婚約者である閣下にお任せするほうが良いのかもしれませんね。ですが、閣下」

「わかってるよ、次期辺境伯どのの雷光のごときレイピア捌きを、二度と味わいたくないからね」

　レオンが両の手のひらをフィンに向けた。

「……話を戻す。男爵は努力するもナイアと懇ねんごろになることはできず、卒業と同時に彼女は自領に帰ってしまった。こういうとき、庶民達は『ざまをみろ』というのだったか」

　レオンの顔が笑顔なのに目が極寒なのは気のせいだろうか。

「そして、おとなしく諦めればいいものを、身の程しらずな男爵こものはナイアとのつながりを持ちたいあまり、我が家になんとかツテを求めた。結果、父親違いの妹を潜り込ませた、ということでしょうかね」

　フィンが真っ黒い表情になっているのは気のせいじゃない。

　辺境伯の家であるから、子爵や男爵位の子女が使用人として働くことも稀ではない。学生時代のアウロ男爵が特にナイアに敵対していなかったとの判断で、ランドリーメイドは執事や家政婦との面談を経てタウンハウスに就職したのだ。

「あとひとつ。『アインホルン公務官』と『レドウ辺境伯令嬢』が同一人物だと、ランドリーメイドからの報告を得て、男爵が把握しているかだな」

　レオンの言葉を受けて、ハッとナイアは表情を強張らせた。

　別人を装ったということは、処罰の対象になり得る。しかし、フィンは首を横に振った。

「いいえ、家の中でも身近な者には『僕の家族について、誰かに問われても口にするな』と命じています」

「ではナイアのことは、タウンハウスのなかでも上級使用人以外にはバレていないということでいいか」

　レオンの表情が心なし安堵したようになっているのが妙に面映い。けれど嬉しく思う。

「大丈夫です」

　フィンの言葉に、レオンは表情をあらためた。

「ならばよい。……それで、御璽は無事か？」

　レオンの問いに、フィンはキッパリと答えた。

「はい。父と私しか知らぬ所にあります」

　ランドリーメイドは呼び出さない限り、この部屋までは入ってこられない。廊下にも護衛を立たせているから立ち聞きもできない。それでも三人は声をひそませていた。が。

　あ、とナイアは思い出した。

「大変よ、お兄様！　昨日娼館で『男爵』達が話していたの！」

『怪盗紳士』を使ってこの家を貶めようとしていることを話すと、兄の顔が剣呑になる。

「義賊だということをうまく利用されたな」

　レオンは呟く。

「新聞社は押さえたが、人の口に戸は建てられない」

　噂はおそらく、あっという間に広がる。だめだとわかれば、敵はすぐに人海戦術にでるだろう。

　辺境伯には信念がある。それは、大抵の場合は帝国と皇帝家にとっての正義である。しかしレドウ家は決して清廉潔白ではない。貴族なら皆知っていることだし、第一どの貴族もそうだ。けれど庶民はそうではない。辺境伯を慕っていた者達が一斉に離反していく可能性がある。

「帝都の民だけならまだいい」

　レオンの言うことがわかるのだろう、兄も苦々しく頷く。

　恐ろしいのは辺境伯領まで噂が到達したときだ。辺境伯家と面識ある者達は大丈夫かもしれないが、領民の中には揺らぐ者もいるだろう。

「一つ、手立てがある」

　レオンが重々しく口を開いた。

「『怪盗紳士』を、辺境伯の誰かに討たせる」

「なっ！」

　母を汚すなど、許さない！　思わず激しかけたナイアを兄が制止した。

　兄妹を静かに見つめながらレオンは続ける。

「『怪盗紳士』に御璽を盗みますという予告を出させる」

　盗みに入った紳士を、辺境伯の護衛達が撃退する。

「……なるほど……。そうすれば御璽は盗まれないし、『二十年前に盗まれた』と言う噂の信憑性は薄くなります。しかし」

　兄が苦渋に満ちた声を出す。

「問題があります。誰にその役を割り振るかです」

　危険な役目だ。下手をすれば命を落とすし、上手く行ったとしてもお尋ね者になる。

「私がやろう」

　レオンが言ったが、兄が猛反対する。

「尊い御身にそんなことをさせられません、僕がやります！」

「次期辺境伯たるお兄様もダメです！　私がします」

　だが兄がこれにも反論した。

「お前に汚れ仕事はさせない！　母上も望んでおられない」

　遅かった。

「すみません、もうやっちゃってるんです」

　ナイアがすまなさそうに自白すると、滅多に驚かないフィンが硬直した。

「……な……んだ……と」

「大公閣下の家に忍び込んで、レオン様に見つかったの」

　兄は開いた口が塞がらない表情になった後。壁から外し、そのまま腰に佩いていた剣の柄を握る。刹那、目にも止まらぬ速さで鞘から引き抜いた。

　斬られる。

　レドウ家の名誉を汚したのだから、手討ちにされるのは仕方ない、当然だ。

　覚悟して目を瞑ったが、いつまでも衝撃が来ない。恐る恐る目をひらけば、自死しようとするフィンの手首をレオンが押さえていた。ナイアは蒼白になる。まさか、兄がナイアの罪を被ろうとするとは！

「お兄様！」

　ナイアは悲鳴をあげた。

「義兄上。私の妻を悲しませるような真似は、やめてもらおうか」

　レオンは兄の手首をミシミシと音をさせるほどの力で握り、恐ろしい目でフィンを睨みつける。

　対する兄はとても静かだった。

「父からタウンハウスの監督をまかされている以上、ナイアの失態は僕の責任です」

「……いや……、お兄様……、やめてください……」

　ナイアは首を横に振りながら、口をわななかせる。

「妹は優しい女性です。自分の代わりに僕が責を負ったとなれば、一生後悔することでしょう。詮無き命ではございますが、これにて妹の助命嘆願をさせていただきたく」

「お兄様！」

　自分のしでかしたことで兄が罰せられるなど、耐えられない。

　ナイアは足をもつれさせながらベッドを降りようとしたが、レオンに静止させられた。

「大事ない。結婚前だが、情熱的な妻に夜這いされただけだ」

　レオンは侵入をなかったことにしようとしてくれる。

　ありがたい。しかし、許されるわけではない。ナイアは一生罪を背負っていかなければと思う。……夜這いとはなんだろうという疑問が浮かんだが。

　レオンの言葉はフィンに劇的なまでの効果を及ぼした。兄は唇を噛み締めたあと、跪いた。喉に当てていた刃を己の胸に向ける。

「我、フィングロウ・レドウ。今、この時よりレオンハルト・クロウヴスナー大公閣下の忠実なる騎士なり。この時より我が命、主に捧げまつらん」

　柄をレオンに差し出しながら、口上を述べる。『拒むならば、ただちに我が命を奪い給え』という騎士の誓いである。

　レオンは落ち着いて剣を受け取り、刃に口づけをして兄に返した。

「私も……！」

　言えば兄に睨まれ、レオンに肩をすくめられた。

「ナイア。あなたには皇帝陛下の前で私への愛を誓ってもらわねばならない。騎士の誓いなど要らぬ」

　ナイアは真っ赤になった。レオンは兄に宣言する。

「辺境伯家が皇帝家に忠実である限り、命を投げ出す必要はない」

　兄とナイアは深く頭を垂れた。レオンが咳払いをする。

「……で、『怪盗紳士』が辺境伯に盗みに入る日なんだが」

「僕が所用で館をはずせば、一石二鳥です」

　目を輝かせたフィンが提案すれば、レオンは首を横に振った。

「ならぬ。フィンには『予告状に激怒して、より一層の警護を固める』役目がある。留守居の護衛達だけでは信憑性に欠ける」

「ならば、私が！」

　ナイアが口を挟んだ途端、男達は『余計、駄目だ！』と彼女を睨みつける。ナイアがひゃ、と首をすくめると、二人の男はあらためて対峙した。

「フィングロウ・レドウ、私の騎士よ。主に逆らうなよ？」

　レオンが傲岸な調子でのたまえば、フィンは落ち着き払って反論する。

「汚れ仕事を自ら行おうとなさる主に足を引っ掛けて転ばせ、倒れたところを絡めて、縛って転がしておくのが臣としての忠誠の証でございます」

　丁々発止の結果。

「では、フィン。お前が怪盗紳士をするというならば、本日この時よりナイアを大公邸へ連れ込んで彼女を抱き潰す。レドウ家がいかに抗議しても結婚式当日しか、我が館より出さないが、どうする？」

　最後通牒をレオンが持ち出した。ナイアは意味もわからず真っ赤になったが、真顔になったフィンは無言で鞘に収めたレイピアを、再びスラリと抜き放つ。レオンも面白そうな顔になり、腰に帯びていた剣の柄に手をかけた。あわや高等学院に残る、伝説の決闘の再現となりかけた。

　しかし。

「義兄弟で命を縮めあうこともあるまい。どうだ、フィン。ここで私を怪盗紳士にすることに同意したら、ナイアの結婚衣装は辺境伯家に任せよう。レースは大公家伝来のものを使用させてもらうが」

　レオンがにっこりと提案し、妹のドレスを用意することをかねてから望んでいたフィンが折れた。

　――婚約者がレドウ家のタウンハウスから辞したあと。ナイア付きの侍女が来て、湯の支度をしてくれた。

　いつも通り服を脱がしてもらっていると、侍女の手が一瞬止まる。

「どうしたの？」

「お嬢様の肌に、鬱血痕……いえ、痣が」

　言われてみれば、腕や胸元に腹などに、紅い花びらのような痣がいくつもある。

「どこかでぶつけたかも」

　身に覚えのないナイアは気にしていなかった。

「……さようでございますか」

　気のせいか、施されたマッサージは普段より念入りだった。






　翌朝。ナイアは見苦しくない程度の早足で上奏室に到着し、やや乱暴にドアを開けた。

「おはようございますっ」

「はい、おはようございます」

　補佐がいつもと変わらぬ装いで座っている。

「……大丈夫でしたか」

　密やかに訊ねられ、ナイアもヒソヒソ声で返事をする。

「数か所、痣はありましたが元気です」

「…………それはよかった……」

　補佐は目をあらぬ方向に向けたまま、つぶやいた。

「ど」

　うしたんですか、と聞こうとしたら。

「今日の号外見たかっ」

　シュンケル先輩が新聞を持ちながら扉から飛び込んできた。

「出ました、『怪盗紳士』！」

　他の先輩がたも、わっと湧く。

【クロウヴスナー帝国歴四百五十二年の黒玄の晦日かいじつ、帝都のレドウ辺境伯家のタウンハウスに預けられし、一番大切な物を貰いうける。怪盗紳士】

「よりによって『皇帝家の盾であり剣』の辺境伯家に押し入ろうなんて、正気の沙汰じゃないな！」

「しかも辺境伯が所持しておられる『仮王の御璽』の盗み予告だろ？　なにを考えているんだ、所詮は盗賊ということなのか」

　先輩がたの会話を、ナイアは痛みとともに受け止めていた。

　辺境伯の正義を民から失わせるより、母の名誉を貶めるほうが傷が少ない。それでも忸怩じくじたる思いが胸に広がる。

　ソルゲが首を捻る。

「……『怪盗紳士』は義賊ですよね？『帝国の正義』である辺境伯を狙うなんて、おかしくないですか？」

　陳情書を漁っていた他の先輩が相槌を打つ。

「……辺境伯家にも、後ろ暗いことがあるって意味だろうなあ」

　きた。

　結局は民衆の考えもそこに行き着くならば、『怪盗紳士』を持ち出す必要はなかったのではないか。ナイアは唇を噛み締める。

「生きていれば、光の部分とともに闇の部分もありますよ」

　補佐がのんびりとした口調で言う。みるみるうちに室内の温度が通常にもどっていく。

「そりゃーそうですよね」

「自分らだってそうですしねー」

　ガタガタと先輩がたが席につく。

「『怪盗紳士』には本物と偽物がいるのではないかと思います」

　補佐の言葉に先輩がたが注視する。

「……と、いいますと？」

「二十年前に活躍していた『怪盗紳士』が本物」

　補佐の言葉に、先輩がたの顔に納得と言う表情が浮かんだので、ナイアは止めていた息を吐いた。

「そして本物に憧れた今回は、偽物の仕業」

「そー言われれば。パン屋の時と同じく、今回も愉快犯の可能性が高いですよね……」

　違う。ナイアはがたっと立ち上がった。

「でも！」

「……アインホルン？」

「やっていることが義賊であれば『偽物』とは言い切れないんじゃないでしょうか？」

　ナイアの剣幕に先輩がたは気押されたようだった。

　互いに目を見交わした後、昨日酔い潰れていたシュンケル先輩が頭を押さえながら呟く。

「……気持ちはわかるけど。盗み自体が犯罪だからな……」

「ですが……！」

　不毛な議論に決着をつけてくれたのは補佐である、レオンだった。

「大きな声では言えませんが。帝国に仇なすなら偽物。我々が内心快哉！　と叫べば本物。それで良いのではないですかねー……」

「なるほどぉ～」

　先輩がたは納得して席についた。






　しかし世間は上奏室のようにはいかなかった。

　特に側妃の実家である侯爵邸の中では、当然のことながら憤懣やるかたないといった様子の侯爵が男爵相手に喚き散らしている。

「『怪盗紳士』だと？　ふざけ者がしゃしゃりでよって！　これでは辺境伯所持の御璽が偽物という噂をばらまけないではないか！」

　記事によれば、新聞社に予告状が投げ入れられた。

　記者がおそるおそるレドウ家に伝えたところ、辺境伯家ではむしろ嬉々として迎撃体制を整えたという。あまりにアリの子一匹這い出る隙間がない布陣なので、辺境伯家を支援するため、皇帝陛下から差し向けられた騎士団や警邏隊までが『さすが』と感嘆したという。

「……こうなれば仕方がない。世間の目が辺境伯家に向いている間に、帝立文書院を襲わせよ。御璽の印影を奪え。そして明日、同じ手口で新聞社に投げ入れるのだ！」

「そ、そればかりは……！」

　男爵の顔には、ありありと『とんでもない相手と組んでしまった』という後悔が見える。自分が流した傷物令嬢という噂は無邪気なものだが、侯爵の行おうとしていることは明らかに皇帝への叛意ありとみなされてもおかしくない大罪だ。百歩譲っても、皇帝家から信頼の厚い、民からも人気の高い大貴族への嫌がらせである。辺境伯家から反撃を喰らえば、男爵家は消し飛ぶ。侯爵家とて無傷では済まされまい。

　だが。

「やるのだ、アウロよ。ここまで来れば我らは共同体だ。逃れることは許さぬ」

　目の据わった侯爵に命じられれば、断れない男爵の姿があった。






　クロウヴスナー帝国の四百五十二年目が終わろうとする、黒玄の晦日かいじつ。

　帝都にある、辺境伯のタウンハウスは密やかな興奮に包まれていた。野次馬たちも十重二十重にして詰めかけている。

　十何年ぶりに『怪盗紳士』が現れたのだ。

「ご丁寧に、新聞社に予告まで投げ入れたってよぉ」

　模倣犯はこれまでもいたが、今回は注目度が違う。

　なんと、盗む対象は『皇国の盾であり剣』の辺境伯が所持している『仮王の御璽』なのだから。

　人々は辺境伯の正義を信じている。しかし心のどこかで『怪盗紳士』が盗み出すことに成功したらいいな、という期待めいた気持ちもある。

　野次馬の誰かが口にした。

「なあ、辺境伯様が所持しておられる『仮王の御璽』ってタウンハウスにあるのか？」

　聞き止めたほうは能天気な答えを口にする。

「そりゃーあるんだろ、なんせ『怪盗紳士」が予告したんだから！」

　人々は、物々しい警護の辺境伯のタウンハウスを見上げた。

　予告は急、領は遠いというのに。これだけの騎士達をかき集められたのは、さすがというしかない。

　辺境伯は領で静観。二十六歳の長子フィングロウが全面指揮にあたるという。

「若様って、確か高等学院でも歴代秀才に名を連ねておられるっていうけど……。細身で女みたいに綺麗な顔をしてらっしゃる方だろう？　大丈夫かな？」

「ところがどっこい！　若様は、かの『高等学院の戦い』の当事者だってよ！」

「なんだ？」

「知らないのか、なら教えてやろう……！」

　――その、兄は。応接間に陣取って各隊長に次々と下知を飛ばしている。フィンの顔に気負いはなく、むしろ罠に飛び込む獣を待ち構えている狩人の余裕すら見える。

　隊長達は父の次に兄の智勇を信頼している者達だから、フィンの命令に軽口を挟みながら嬉々として従っている。

　ナイアは、和気藹々としつつも臨戦体制の彼らを横目で見ながら、静かに自室に下がった。

　彼女も、辺境伯領騎士団の制服を着ている。細剣を腰に挿した、凛々しい姿だ。とはいえ制服は、花盛りの体の線を主張してやまず、ナイアを艶かしく見せていた。

　タウンハウスは外には期待を、中には緊張を漲らせたまま時間が過ぎていく。

　……真夜中になった頃、館がざわついた。何者か場を撹乱したのか、騒乱の気配が伝わってくる。ナイアは息を殺して寝室でじっと待つ。

　キィ。

　風がないのにテラスに面した窓が開く。

　おそらく男であろう体格の人物が、しなやかな動きで部屋に入ってきた。

　賊は月明かりをもとに、乙女が眠っているはずの寝台にそろそろと近づいていく。彼が掛布を剥ごうすると、下から剣が突き立てられた。

　賊が飛びすさる。

　掛布が勇ましくめくられ、騎士が剣を構える。細い腰、美しい曲線を描く肢体。勇猛果敢という言葉よりは、男装の麗人という言葉が相応しい。

「あなたは、私が『レドウ家に預けている、一番大切な物』がなにかを知っているのだな」

　月光で、賊が仮面越しにでも微笑んでいるのがわかった。

　――民は『仮王の御璽』のことを小さい頃、親から聞き及んで育つ。ときに圧政下の灯火であり、皇帝家の自浄作用を信じていられるからだ。それがゆえに予告状に認められていたという【一番大切な物】は、『仮王の御璽』と疑わない。否、皇帝陛下が戴く冠の次に尊い宝物との認識であった。レオンは人々との認識の差異を突いたのだ。彼にとってレドウ家で一番大切な物、それは婚約者のナイアに他ならない――

　それを隙と見たか。

「ヤッ！」

　令嬢の口から気合いと剣風が飛んでくる。狙いは正確。賊が剣で軌道を逸さなければ、切り裂かれて怪我をしていたところだ。

「どうやってこの厳戒態勢を掻かい潜くぐりました？」

　ナイアの表情は驚嘆とも賛美とも――。そして彼女の瞳は油断なく男を見つめている。

「あなたの剣筋は甘い。十四歳の頃の兄にすら、到ってない」

　男から挑発するように告げられて、ナイアの双眸に焔がともる。悔しそうな表情を消し去ったのち、呼吸を一つすると、平静さを取り戻した。

「お兄様は十二歳で辺境騎士団の副団長に命じられたほどの腕前ですもの、当然ですわ」

　不敵な笑みを浮かべた彼女は再び身構える。

「私への評価は、追い出されたら是非とも改めてくださいませ！」

　びゅ、と剣がレオンの喉元を襲う。しかし、レオンには余裕があった。

「それでこそ私の姫君だよ」

　男の剣に掬い上げられた彼女のレイピアは、ざくりと天井に突き刺さる。

　ナイアは天井をチラリと見る。タウンハウスとはいえ、天井が高い。柄は飛び上がっても届きそうにない高さにあった。

「普段のレイピアなら、飛びあがれば柄に届いたかもしれないが。室内戦を想定して、短めの剣を用意していたのが仇となったな！」

　レオンが攻撃に転じた。

　右に左に剣風が起こる。きっちりとまとめていたナイアの髪がばらばらになり、一房ほど宙に舞う。

　彼女はダンスのステップかと思うほど、華麗な足捌きでレオンの猛攻をかわし後退する。……どころか、間合いを詰めてきた。

「以前、フィンと剣を合わせた時、彼も同じ足捌きをしていた。辺境伯領で代々伝わる踊りを取り入れたものだね」

「……お調べになられたんですね」

　ナイアが独りごちる。彼女の顔が一層真剣になったのを認めたレオンは、酷薄な笑みを浮かべ、剣を横に払ってきた。彼女が飛び退った所へ彼の剣が薙ぐ。

　と。

　仮面の中でレオンの目が大きく見開かれる。ナイアは男の剣を、跳ね板のごとく利用して天井に刺さった剣に飛びついた。

　そのまま彼女はしばらくぶら下がる。

「……軽やかだな」

　レオンが下から剣を繰り出せば、空中と思えないほどナイアは鮮やかによける。やがて、彼女の重みと動きで剣が刺さっていた穴が緩んだ。

　ナイアの着地が予想される場所へ、レオンが剣を突き出す。

「我が領の新兵に初めて課される訓練は、森林の中での追いかけっこなのですよ」

　ニコリと笑ったナイアは回転すると、難なく避けた。

「なるほど。辺境伯騎士団の強さの秘密か」

　着地したナイアは落ちついてレオンに剣先を向ける。

　彼女の、紅潮した頬。荒い息で弾んでいる胸。緩やかに開かれた唇から吐き出される息は甘い。それらをレオンがじっと見るうち。

「ナイア。強くて気高くてとぼけていて鈍感なあなたを、どうしようもなく愛している」

　賊の唇から、そんな言葉が漏れ出た。

　愛の言葉を聞いてしまったナイアの瞳が、思い切り見開かれる。本当ならば、乙女心を利用した詭弁、と疑うべきであったのに。

　ナイアの目の前の『怪盗紳士』は己の顔を手で覆っていた。

「……いかんな……」

　彼自身、無意識であったらしい。

　ナイアも真っ赤になったあと、泣き笑いみたいな表情になった。彼女の紅い唇も、真摯な言葉を連ねる。

「私も高潔でありながら清濁合わせ飲む剛直の士、レオンハルト・クロウヴスナー大公閣下を愛しています」

　矛盾した言葉で男を称賛し、彼への愛を囁いた彼女は、改めて剣を構える。

「私の、体も魂もレオン様のもの。心よりお慕いしております」

　熱烈な告白に、賊の口元に笑みが浮かぶ。
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　だが。

　バタバタと廊下を駆けてくる音や「お嬢様！」という声が近づいてきた。

「完敗だ」

　賊は、入ってきたテラスへと身を翻す。愛おしい人の背中を見つめながら、ナイアは髪を手早くまとめなおした。

　ふ、と賊が顔だけ後ろに向けてくる。

「また会おう、ナイア」

　今度こそ、逃がさない――そんな囁きがナイアの耳に届いたとき。

「お嬢様っ！」

　ドアが大きく開かれた。

「賊は逃亡しました、追ってちょうだい」

　騎士団の制服を身につけ、髪の一筋さえ乱れていない令嬢は平然と言ってのけた。しかし窓は開け放たれ、天井には剣が突き刺さったあとが認められる。

「はっ！」

　バタバタと駆け去っていく音を聴きながら、ナイアは凛とした態度を崩さなかった。しかし。

「レオン様から『愛している』と言われた……」

　彼の言葉が頭の中を繰り返し巡る。

「嘘じゃないわよね？」

　そう呟いた彼女の頬は紅く染まり、瞳はいつまでも恋しい男性が去った窓を見つめていた。

　――翌日の新聞が伝えたところによると、『怪盗紳士』と名乗った賊は、あまりの警戒ぶりに侵入したものの逃走。しかし、詰めかけた野次馬同士のあいだで同時に騒ぎが起こり、辺境伯領騎士団の捜査を妨害。騎士団が駆けつける前に逃げおおせたという。

　そして同じ新聞の大見出しには。

【帝立文書院が襲撃され、『仮王の御璽』の印影奪われる。辺境伯邸への侵入は陽動か】と記載されていた。

















五、帝立文書院にて












　明けてクロウヴスナー帝国歴四百五十三年、白銀の月、朔日。

　帝国を事件が揺るがしている。

　昨晩、『怪盗紳士』の侵入を許したレドウ辺境伯のタウンハウスは、新たな衝撃に包まれていた。

「やられた……！」

　兄がうめくのをナイアは黙って見つめる。

　せっかくレオンが己の身を盗賊に堕としてまで我が家の御璽を守ってくれたのに、なんにもならなかったという無念感がナイアを襲う。

　印章は届け出なければ効力はない。ゆえに庶民は公立文書院、一代貴族を許されている大商人を含めた貴族は帝立文書院に、提出が義務づけられている。

「被害甚大になるから、帝立文書院のほうが厳しい警備のはずなのに……」

　ナイアは呟いた。

　しかも、賊が狙ったのは皇帝から下された、御璽の印影のみ。

「『敵』は、どうあっても我が家と一戦まじえたいようだ」

　兄から邪気と殺気が迸る。背後には黒いもやが立ち込めている気がするのに、こんな時のフィンの微笑みはそれはそれは美しい。

　公立なら警備の責は都政官、帝立ならば宮中伯が責を負う。貴族達は怒り心頭だろうが、自分達には被害が及ばなかったので、ほっとしていることだろう。中には辺境伯の不幸を喜んでいる輩もいるかもしれない。あるいは、この機会に我が家を追い落としたいという邪心を抱く者も出てくるだろう。……そんな貴族の思惑を汲んだ捜査は、のらりくらりとしたものとなる。

　そこへ早馬が到着した。遠く辺境伯領にいる父からである。

　ナイアにとって、ここ数日は怒涛の連続だが、実は『怪盗紳士』が新聞社に予告してから、三日目の朝にすぎない。帝都から領へは馬車で十日、早馬でも三日の距離がある。

「……光通信か？」

　兄の言葉に執事は静かに頷く。

　砦から砦へ、手鏡で太陽の光を反射させて送る通信方法だ。狼煙のように大量の薪も不要であるし、風に左右されない。天候の安定した地域ならば、うってつけである。なによりも、角度を計算すれば送りたい地方にのみ送れるので、狼煙より機密性が高い。

「まだ研究の余地はあるが、非常時には重宝するな」

　呟きながら兄が手紙を読み解く。

「お兄様、お父様からの手紙にはなんと？」

　ナイアが訊ねる。

「『フィングロウ。皇帝陛下にお会いし、宮中伯に叙爵されよ』と書いてある」

　……この国では、宮中伯は皇帝陛下の執事といった意味あいである。一代限りで、皇帝陛下の居城の人事・予算・警護を管理する長、といった役割を持つ。

「お父様？」

　ナイアはギョッとした。

　父の手紙は爵位をねだれ、と言っているようなものだ。兄は落ち着いて続きを読む。

「『あるいは宮中伯の職分の中でも、帝立文書院について譲渡を願いでよ』と。……なるほどな」

　一般貴族は帝立文書院に提出は可能だが、立ち入ることは許されない。宮中伯ならば文書院長の立会のもと、院内捜査を行える。そして、最強の操兵力を誇る辺境伯の子息であれば、帝宮を守っている現存の兵達だけでも、より警備を堅固にできる。

「……確か、現宮中伯様は」

　ナイアが貴族年鑑を浚った知識を呟く。兄が同意してくれた。

「ああ。前皇帝陛下のときより務めておられる方だから、ご高齢だと聞いている」

　と、いうことは、いずれは代替わりが必要なのだ。ならば兄が任命される可能性は十分ある。けれどナイアは心配になった。

「お兄様。一部譲渡とはいえ、我が家の権力が巨大になりすぎませんか」

　辺境外と宮中中を一貴族が押さえる。

　誰かが「辺境伯、謀反の気あり」とでも旗印を掲げれば、全貴族対辺境伯家ともなりかねない。……別に構わないのだが、旗印を皇帝家が鵜呑みにしたら。

　兄はきっぱりと言い切る。

「皇帝陛下の下知あれば、我が家はどこまでも恭順の意を示す」

　ナイアは深く頷く。兄はつぶやいた。

「まずは印影が無事なことを証明しないとな。そのために皇帝陛下にお会いしなければならない」

　ナイアは目をぱちくりさせると、兄はもう一度告げた。

「『仮王の御璽』の印影は無事だ」

「どういうことですか」

　あんなに大きく新聞に出ていたのに？

「敵のはったりだ。おそらく我が家が確かめに来たところで、強奪するつもりなんだろう」

　ナイアは首を傾げた。わかったようでわからない。いかに警護が厳重な文書院といえど、自分達の守備範囲外。辺境伯領かつ辺境伯騎士団が守っているならば、印影は無事だと言い切れるが。『奪われていない』と言い切る、兄の自信はどこから湧いてくるのだろう。

　フィンは妹の疑問はわかっていると言いたげな表情を浮かべる。けれど、教えてはくれない。

　兄は支度を終えると、部屋着のままだったナイアに命じる。

「ナイア、お前もおいで」

「……でも」

　こんな状態で出仕しろというのだろうか。

　兄はナイアの心情がわかっているようで、今度は説明してくれた。

「『アインホルン公務官』ではなく、『婚約者のいるレドウ辺境伯令嬢』として、僕と一緒に来るんだ」

　ナイアが慌てて執事を振り返ると、得たりとばかりに扉の外に控えていた誰かに命じてくれた。きっと、ナイア付きの侍女に着替えを手伝うよう、言付けをしてくれたのだ。

「……レドウ家の者として、文書院に抗議するということですか？」

　妹からの質問に、笑顔を浮かべたまま兄は首を横に振った。

「違う。お前が大公閣下とともにあらたな『鍵』となるんだ。ああ、お前の印章を忘れずに持っていくんだよ。それと、閲兵式用の白無地の手袋をつけておいで。新しいものも予備で持っていくように」

　軍服用の、なんの飾りもない手袋を用意するように指示されたが、わからない。

「……どういう、事でしょう？」

「話は後だ。誰か二騎早馬を飛ばせ。一騎は陛下へ謁見を願い出る。もう一騎は、ナイアの婚約者であられる大公閣下にも、謁見に立ち会い頂くよう、お願い申し上げよ」

　執事は早馬の支度をさせるため出て行った。代わりにやってきた侍従へ、兄は立ったまま筆記ができる紙挟みを持ってくるよう指示する。ナイアはますます訳がわからなくなった。

　しかし、まずは皇帝陛下の御前に伺候しこうできるよう身支度を整えるのが先決である。ナイアは急ぎ自室に戻った。

　大急ぎで公務官の制服ではなく、デイドレスに着替える。全貴族を招集しての謁見ではないので、平服で良いとのことだった。

「あの、鍵とは」

　優雅にエスコートしてくれながらも、足早に歩く兄。彼に遅れないようついていきながらナイアは問う。

「あとだ」

　歩きながらも文書院の警護について指示している兄に、ナイアはそれ以上なにも言えず黙って馬車に乗り込む。

　馬車に乗ってからも、兄は馬で並走している従者に細かに指示を与え、あるいはどこからかもたらされた書状を受け取っていた。

　……レオンと二人、どんな役割をするのか聞いておきたいのに、聞ける雰囲気ではない。

　ナイアはぼんやりと車窓から外を見る。

　普段、タウンハウスから歩いて帝宮に出仕しているのに。馬車に乗って移動するとは、不思議な気分である。

　実際のところ、タウンハウスから帝宮に歩いて向かうのと馬車とでは、馬車が急使でもなければあまり速さは変わりない。しかし、歩いたほうが街の情報が得られやすいとナイアは思う。

　――皇帝陛下への謁見は急なことであったにも関わらず、すぐに叶えられた。やはり事件を重く見ておられるのだろう。

　御席のそばには当然のようにレオンが控えている。

　皇帝陛下はフィンから捧げられた父の書状を読んだ。

「あい、わかった」

　なんと、その場で兄は宮中伯に命じられた。

「無論、制限はつけぬ。とりあえず、文書院については采配を任せる。おいおい、現宮中伯から引き継ぎを受けよ」

　ナイアは驚きをなんとか呑み込む。

　……確かに、通常の役職についての任命は議事会の承認が必要であるのに対し、宮中伯は陛下が即日任命できるのではあるが。一部分だけでも大変なことなのに、まさか宮中伯全ての権限を預かるとは。

　陛下が顔をほころばせられる。

「余としては、優秀なそなたを手足のように使える。むしろ、僥倖だ」

　ちらりと見れば、兄は涼しい顔である。しかもだ。

「期間は私が辺境伯を継ぐまでとさせていただきます」

　堂々と言い放つので、ナイアは『不敬ですよ』と叫びそうになるのをなんとか我慢した。

「さて。オーガスタンには長く辺境伯でいてもらわねばな」

　不遜もいいところであるのに、皇帝陛下は咎めもせず、笑ってくださる。と、陛下がナイアにウインクをよこしてきた。

「レドウの娘よ。目を白黒させるそなたの感覚は、貴族としては正しい。だが、そなたの兄といい父のオーガスタンといい。レドウは皇帝家に対して、代々こんな態度をとるのだよ」

「も、申し訳ございません……！」

　ナイアは兄の代わりに慌てて頭を下げる。

「良い。それも『盾であり剣である』レドウゆえ」

　我が家からの忌憚のない意見や諫言を受け入れてくださるということか、とナイアは頭を下げながら思う。

「……フィングロウ、まずは今日より、文書院の警備及び管理を務めよ」

「は！」

　兄が頭を垂れると、勅令を羊皮紙に書きつけた秘書官が陛下へ捧げ渡す。

　侍従が小机を用意して、陛下が玉璽を押印されたのち、おしいただいた侍従がナイア達に開示した。

「新宮中伯、ならびに都政長官よ。『仮王の御璽』の印影を至急、捜索せよ」

　皇帝陛下に命じられて、ナイア達三人は共に頭を深く垂れた。そうだ。大公は都を領としており、帝宮の『外』の捜査権は彼にあるのだ。

　三人はまずは印影を確認するため、帝立文書院へと向かう。

　――文書院の建物は、外宮（政庁）と議事堂と三角形をなす場所に建てられている。

　兄が采配を始めていたので、辺境伯領の兵達が既に警護にあたっている。

　ナイアはほっとした。彼らならば我が家を裏切らない。兵の一人一人、その家族まで顔を知っている。父祖の代から培ってきた、揺るぎない信頼で結ばれている。

　レドウ領兵達ならば、文書院で戦闘になっても互角以上の、有利な展開で戦いを進められるだろう。

　兵士達が敬礼するなか、白髪頭の文書院長が入口で三人を待っていた。レオンと兄が目を見交わし、兄が文書院長に問う。

「状況を聞きたい」

「は」

　厳密に保管するものだから、入口は一箇所しかない。

　建物は堅牢な石造りで火も矢も効かない。……流石に投石機や破壊槌だと破壊は免れないだろうが、そもそもそんな兵器を使うような事態は、帝都が陥落でもしなければあり得ない。

　窓も、人が入れないような細い明かり取りだけ。定期的に建物の外周も騎士が巡回していたとはいえ、実質守っていた者は入口の二名のみだった。

　一定の時間ごとに交代となるが、その際に襲撃されたらしい。建物近く、布を被せられた状態で安置されている殉死者達へ、三人は黙祷を捧げた。

「交代要員の二人も、別の場所で毒殺されておりました……」

　院長が悲しみを堪えながら報告してきた。

「解錠せよ」

　兄が命じると、文書院長が服の隠しから鍵を取り出した。……鍵は長い鎖で、院長の首にはめた輪に繋がっている。

　一の扉、二の扉、三の扉。最後の四の扉は石造りの両開きで、屈強の兵が一枚の扉ごとに二人がかりでようやく押し開く。

　埃っぽいような、書物の独特の匂いが鼻腔に届く。すん、とナイアは匂いを嗅いだ。一瞬饐すえた匂いがしたようだが、気のせいだったろうか。

「こちらです」

　院長が差し招いたので、ナイアは慌ててレオン達の後を追う。

　明かり取りの窓からの光量だけでは薄暗いので、レオンがカンテラを、そして兄が万が一のため消火用に水の入ったバケツを持つ。……ナイアは兄がもってきた携帯用の紙挟みを肩から掛けている。彼女は貴婦人なのだからと、男たちはこれ以上の重さをもつ事を許さない。

　建物に慣れているのだろう文書院長が、三人の先に立って道案内をしてくれる。

　外は辺境伯領兵が取り囲んでいる。

「院長」

　レオンが口火を切った。宮中伯の権威を冒す行為であったが、フィンは異論を申し立てない。

「襲撃されたにもかかわらず、なぜ文書院が開かれた？」

　白髪の老人の背中がびくりと跳ねた。

　死亡した騎士達はあくまで外の警護だ。鍵を持っていない彼らを殺したとて、中には入れない。

「一の鍵は議事堂から。二の鍵は近衛詰所で。三の鍵は外宮よりと、それぞれ借り出さねばならない」

　厳重を極めるため、鍵は一つところには保管されていない。

「そして四の鍵は代々文書院長、つまり当代はお前が所持している。事件当日、お前が四つの鍵を全て保持していた」

　レオンがそれぞれの申請帳の写しを持っている。

　文書院長以外が借り出す場合、院長の許可証が必要だ。勿論、当人が使う場合はサインのみで良いが、日付は昨晩のものだった。

「……院長様自ら、開けられたということですか」

　ナイアは呆然としながら、年老いた男を見た。なぜ、そんな。この建物が、否。保管されている物がどれをとっても大事であることを、誰よりも知っている人物が。

　彼女の視線の先で、院長の体が一回り小さくなったようだった。

　レオンは冷たく言い放つ。

「急な『依頼』だったから、鍵の偽造まではできなかったようだな」

　院長は床に目を落としたままなので、レオンの言葉を聞いているかわからない。けれど、緊張している様子が窺える。

「お前が解錠しなければ、兵達が殺されたとしても印影は奪われなかった」

　静かに、そして冷酷にレオンが院長を責める。一気に老け込んだ院長はまるで石像のようだ。息をするのも喋るのも苦痛だとも言いたげに、重い口を開いた。

「……命より、大事なものがあると……？」

　ナイアはぎゅ、と手を握り込む。

　確かに、ここにあるのは紙や石、金属の塊に過ぎない。人の命は失ってしまえば取り返しはつかない。

　だがレオンは冷徹な言葉を紡ぐ。

「印影が奪われたことで、これから何万と命が奪われていく。そんなこともわからなくなったか」

　院長の体は震えていた。

「お前の孫が行方不明のようだな」

　レオンの詰問に、院長が喘いだ。

「『孫の命が惜しければ、解錠せよ』とでも命じられたか」

　院長がガックリと床に膝をつく。ナイアは、気の毒になった。

　我が子よりも孫の方が可愛いと聞く。孫を害されれば、我が子も嘆き悲しむ。そんな中で非情な選択を、どれだけの人間ができるというのだろう。

「安堵せよ。一家は保護している」

　フィンの言葉に、院長が顔を上げた。涙を溜めた双眸で、わなわなと唇を震わせている。

　床に這いつくばりながら、乞うた。

「娘夫婦と孫さえ無事でありましたら。閣下、我が命いかようにでもなさってくだされ」

　レオンも同じく床に膝をつくと、院長の肩に手を置いて安心させた。

「お前は命を賭して守らねばならぬ物を奪われた罪に問われるが、悪いようにはしない。誰に命じられたかを証言できるな」

　院長は涙を流しながら、とある侯爵の名前を告げる。想像したとおり、側妃殿下の父の名前だった。

「ナイア」

　レオンに手を差し出され、ナイアは肩からかけていた紙挟みを開く。レオンは紙挟みに向かい、携帯用のペンでサラサラと書きつけた。

　彼が書き終わると、兄もなにか書き足す。そして羊皮紙を掲げると、外の辺境伯領兵に命じた。

「宮中伯と都政長官が命じる。侯爵を捕縛せよ。ついでにうろちょろしている腰巾着の男爵も捕まえろ！　二人を帝都から逃すな！」

　一人がその命令書を受け取り、駆けていく。

　もう一人が文書院長を連れ出した。院長の背中をしばらく見つめたのち、兄がくるりとこちらに戻ってきた。

「さて、お二方。こちらです」

　今度は兄を先頭に、三人は文書院の奥をどんどん進んでいく。

　林立する書棚の間に、何棹もの、印影を保管しているとおぼしき鍵付きの棚がある。古語で区画を示すプレートが打ち付けられている。

　レオンがつぶやく。

「途方もない数だな」

　死亡届と引き換えに返還するらしいが、故人の印章をそのまま受け継ぐ場合もあり、預けっぱなしという家も多いらしい。いずれにせよ、一つの領地を左右するほどの印影もあるから、失くしては一大事だ。それをおそらく、文書院長がたった一人で管理していた。

　どれほど孤独で、しかも重要な仕事だろうか。それなのに、評価されることはあまりにも少ない。

「お兄様」

　ナイアは控えめに話しかける。越権行為だが、それでも身内の甘えから願ってしまう。フィンが独り言のようにさらりと呟く。

「院長は高齢ということで引退させる」

　ナイアはほっとした。ならば老人の名誉は、取り返しのつかないほどには傷つかない。

「次の院長候補は近日中に。それまでは整理と記録が得意な兵で管理することにします。……さてと。僕は明日から宮中伯としての仕事が始まる」

　人も羨む地位であるのに、ちっとも嬉しくなさそうなのが、兄たる所以だ。

「ナイア、辺境伯継嗣としての仕事を少し下ろすね」

　兄に言われてナイアはしっかりと頷いた。

　――ようやく。とある壁の前で兄の足は止まった。

「父から、『仮王の御璽』を守るために文書院ができたと聞いております」

　フィンの独り言めいた言葉に、レオンが相槌を打つ。

「なるほど。ほかの貴族達の印章を預かるのは、ついでということか」

「ときの辺境伯が、陛下から御璽を預けられたのを羨ましがった貴族達が真似し始めたのが、個々の印章の始まりだっていいますしね」

　兄の手が動いたとき、ふわりと風が動いた。チカリとなにかが光ったと認識した刹那。

　ギィン！　襲撃者の剣と、レオンの剣がぶつかり火花が散った。

　フィンが咄嗟に外に向けて呼笛を吹く。

「助勢が来るまでに片付けよ！」

　吠えながら襲撃者達が、三人を取り囲んだ。

　レオンは徐々に襲撃者を圧しながらニヤリと笑う。

「なるほどな。書院の中が臭うと思ったが、原因はお前達か」

　先ほど匂ったのは襲撃者達の体臭だったのだろうと、ナイアも納得した。

　……彼らが行えたのは、院長に鍵を開けさせて印影を盗もうとしたまでだった。……もしかすると、院長も保管場所を知らなかったのかもしれない。そこで襲撃者らは『印影を奪われた』と虚偽の申告をするよう、院長を脅したのだろう。自分達辺境伯家の者が必ず調べにくるとふんで、この者達は書院の中に潜んでいたのだ。

　兄も剣を抜き、応戦する。

「ふ。多勢に無勢だ。優男二人が足手まといの女を守りながら、我らの攻撃をどれだけ防げるかな！」

　襲撃者が勝ち誇ったように叫ぶ。

　目が慣れてきた。

「数が合わなくてよ！」

　ナイアはさりげなくドレスの裾を引き上げていた。太ももに巻いたベルトからナイフを二本引き抜くや、間髪入れず左右の襲撃者に向かって投げつける。

「ぎゃっ」

「ぐわっ」

　あやまたず、二人分の悲鳴があがる。

　褒めてもらえるかな、とレオンをチラッと見た。しかし機嫌が悪そうだ。さらには。

「ナイア。あとでお説教だよ」

　と告げてきたではないか。

「え」

　ナイアは固まった。その間にレオンは襲撃者を押しのけ、体が泳いだところで刀身を刺し通した。ごふ、という音と同時に、ナイアは動きを取り戻す。

　レオンが敵を斃たおしたのを確認し、ナイアは兄の安否を確認する。

「お兄様！」

「ああ、閣下。剣を抜かないでください、血で院内が汚れます」

　落ち着いた兄の声と一緒に鈍い音がして、敵がどさりと床に倒れた。

「若様、お嬢様！」

　音を聞きつけたのだろう、外から辺境伯領兵達が駆けつけてくれた。剣戟とうめき声、そして血の匂いが書院のなかに充満する。

「ナイア、閣下！　ここは僕達に任せて先に進んでください！」

「ふざけるな！　私達がお前を置いていくと思うのか！」

　レオンが咆哮すると、暗殺者達も一瞬たじろいだ。しかしフィンはにこりと笑うと、首からどっしりと重たいペンダントを取り出し、ナイアの首にかけた。

「僕なら大丈夫です。ナイア、注意書きをよく読むように！　ドアに鍵をかけろっ」

　兄が言うのなら大丈夫。ナイアはレオンの手を引っ張る。

「わかりました！　レオン様、こちらですっ」

　ナイアとレオンは、古語で【ここよりは禁書の間。入るべからず】というプレートが掛かっているドアの前にたどり着いた。

　彼女が恐る恐るドアを開ければ、すんなりと開いた。兄の言いつけ通り、鍵を閉める。

　四方の壁が丸ごと本棚になっている。ナイアはぐるっと周りを見渡し背表紙を読んだ。確かに禁書の類だが、別室に収めなければならないほどではない。

　ふと、ある本のタイトルに目が惹かれた。

「……これって」

　彼女は躊躇わず一冊の緑の本をぐい、と奥へ押し込む。

　すると、その書棚ごと奥に動いた。中に踏み込んでみれば、今度は大人四人が入れる程度の空間となっていた。

　怪しい禁術書、処刑された革命家の手記などがびっしりと並んでいる。

　そして、ある本棚にもプレートが掛けられていた。やはり古語だ。注意喚起というよりは、むしろ読まれないためなのだろう。

「【次の書庫は皇帝家の秘史】……確か、ここは」

　彼女が今度は紅い本を手前に引くと、ドアのように本棚が直角に回転した。

「ナイア。なぜ、帝立文書院の仕掛け部屋のことをあなたが知っているんだ？」

「父の執務室に、同じ仕掛けがあるのです」

　ドアを開けた先の部屋の壁には古語が模様のように象嵌され、床には色ガラスのタイルで精密に花が描かれている。

「綺麗……」

　見惚れたナイアが警戒心なく室内に入り込む。と。

　ガゴンっ！　大きな音がして、床にぽっかりと空間が広がった。

「危ないっ」

　ナイアはすんでのところで後ろからレオンにひき戻される。

　レオンがナイアの背中越しにカンテラを掲げた。すると、鋭利な槍の穂先のようなものが数百本ではきかないくらい、地面から生えている。ゾッとすることに、槍に貫通された服を着たままの白骨死体が何体もある。

　これはさすがに、父の部屋にはなかった。

「……【軽やかに、部屋の隅の青片を踏め】って書いてありますね……」

　ナイアはレオンの腕の中から、落とし穴の向こうの壁に描かれた古語を読んだ。言葉通り、落とし穴の周りには人幅くらいの細い床がかろうじて残っており、時折青いタイルが貼られている。

「ナイア」

　レオンが非難するような口調で呟くと、彼女のうなじをぢゅううとキツく吸った。

「きゃっ」

　子犬のような悲鳴を出してしまう。

「危ないことをするたびにお仕置きだよ」

　レオンはつぶやくと、ナイアをそっと離した。

　首をすくめながらナイアはレオンを振り返る。レオンが扉の鍵を閉めると、彼女を励ますように頷く。ナイアはこくりと喉を鳴らして、おそるおそる通路を歩き出す。

　ようやく、ドアの反対側の壁までたどりついた。

　今までぎっしり詰まっていた本棚ばかりだったが、彼女の前にある本棚は不自然に空いている場所がある。

　そこには大小さまざまな置き物が置かれている。みようによってはコレクションを並べている、ようだが。ナイアはまたしても既視感を覚えた。

　――似ている、子供の頃によく遊んだ部屋に。

　よく見れば、棚板の部分に四つの窪みがある。ナイアは本棚に打ち付けられたプレートの文字を、声に出して読んだ。

「【同じ重みの物を四つ嵌めよ】」

　ナイアは考え込む。

　兄は『辺境伯令嬢として』、ナイアに同行するよう命じた。レオンにも『ナイアの婚約者であられる大公閣下』として同席するよう求めた。そしてナイアに自身の印章を持ってくるようにと。ふと思いつき、レオンに訊いてみる。

「あの、レオン様。印章はお持ちですか」

「ああ」

　レオンは腕輪を外し、ナイアに差し出す。

「フィンから印章を持参するようにとことづかっていたからね」

　兄の言葉を思い出したナイアは、新しい手袋にはめ替える。レオンが見守る中、彼女は兄から預かったペンダントを取り出した。鎖の先は気つけの薬でもいれるような物入れがついている。ずっしりと重い。ふたを開けて中身を取り出した。レオンがカンテラで照らしてくれる。

　……ナイアは己の手の中に収まっている、複雑に模様を掘り込まれた小指の長さほどの円筒形の物体をまじまじとみた。やけに見覚えがある。これと同じ重みも。ナイアは急いで己の印章を出し、確かめた。

　決まりだ。

　彼女は興奮した面持ちで叫んだ。

「レオン様、多分これが仮王の御璽です！」

　彼はナイアの掌に置いてある御璽を、食いいるように見つめる。

「フィンがあなたに預けた経緯からして、そうだろうとは思っていたが……。これはなかなか、印影と照合しづらいな。……わざとなのだろうが」

「そうですね。あ」

　ナイアは肩からぶら下げていた紙挟みを開いた。やけに重たいので気になっていたのだ。中に挟んでいた羊皮紙と板をどかすと、粘土板が敷き詰めてある。

「え……と？」

　使い方に戸惑っていると、レオンが助言してくれた。

「ナイア、粘土板に御璽を寝かせて、一定方向に転がすんだ」

　命じられたようにしてみれば。やがて紋様が小指の幅、円筒の長さほどの長方形の印影となって現れる。

　古語で【レドウの血を継ぐ者、古の契約により正しき者へ御位を譲るまで、仮初の王となる】と記されている印影を目にすると、ナイアは思わず感嘆の声を出した。

「まあ……！」

　レオンがナイアから粘土板を預かる。ナイアはレオンの印章と仮王の御璽、そして自分の印章を窪みに置こうとして、思いとどまった。

「ナイア？」

　レオンに訊ねられたが、仮説に夢中になっていた彼女は無意識に呟きを返しただけだった。

「……同じ重さ……」

　左手の上にある己の印章と、右手の上にあるレオンの印章。いったん彼に返し、己の印章と『仮王の御璽』の重さを比べて、ナイアはなにごとかを納得した表情になる。

　そろそろと『仮王の御璽』だけ、まずは窪みに収める。もう一度、レオンの印章を借りた。今度ははっきりと理解できた。

「レオン様、『仮王の御璽』と私の印章は同じ重さなのです」

　ナイアの説明に、レオンは目を見開いた。

「でも、レオン様と私の印章は違う重さです」

　彼女は再び、プレートの字を読んで、呟く。

「同じ重みの物を四つ……」

　ナイアは己の右手に載せた自分の印章と、左手の上にあるレオンの印章の重さを確認した。己の印章だけをレオンに預ける。自身は彼の印章を左手に置きながら、めぼしい置物の重さを一つ一つ確かめる。そして深呼吸をすると、一つの置物をレオンの印章を載せたままの左手に加えてみた。

「レオン様、私の右手に印章を載せてくださいますか」

　囁くような声に緊張の面持ちになったレオンが、ナイアの手のひらの上に彼女の印章を置く。すると、ぱああっと彼女の顔が明るくなった。

　ナイアは注意深く、しかし確信に満ちた動きでレオンの印章と選んだ置物を三つ目の窪みに一緒に置いた。後の一つは誰の印章なのだろうと思うまもなく、声がした。

「四つの窪みには仮王の御璽、辺境伯の次世代夫婦の印章、そして余の玉璽がおさまる」

　は、と二人は声がしたほうに顔を向ける。

「陛下！」

　先ほど謁見室で別れた陛下が、なぜかおわした。

　ナイアは慌てて貴婦人の礼を、レオンは臣下の礼をする。

「余の執務室から文書院へ、一方通行だが秘密の通路がある。……このことは、この部屋に入った者しか知らぬ」

　陛下がナイアを呼ばわった。

「レドウの次世代よ、我が玉璽を受け取るがよい」

　恐れおおくも陛下の玉璽を受け取り、ナイアはふるえそうになる。

「それが正しい感覚だよ、ナイア。陛下の玉璽の重みは、この国を背負っていらっしゃる重みなのだ」

　レオンがナイアの肩を抱きながら囁く。彼女は頷き、そして気がついた。

「……陛下の印章と私の印章も、同じ重さです」

「そうだ。皇帝及び辺境伯直系とその伴侶の印章は、仮王の御璽と全く同じ重さをしていなければならない。それが書院の仕掛けを動かす仕組みである」

　陛下が厳かに仰る。

「しかし民のなんぴとたりと、我々の印章と同じ重さにつくることは許されぬ」と。

　陛下はナイアとレオンを見ながら告げられた。

「辺境伯の次世代に伴侶が決まったとき。文書院にて、この儀式を行う決まりなのだ」

「……だから、辺境伯令嬢わたしは印章の重さを知っている必要があるのですね。いずれ婚約者レオン様の印章を同じ重さにするために……」

　ナイアはうっとりした目で自分の婚約者を見た。……レドウ家のタウンハウスでの一幕で、彼女はレオンの心が自分に在ると信じていられる。レオンも愛おしそうな目で自分を見つめ返してくれる。

　陛下がわざとらしく咳をした。

「陛下。なぜ、彼女は印章の重さが正確にわかるのですか？」

　頬に赤みを残しながら問うてきたレオンに、過去の行動の意味がわかったナイア自身が答える。

「……幼き頃より、私と兄は御璽の重さを覚えさせられたのです」

　小さな頃から、ナイアには日課があった。

　隠し部屋を通り抜けた先にある、父の書斎でお遊びをするのだ。床や椅子それにテーブルにはドレスや剣、食器類。文鎮や花瓶、そのほかの骨董品がたくさん置かれていた。その中から、とある立方体と同じ重さの物を見つけ出す、という内容だ。

　立方体の重さを覚えたら、今度はそれと近い重さの物体を、対象と同じ重さに調整していく。ナイアが重さを覚えるまでは毎月選ぶ物は変わり、覚えてからは都度変わっていた。同じ重さの物が全くないことをあてる日もあった。

「……なにかの遊びかと思っておりました……。だって、仮王の御璽も普通に転がってましたし……」

　ナイアは呆然とつぶやく。

　彼女が長じてからは、城中から立方体と同じ重さのものを持ってくるゲームに変わっていた。色々な物がとんでもない所から見つかったが、彼女がことに好んで選んでいたのが仮王の御璽だった。

　レオンは平然と問うてくる。

「不敗の地レドウに於いて難攻不落を誇る辺境伯が館。歴代当主の中でも勇士と名高い当主の監視付き。それで『仮王の御璽』になにか起こると思うかい？」

「ないな！」

　陛下が朗らかに反論する。

　空気が柔らかくなり、男達がニヤリと笑みを交わした後、ナイアを見つめてきた。陛下が口を開いたので、ナイアは固唾を呑む。

「……ときがうつる。『レドウの血をひく者よ、印影を我らに示せ』」

　陛下が古語でナイアを促してきた。

　彼女は頷くと、うやうやしい手つきで陛下の御璽を最後の窪みに置く。すると、轟音とともに本棚の下半分がなくなった。灯りで照らせば、奥に階段が続いている。

「この中に仮王の御璽の印影と、この仕組みの整備方法を記した図面も入っている」

　三人は腰を屈めると、注意深く階段を降りてゆく。

　やがて。

　机の上に、箱が置かれている。

　陛下に促され、ナイアが体中を震わせながら蓋を開ける。箱の中には一巻きの巻物が納められていた。

「ナイア。『枯葉』かもしれませんよ」

　レオンが補佐の口調で注意を促してきた。は、とナイアが表情を改め、余計に手つきが慎重になる。陛下がああ、と納得される。

　……ナイアはようやく巻物を広げ終えた。見比べられるよう、先ほど御璽を捺した粘土板を置く。当たり前であるが、完璧に同一であった。

　陛下が満足そうに頷き、重々しい声で告げられる。

「これにて、『仮王の御璽』は本物であることを、クロウヴスナー百三十八代皇帝の余が宣する」

　二人は頭を垂れた。そして、陛下は来た道とは違う、別の隠し通路から執務室へと帰っていこうとされ……、振り返ると、ウインクをしながらレオンに声をかけた。

「ああ、レオン？　有効な時間はフィンが焦れるまでだぞ」

「わきまえております」

　年若い従兄弟の返事に、陛下はひらひらと手を振って、今度こそ去っていかれた。

　尊き姿を見送ると、レオンは羊皮紙を丁寧に巻いているナイアに話しかけて来た。

「次の変更の時は、フィングロウの子供の結婚式かな」

　仮王の御璽も印影もそうだが、開示の儀式も本来は辺境伯に属するもの。なので、大公家が継承してはならない。

　きちんと汲んでくれているレオンに、ナイアは感謝の笑みを浮かべた。

「はい」

　だが、レオンが笑みを消しているので、ナイアもなんとなく動けない。彼は一言も発しない。無言の圧に耐えきれず、ナイアは話しかけてみた。

「レオン様？」

「昨日は勇ましい女騎士ぶりに惚れ直した」

　はあ……と、ため息とともに言葉をかけられた。

「今日は機転が利いたあなたを褒めてあげたいが」

「ひんっ」

　へんな声が出た。するりと太ももを撫でられたのだ。いつのまにか、レオンの手がスカートの中に伸びている。

「私は狭量でね。惚れた女の肌を他の男の目に晒す気はないんだ」

　さわさわと肌を撫でられる。

「晒していません！」

　抗議しても聞いてもらえない。

「ドレス姿では、他に武器を仕込めるところがないとわかってはいるが」

　レオンは呟くと、中の手を太ももの上へ下へ動かした。もう片方の手で服の上から腰のくびれや背中を弄る。

「あなたが無防備に晒すたび、『お仕置き』しなくてはね」

「あ……ん」

　何度も撫でられる内におかしな気分になってくる。脚がガクガクして立っていられない。

　かくん、と膝が折れたところでレオンに抱き留められた。ふわりとそのまま横抱きにされて階段を上っていく。この際なので、ナイアは聞いてみることにした。

「レオン様？」

「なんだ」

「……あの、いつから私のことを想ってくださっていたのですか？」

「フィンにあなたとの結婚を申し込んだ時は、政略のつもりだったけれどね」

　レオンの言葉にツキンと胸が痛くなり、しかし気になる言葉があったので聞き返した。

「……つもりだった？」

「そう。学院に入学するのは仕方ないが、なるべく人目に触れさせないように命じて。ナイアを私の直属の部下にするよう指示した。あなたを私に惚れさせようと思ったんだ。私を愛すれば、少なくともあなたにとっては『恋愛結婚』になる」

　ひどいことを言われているが、事実であるのでナイアは肯定した。

「その通りになりました」

　はああああ……とレオンが息を吐く。気のせいか、熱がこもっているようだ。

「だが、想定外のことが起こった。私がナイアを愛してしまったんだ」

　ナイアはレオンを見つめたまま、彼の言葉を待つ。

「仕事を一緒にはじめた頃、ナイアのことを『貴族の子女らしくない。うまく擬態しているな』と思っていた」

　彼女は頷いた。

　自分にとって、貴族の令嬢のほうが擬態なのだ。本当の自分は動きまわるのが大好きだし、喜怒哀楽がとてもわかりやすい、らしい。上奏室の彼女をみたら家族は、いや使用人達も揃って『素だ！』と断じるだろう。

「世慣れていないけれど頭の回転は速いし、知識を吸収しようとする欲が貪欲だ。『国のために働きたい』という熱意と、『国と民にとって、なにが善でなにが悪なのか』を学ぼうする姿勢が好ましかった。はっきり自分の意見を述べてくれるのも嬉しくてね」

「令嬢らしくありませんの」

　恥じらえば、知っているよとレオンが愛おしくてたまらない、という表情でナイアに口づける。

「自分の力を過信していて、危なっかしくて。放っておくと、どこまでも飛んで行ってしまいそうで、目が離せなかった」

　ナイアはレオンに抱きしめられたまま、身を縮こまらせる。

「これは『お仕置き』をしないと、と思って大公家に『ご招待』した」

　あの日のことを思い出すと、羞恥心が蘇る。確かに、おかしなプライドを叩きのめされた。『身を汚す』覚悟について、母に思いを馳せるきっかけを与えられた。

「……己の能力を過信していた私には、必要な『ご招待』でしたわ……」

　消え入るような声で懺悔した。

「私もそう思っていたけれど」

　レオンは訓練された動きに目を奪われた、と告白する。

「この女性は本当に怪盗紳士になるつもりなのだとわかってね。もう待っていられないと悟ったんだ。……冗談じゃない、君の独り立ちを認めたら求婚しようと我慢していたのに」

　しかし、自分の太刀筋に気づき、反動を使って逃げようとするとは思っていなかったとレオンは自嘲した。

「あなたに傷を負わせてしまった」

　悔いの残る声で告げられる。

「すまない」

　いいえ、と頭を横に振りながらナイアは気づいた。

「……お話を伺っていると、愛して下さる要素がないのですが……」

「私も、こんなに破天荒な令嬢に心奪われると思ってもみなかったよ。くしゃくしゃな髪でメガネをかけていたナイアも可愛かったが。貴族年鑑に記載されている令嬢の情報とあまりに違っていたから、早く『ナイアセット嬢』を見たくて仕方なかった」

　熱のこもった口調で囁かれる。

　ナイアの耳はきゅん、という音がどこかで発したのを聞き取った。多分、自分の胸の真ん中あたりからだ。

「ねえナイア。私をあなたの夫にしてくれるかい？」

　乞うてくる男の双眸は、甘くとろりとしている。

「あなたに、私の心と身を捧げても構わないか？」

　ナイアはレオンを正視するのが耐えきれなくなり、彼の首筋に顔を埋めた。

「……返してくれとおっしゃっても、返しませんからね」

「望むところだ」

　レオンは満足そうに笑い。

「ナイア。あなたの唇が欲しい」

　耳に熱い息と共に吹き込む。

　おずおずと、顔を上げたナイアはレオンと見つめ合い。

「いいかげんに出てきてください、『針穴』に突き落としますよ！」

　……兄がどうやってか扉をこじ開けて乱入してくるまで、互いの唇を貪り合っていたのだった。






　――翌日、皇后陛下腹である第二皇子が立太子されることが決定した。

　侯爵は殺人教唆及び文書院襲撃の責を問われ、一代伯爵家へ降格。彼の孫から数えて三代は、他家の養子になったとしてもその血筋から皇帝を選出してはならず、継承権も与えないという苛烈な条件がついている。……『死罪』という話も出たが。陛下から『正妃を愛しながら、子を得るために側妃を受け入れた予にも罪がある』との申し出がなされたがゆえの、措置だった。

　陛下はフィンを伴い、自ら側妃殿下へ侯爵についての断罪について説明したという。

　はじめは父侯爵への処罰について陛下を罵り、そのうち積年の恨みつらみをぶつけていらした側妃殿下であったが、陛下はなんと跪いて今までの謝罪をされた。

『今回のことは、全て余がそなたを愛せなかったことから起きた。一生恨んでくれてかまわぬ。そなたに命を狙われるのも仕方なし』とまで言われ、泣き笑いの表情をされたらしい。

　父侯爵と共に罪を償うと申し出で、その代わりに我が子の助命を願った彼女は罪に問われなかった。けれど『休養のため』離宮を賜った。

　側妃殿下腹の第一皇子は、継承権を剥奪された。彼は成人したら大聖堂の司教見習いになることが決まっている。……皇太子に子が生まれなかった場合、レオンに継承順位が巡ってくることになる。

「レオン様が皇帝になられるなんて、いやです！」

　開口一番ナイアは悲鳴をあげ、レオンとフィンは欲がない彼女に苦笑していた。

　……男爵は高位貴族を侮辱した罪で、爵位を剥奪された。

『奴こそは死罪！』とレオンとフィンは声を合わせ、それにナイアの両親も許すまじの雰囲気だった、が。

　ランドリーメイドの必死の嘆願が通った。男は、辺境伯家を馘になった妹とともに、洗濯屋をすることを命じられた。無論、監視付きである。

　そして半年後。

　レオンハルト・クロウヴスナー大公閣下と、ナイアセット・レドウ辺境伯令嬢の婚約式が行われた。

　皇帝陛下に婚約を許された二人は、準皇族ということで大バルコニーから皇民達へ顔見せをした。

　……翌日の陳情書の割合は祝福が九割、あとは懸念とやっかみがそれぞれ一割。

　なぜか増えたのが『辺境伯令嬢と結婚したかった』という内容だったので、ものすごい笑顔を浮かべた補佐が全てを焼却処分にした。

　二人の顔見せを見に行ってきた、シュンケル先輩とソルゲ先輩は。

「大公閣下、令嬢～！　お幸せにぃぃ」

　上奏室で大泣きしたので、他の先輩がたがよしよしと慰めてあげたらしい。

　……雰囲気が落ち着いた頃。

「あの。わたくしごとで恐縮ですが」

　ナイアはもじもじしながらも、結婚式の前後に長期休暇をとることを上奏室の先輩がたに伝えた。

　さりげなく、レオンがナイアの後ろに立つ。

　珍しく全員揃っているので、この日に告げるしかない。彼女がしどろもどろに告げたら、なぜか『結婚』と『祝福』を意味する花びらを撒かれた。

「アインホルン、おめでとう！」

「補佐、やりましたね！」

　ナイアはびっくりされなかったことに驚いた。しかも。なぜ、自分の結婚相手がレオンだとバレているのだろう。彼女の驚きと疑問の入り混じった表情を見た先輩がたがしたり顔になる。

「なんで俺達がすんなり受け入れてるのか、不思議だろう？」

「はい」

　実は、と種明かししてもらったところによると。






　ナイアが上奏室に初めて出勤する日の前夜。

『明日、女性室員がきます』

　レオンの報告に、室員達は歓声をあげた。

　皆、妻子持ちであったり婚約者や恋人がいたが、男達だけのむさ苦しい職場は心がパサパサになる。ワクワクした室員達にレオンは宣言した。

『私の嫁なので、手出しは不要です』

　聞けば、補佐は明日初出勤の女性と長らく婚約していたと。初めて顔を合わせるが、彼女以外妻帯する気はないので、これから口説くのだという。






　ナイアは真っ赤になった。

　シュンケル先輩が迷推理を披露する。

「補佐がアインホルンを呼び出した日！　ずばり告白したんでしょう？」

　あ、と思った。

「……だから、補佐をからかっておられたんですね……」

　ナイアの独り言めいた呟きに、先輩がたはうんうんと深く頷く。

「大変よ？　お前にうっかり近づこうものなら、補佐から極寒の視線を浴びせられるし」

「半年も、アインホルンさんとパートナー組んだままですしねー」

　やっぱり。通常は隔月で組み替えだったのか。

　そろそろと振り返ろうとしたら、がし！　と肩を掴まれて胸の中にしまいこまれる。

　ヒュー、とからかいの口笛が聞こえる。

「補佐、顔が赤いですよ！」

　自分だけじゃないんだ。無性に嬉しくなり、ナイアはレオンにしがみつく。

　……見逃してくれる先輩がたではなく。

「熱ぅーい」

「よ！　上奏室初の共働き夫婦！」

　ひとしきり遊ばれたあと。

「真面目な話、アインホルンさんは仕事をどうするんです？」

　ソルゲ先輩が問うてきた。

　公務官の割合は男女ほぼ半分。広すぎる帝宮では、なかなか別の職務の者と知り合う機会は少ないので、必然的に職場結婚が多い。特に支障なければ、夫婦となっても二人そのまま同じ職場で働くことも珍しくはない。ただ、結婚を機に田舎の領に戻る男性もいれば、出産のために退職する女性もいる。

「それなんですが、しばらくは現況のままですね」

　レオンが代わりに答える。ナイアは婚約者の腕の中から、顔を上げた。

「よろしいのですか？」

　てっきり、大公家に入って公妃殿下としての勉強が始まると思っていたのだ。

　レオンは己の婚約者を見つめながら、にっこりと笑う。

「ええ。ただ、午後は家のことをしてもらうことになりますが」

　もちろん、私もご一緒しますとレオンが言ってくれたのでナイアは満面の笑みになる。

「わかりました！」

　そんな二人を横目に先輩がたは。

「甘いなあ。辛いもん食いたい」

「僕は苦いものを飲みたいです」

　げんなりしたフリをして、ぼやいている。

「我々はずっとこのまま、もしくはもっと甘々になりますから、慣れることですね」

　さらっとレオンがのたまったので、先輩達の愚痴がしばらく止まらない。……ナイアは今後の仕事についてレオンに相談してみようと思いついた。

















六、初夜の床にて












　クロウヴスナー帝国歴四百五十四年、青紫の月七日。

　この日、ナイアとレオンの結婚式が盛大かつ厳粛に執り行われた。

　婚礼の後、二人は大聖堂からパレードを行い、大公家の邸宅に戻ってきた。

　軽食を摂りがてら、レオンは武官装束から文官としての礼服に着替え、ナイアは花嫁衣装から大公妃殿下としての礼服に着替える。

　そして招待客が待つホールへと降りていく。

　階段の踊り場で二人は立ち止まり、参列者に礼を言った。

「ダンスを！」

　輪の中から、剽軽者ひょうきんものが声をかける。

　目下の者からの発言は不敬とされるのだが、この掛け声だけは別だった。

「ナイア、踊ろうか」

「ええ。レオン様、喜んで」

　二人は円舞曲を二曲続けて踊った。

　踊り終えてから喝采を受け取ると、レオンは片手をあげる。合図を受けて、何組もの貴族達がそれぞれのパートナーとホールの中央にしずしずと登場し、舞踏会が始まった。

　皇后陛下主催ということで、皇帝陛下ならびに皇太子殿下とその婚約者も参加される、盛大なものだ。

　踊りおわった貴族達がす、と後退る。

　輪の中に残っているのは大公夫妻のみだが、皆と同様に頭を垂れる。

　皇太子と婚約者の姫、最後に皇帝夫妻が加わり、レドウの両親や兄夫婦が見守る中、優雅な舞曲が始まった。

　カップルで始まり群舞となり、またカップルに戻るダンスは、この国の婚礼の時のみに踊られる。夫婦の親族だけで踊られる舞踊であり、大公家が皇帝家と密接なつながりを持っていることを証づけるものでもある。……ナイアは結婚とともに、レドウ家の籍を離れた。家族は臣下であるので皇族の踊りには加わらない。

　大喝采の後、ナイアとレオンは皇帝夫妻や皇太子殿下に礼をする。

　三組を見守っていた貴族達もすかさず膝をつく。皇帝陛下ご夫妻、皇太子殿下の退席である。

　その後、名手による四組だけの舞踊、続いてデビュタント達による明るく可愛らしい舞踊。長老達による厳格でありながらゆったりとした踊り、踊れる者全員での民族舞踊を経て、円舞曲に戻っていく。……大公夫妻はいつの間にか姿を消していた。

　なぜか浴室前の更衣室ではなく、夫婦の居間で侍女達に大公妃殿下の衣装を脱がされる。レオンも侍女達に手伝わせて大公礼服を脱がせている。

　そういうしきたりかと納得したナイアの、複雑な形に結われた髪が解かれて、生花や宝石のピンが抜かれる。とたん、楽になった。頭をふるりと振ると、髪がふわりと舞った。

「ふう」

　侍女長が声をかけてくる。

「公妃殿下、お疲れ様でございました」

　朝日が昇りきらぬうちから身支度、そのあいまに執事や侍女長から分刻みのスケジュールを告げられ、優美な微笑みを崩さぬままあちこちへと挨拶をして回った。

　衣装かけにかけられた大公妃の礼服の重さは、子供一人分にも及ぶ。とりもなおさず、伝統と責任の重さだ。

「あなたたちのおかげでなんとか無事に終えられたわ、ありがとう」

　ナイアは素直に礼を言った。

　彼女達が手助けしてくれなかったら、とんでもないミスをしたかもしれない。

　第一皇子派が失脚したとはいえ、どこで揚げ足を取られるかわからないのだ。皇帝派としては、毅然とした態度を崩してはならない。

「もったいないお言葉でございます」

　侍女達が一斉に頭を下げ、侍女長が返事をする。コルセットやアンダースカートを外された。下着のレースに結んであった絹の長靴下を脱がせると、侍女達は退室する旨、女主人であるナイアに告げた。

「それでは、わたくしどもは失礼いたします」

「え、あの」

　まだ残っているのだが。

　花嫁の純潔の証とされる、体を覆うレースの下着。上は首から始まり、手首まで覆っている。下は太ももの付け根まで。脚の間の密やかな谷もしっかりとレースで覆われており、ボタンなどは一切ない。身につけた後、背中を極細の糸で閉じられるのだ。ナイア一人では脱げない。

「大丈夫だよ、私が命じた」

　見ればレオンはすでに上半身裸になって、下履きのみの姿になっている。彫刻のように美しい体に見惚れてしまう。夫の裸体に見入っていた自分が恥ずかしくなって、ナイアはレオンに背中を向けてしまった。

「ちょうどいい、ナイア。髪を上げていてくれないか」

　耳元で夫の声が聞こえたので、彼女は飛び上がらんばかりに反応する。

「うん……似合っているな」

　嬉しそうな声に、このレースは、レオンみずから厳選してくれたものだと思い出した。

　かがっていた糸が、プチプチと切られる音がする。

「花嫁を包んでいる最後のレースを剥がすのは夫の役目、いや役得だからな」

　そういうことか。ナイアは意図がわかったので、安心して力を抜いて、目も閉じる。

　……大きな姿見の前に立っているが、彼女は髪を持ち上げていることで体の線がいっそう強調されていることに気づいていない。

　おまけに美しいレースから、彼女のしなやかな肢体や紅い二つの宝石のような尖り、脚の間のけぶるような下生えが透けており、レオンを焦らしていることにも。彼が獰猛な表情になっているのにも気づいていない。

「解けた」

　ほっとしたのは、ナイアとレオン、どっちだったのだろうか。

「ありがとうございます」

　ナイアは笑顔で振りかえろうとしたが。

「きゃんっ」

　ペロリと耳たぶを舐められた。

「ナイア」

　レオンの歯が肩に当たる。

「美しい」

　彼の両手がレースの上からナイアの体の線をなぞるように動いていく。

「あ」

　ナイアの声が震える。

「あなたの胸は白いバラのようだな」

　そっとレオンの両手が、レースに包まれたままのナイアの豊かな胸の膨らみを下から掬いもつ。

「紅い花弁を持つ、ね」

　彼の、男にしては優美な指がナイアの乳嘴をつまんだ。クリクリ……と指の腹で擦られると、徐々に勃ち上がってくる。

　ひくん、とナイアの体が期待で反応した。

　愉悦を含んだ男の声が彼女を追い詰め、高めていく。

「ああ、紅鋼玉のように硬くなってきた」

　胸の尖りをきゅ、と摘ままれる。

「あ、ぁ……」

　えもいわれぬ快感が沸き起こってくる。ナイアの体は、以前娼館で与えられたとき以上に快楽を拾ってしまう。

「やぁん……」

「今日は止めない」

　雄みがました声で囁かれ、ぞくぞくしたものが背筋を伝う。

「ひゃっ」

　背中に熱い、滑ぬめるものを感じて悲鳴をあげた。

「この日をずっと待っていた」

「あ」

　レオンの舌が下がっていくにつれ、ナイアはふるふると天井を見上げる。

　体から力がぬけてきているのに、崩れ落ちるのを許されない。

　レオンの両手がナイアの胸を揉みしだき、男の脚が彼女の内腿に差し込まれているからだ。

「このレースを全て剥ぎ取ってしまいたいのに、このまま愛でたい気持ちもある。男とは難儀なものだな」

　言葉とは裏腹に楽しそうだ。

「剥けるかな？」

　なにを、と頭の片隅で思う。

　再び上がってきたレオンの唇が反対側の肩に口づけを落とす。

「右手はまだ髪をおさえておいで。左腕だけ下ろして。……いい子だ」

　言われるがまま、左手だけ下ろせば、愛撫するかのように肩から手首を撫でられる。すると、あれだけ密着していたのが嘘のようにレースが肌から離れ、ナイアの半身をあらわにする。

「あ！」

　ようやくナイアは目の前の姿見に気がついた。のみならず、むき出しの両脚や片肌ぬぎとなっている扇情的な姿に。

　パッと左手であらわになった胸を隠そうとするが、レオンに止められた。ゆっくりと腕を上げられて、頭の上で左右の手首とも、片手でまとめられてしまう。

「……どうして」

　ナイアはふるえながら呟く。

「ん？」

　レオンは後ろから覗き込むようにして肩から鎖骨、胸の頂へと唇を落としながら時折、甘噛みや舌での愛撫を加えていく。

「『辺境伯領での訓練であれば、こんな姿勢であっても抗する技を習ったのに』……かな？」

　ナイアは考えが見透かされていることに驚きながらも素直に頷く。

「あなたが私を愛しているからだ、ナイア。そして私に愛されたがっているからだ」

　そうか。レオンの言葉がストンと心の深い所に落ち着いた。

「愛しています、旦那様。私を愛してくださいませ」

　ナイアの唇から喘ぎのような声が漏れると、レオンも限界だったのだろう。

「私の愛おしい奥様。承った」

　獣のように顔を歪めたレオンはふいに彼女を担ぎ上げた。

　ちゅ、ちゅ、と二人は口づけを交わしながら居間をぬけ、奥にある夫婦の寝室へと向かう。

　光量は絞られており、四方に置かれたあかり壺から、炎が揺らめいているだけだ。天蓋のある寝台には新婚夫妻を寿ぐために、「円満」「貞節」「幸福」を花言葉にもつ三種類の花びらが撒かれている。芳しい薫りのなか、ナイアは寝台に散らされた花びらの上に横たえられた。

「ようやくあなたを抱ける」

　吐息のような言葉とともに抱きしめられた。

　レオンの逞しい体が熱い。そして彼の胸の真ん中で速く脈打っているものは、ナイアの鼓動と全く同じだった。

　優しい口づけとは反対に、性急な手つきでレースを剥ぎ取られた。

　生まれたままの姿にされたナイアは、すでに息が上がっている。のしかかってきたレオンに、ナイアはか細い声で待ったをかける。

「私……、汗をかいていて」

「問題ない、あとで私が洗ってあげるから」

　敷布にナイアの髪が広がり、上から覗き込んできたレオンが一房を持ち上げて口づけた。

　あとってなんだろう。考えようとしても、肉食獣が獲物を狙うがごとき視線でねぶられて、うまくまとまらない。

「ナイア、愛している」

　レオンの瞳には疑いようもない恋慕の色と情欲が燃えている。

　彼の瞳に映る自分も、また潤んでいる視線でレオンを見つめていた。ナイアの唇が勝手に言葉を紡いでいく。

「私もです、レオン様……」

「二人の時は『レオン』で良い」

「わかりました、レオン……」

　唇がふれあう。そっと離れてはまた、引き合うように触れ合う。……文書院から何度か口づけは交わしたけれど、人目を気にせず口付けられるのは格別だと思う。だからか、ナイアはいつもより積極的になった。

「ん……」

　レオンの求めに応じて、いつもより早々と唇を開けて彼の舌を迎え入れる。

　夫も気がついているのだろう、含み笑いをする。

「可愛いな、私の妻は。あなたも待ちきれなかったのだね？」

　余裕たっぷりな夫の声に、翻弄されながらもナイアはなんとかまぶたを開けた。

「……積極的な女は、おいやですか？」

　媚びと怯えを孕んだナイアの視線にレオンが微笑んだ。

「とんでもない。いつまでたっても私の片想いかとしょげていた」

「嘘ばっかり」

　手のひらの上で遊ばれているのは、自分のほうなのに。悔しくて恥ずかしくて、ナイアはふいと首を横に向ける。

　レオンは悪い表情になって、ニヤリと口角を上げた。

「ナイア、寝台でのルールを知っているか？　夫に意地悪をする妻は啼かせていいのだ」

　え。

　ナイアが訊きかえそうと首を戻しかけたが叶わない。首を横に向けたまま、頭を固定されあらわになった首筋をねぶられる。

「あ！」

「私に意地悪を言う唇を塞いであげない。存分に啼け」

　楽しそうにレオンは宣言すると、ナイアの肌に紅い花を散らせていく。

「そんな、レオン。さま……、恥ずかしい」

「まだ理性があるのか。強こわい奥様だ」

　ちゅううと吸われる感覚の後、つきんと小さな痛みをいくつも感じた。

「あん、あ、あ」

　やがて獣の歯列は喰らうべき乙女の胸にたどりつく。

　宣言通り、レオンは遠慮しなかった。

　ナイアの、ボウルを伏せたような膨らみが彼が与えた刺激でふるふると揺れる。片方をやや強めに揉み込まれ、片方は膨らみごと頬張られた。

「は、ァん」

　荒々しい動きとは逆に、ナイアの胸の両の頂きを可愛がり、高めていく指や舌の動きはとても繊細だ。

　胸がとても気持ちいい。快楽を与えてくれる人に自分がどれだけ悦よくなっているか伝えたい。なのに口をついて出るのはたった一言。

「ぁん、レオン……、れおん……っ」

　ナイアが切なげに夫の名前を呼ばわり、首をそらして啼く。

「この期に及んで煽ってくるとは……！」

　愉悦と征服心からレオンの双眸がギラギラと燃えている。

「煽ってなんか……！」

　反論しながらも、ナイアは腰を高くあげて、レオンの下腹部に擦りつける。それだけでは足りない、とばかりに太ももで彼の腰を締めつけた。

「全く」

　男は忌々しそうに、けれど愉快そうな瞳を踊らせて呟く。

「私の妻はさすがに難攻不落だ。だからこそ、堕とし甲斐がある！」

　言葉とともに、ややきつめに尖りをつまみ、ぢゅううううと強めに吸う。

「ァ！」

　小さな声で叫ぶとナイアはぶるっと震えた。そのままビクビクとのたうつ。

　レオンが身を起こして覗き込んできた。

「まさか、胸だけで達した？」

「……たっした、とはなんですか？」

　ナイアがとろんとした目で見つめてきながら、舌たらずな言葉使いで訊ねてくる。

　涙を湛えた目で見つめられ、紅く腫れぼったくなった唇で囁かれれば、レオンの中の最後の理性の綱が切れた。

「これから教えてあげよう」

　夜は長いからね。

　レオンは妖しく微笑みながら、ナイアの秘処に手を伸ばす。男の指がしとどに濡れた下生えを割り、そっと脚の合間の裂け目を撫でていく。

「ん！」

　あまりの快感にナイアの体がびくん、と反応する。

　レオンは彼女の様子を見ながら、愛されるのを待ちかねている蜜口に指を少し挿れた。

「あ、ァん」

「紅いバラの奥から蜜が溢れているな」

　レオンがとろみのある汁で濡れている己の指を、ナイアに顕示する。

　ナイアが真っ赤になる。

「……私……、粗相を……」

「粗相ではない。これは私を受け入れるため、あなたが準備しはじめている証だ」

　ナイアが注視しているのを知りながら、レオンは口に含んでみせる。

「そんなものを舐めちゃ、いや……」

　ナイアが恥じらうと、これ見よがしに口の端の蜜をペロリとなめとる。

「甘いよ、あなたが私と愛し合いたくてこぼした蜜なのだから」

　艶かしく微笑む夫のあまりの色っぽさに、ナイアは言葉を失う。

「妻を蕩けさせるのは私の役目だ。あなたは快感を感じておいで。ただ啼いて、私にどれだけ気持ちいいか報告すればいい」

　わかった？　とばかりににっこりと微笑みかけられ。ナイアは頷くしかない。

　枕に顔を埋めていたら、「快感に喘ぐ、顔を見せなさい」と言われ、奪われてしまう。ゆらめく光の中、クチュクチュ……といやらしい水音と、徐々に追い詰められていく自分の喘ぎ声しか聞こえない。

「あ、ァ。レオン、れおん……」

　なにかもっと話したいのに、脳が甘く痺れて、なにを喋っていいのか分からない。

　快感にどうにかなってしまいそうだ。

「ん、あぁァ……」

　体をびくつかせたり、よがるしかできない。自分ばかりこんなに気持ちよくなっていいのだろうか。ナイアが不安になったのを見越してだろうか。

「可愛い」

「上手だね、このまま感じておいで」

　レオンが褒めてくれたので、ナイアは安心して体を委ねる。

　秘処にある紅い花芽や、その下の花びら、そして蜜が湧き出る処をくじられ、口で愛され、ナイアは嬌声をあげながら何度も果てをみた。

　今しも目の前に白い閃光を見て、体をビクビクと悶えさせていると、は、は、と獣じみた呼吸が耳元にどとく。

　なんとかまぶたをこじ開けると、レオンが顔を歪めていた。美しい表情がひび割れ、飢えた男が姿を現している。

「挿れるよ」

　意味がわからないなりに、ナイアはしっかりと頷く。

「ありがとう、ナイア。愛している。……私を拒まないでくれ」

　希こいねがう口調に、逆に彼女は不思議に思う。自分はレオンを好きなのだ、彼がくれるものを拒むなんてあり得ない。

「いれて、くださいませ」

　キスされすぎて舌がもつれてしまっているが、できるだけしっかりと告げる。ナイアは気だるい両手を頑張って広げた。

　レオンは愛おしげな表情を浮かべてくれると、体の中央でそそり立っていたものの根元を掴んだ。

　片手と体を使って、ナイアの下半身を最大限に押し開く。

「ゆっくり息をして、体の力を抜いていて」

　言われた通りにする。武芸をしているから体の操縦はお手のものだ、が。

「！」

　引き裂かれるような痛みと内臓を押し除けるような苦しさが体の奥へと広がっていく。蕩けていたと自認していた体が硬直した。

「っ、は」

　口を懸命に開けるが、空気は入ってこない。

　無意識に体が逃げを打つ。

　けれど、夫の手がしっかりと自分の腰を掴んで離してくれない。

「すまない、ナイア」

　なんとか絞り出したようなレオンの言葉に、彼女は夫を仰ぎ見る。

　彼の、興奮しているのを必死で宥めているような呼吸や、紅く染まった目元、獣めいているのに艶かしいレオンの様子に、ナイアは唐突に理解する。

　これが夫婦の交わりなのだと。

「……よいのです……」

　心配させないよう精一杯の笑みを浮かべる。なんとか笑った顔に見えているといい。

　汗で濡れたレオンの額から髪をかきあげてやれば、その手に夫が口づけしてくれる。

「あなたは優しいな」

　心底可愛くてたまらない、という夫の表情に、ナイアの心どころか体もきゅんん……となる。

「私の大好きな奥様。これよりは快感を与えてあげよう」

　言葉とともに口づけが降りてきた。

　幾度目かの口づけでとろりとしたナイアを見て、安心したようにレオンが笑む。そして、密着している二人の体の間に手を差し入れた。結合部の上で密やかに芽吹いている花芽を優しくくじられる。

「ん」

「まずはこちらで気持ちよくなっておいで」

　ナイアはがうっとりと快楽を受けとっているうち、段々と最奥がむず痒くじんわりと悦くなっていくのを感じていた。

「あんん……」

　無意識に喉をそらせ、甘い声を出す。ギチギチに詰まっていたナカに蜜が湧き出てきて潤滑の役目をはたし、レオンが律動しても引き攣れない。

「動くぞ」

「はい」

　覚悟を決めてしっかりと頷く。

　レオンが動いたことで、二人分の重みを受けて寝台がたわんだ。

「ナイア、愛している」

「私も愛しています。レオン……」

　そして、ナイアとレオンの体が余すところなく重なりあった。

　痛さも苦しさもあるが、レオンが自分で気持ちよくなってくれていること。そして、自分の中にも予感めいたものが溜まってきた。

「あ、あ、レオン、れおん……」

　先ほどまで寝台に投げ出されていた四肢はいつの間にかレオンの首と腰に巻きついている。自分も男の律動に合わせて腰を揺らめかせる。

「あなた、あ、もう、も、う……！」

「ハ。ナイア……！」

　今までとは違った、重くぞわぞわした快感が度し難いほどに体の中央に溜まっていく。

「あ、ああああ……」

「く……！」

　ナイアの体が小刻みに痙攣し、レオンの腰も二度三度と送りこむような動きをし、二人は高みに上り詰める。

　夫婦の寝室に幸せで甘い時間が流れていく。
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「…レオン」

　気だるく甘い新床で、ナイアは夫に呼びかけた。

「なんだ？」

　答えるレオンの瞳が蕩けるように甘い。そして彼の手が不埒な動きでナイアの体の上を這い回っている。

　彼女は心と体の最奥がきゅん、となるのを感じた。

　早く、言いたいことを言ってしまわねばならない。さもなくば先ほどの、体が溶けてしまうような甘い怒涛に、また呑み込まれてしまう。

「私に、『怪盗紳士』を手伝わせてほしいのです」

　とたん、レオンの目つきが冷酷な政治家のものになる。

　……父と兄とレオンの三者の密談を経て『怪盗紳士』は兄とレオンの二人が引き継ぐことになった。まずは辺境伯領、帝宮、帝都で、行政部への内偵と民への聞き取りを行う。目的は、働く者達が苦しんでいないか、彼らの声は誰かに握りつぶされていないかを調べることだ。しかし、ナイアを含めても四人で調べられるものではない。密かに上奏室のメンバーや、辺境伯領の諜報部隊などから同志を集う。おいおい同志達にそれぞれの長となってもらう。――やがては帝国全土に。騎士達や警ら隊では手が出せない不正をただせる『怪盗紳士』という集団を根付かせる――

「だめだ」

　反対されるのは最初からわかっている。けれど、彼女としても譲れなかった。

「あなただって国をよくするために戦っておられるではないですか！」

「それが私の仕事だ」

　だめ、とナイアは強くかぶりを振った。

「レオン様お一人を危険な目に遭わせたくないのです！　……だからと言って、父の力を介入させることはできません」

　抑止力として申し分ないが、辺境伯の職分を逸脱している。

「でも、あなたの部下である都政官や志を共にする各地の代官達、彼らとのつなぎになることはできます！」

　レオンはめぼしい人物を『上奏室』に勤務させたのち、各地の代官に任じている。

「なによりもあなたをお守りしたいのです！」

　妻の目がキラキラしている。

「ナイア……」

　夫が口を開きかけたが、ナイアは最後まで言わせない。

「自分の力を過信いたしません。これからも慢心せずに鍛錬して参りますし、娼館だって油断しませんわ」

　とたん、狂おしい嫉妬をむき出しにした夫が叫ぶ。

「ダメだ。娼館へなど、二度とあなたを踏み込ませない！」

　ぷう、とナイアは頬を膨らませる。

「……ならば、旦那様が一緒に行ってくださればいいのですわ。私もレオンが一人で行くのは、嫌」

　二人は裸のまま、しばらく見つめあう。

　やがてレオンが雄弁なため息を吐き出した。

「仕方ないね、私の奥様は」

　ちゅ、とレオンが彼女の唇に軽くキスをする。

「では！」

　ナイアが目を輝かせる。

「ああ。だが、約束する。大公レオンハルト・クロウヴスナーの名に懸けて、愛する君を決して危険な目に合わせない」

　ナイアは双眸を喜びに輝かせて夫の首にかじりついた。

「ありがとう、レオン！」

「ああ」

　レオンはしっとりした妻の体を抱きしめる。そして彼女に深く口づけた。

















エピローグ












　クロウヴスナー帝国歴四百六十二年、紅桃の月の十二日。

　帝宮にほど近い、レオンハルト大公閣下の館、家族のみが集うリビングにて。

「我こそは怪盗紳士なり！」

　公女がオモチャの剣を天に突き上げて高々と名乗ると、一つ下の弟が戒める。

「姉上は女の子だから紳士にはなれないです。僕が三代目になりますよ」

　弟を睨んだあと、姉は両親に駆け寄った。

「父様、母様！　女の子でも怪盗紳士になれますよねっ？」

「なれるわ」

「だが、心身を鍛え上げなければな」

　大公閣下夫妻は微笑みを浮かべながら、姉弟を優しく見つめる。

　それは。

【怪盗紳士、侯爵邸に忍び込み隣国との不正輸入をしている証拠を帝都にばら撒く！】という見出しの新聞が発売された、翌日のことだった。
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